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会議のてんまつ 

令和４年11月28日    午前９時００分 開会 

 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。［一同起立］おはようございます。 

［一同「おはようございます」］御着席ください。［一同着席］ 

議  長（百瀬 輝和） お疲れさまです。 

 時間の長さは誰もが同じなのに、年を取るにつれ月日が足早に過ぎるように感じます。今

年もあと１か月あまりになりました。しっかり総仕上げできるようにしたいと思います。 

 ただいまから、令和４年第４回南箕輪村議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は10名です。定足数に達していますので、これから本日の会議を開

きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第122条の規

定により、９番、三澤澄子議員、１番、丸山豊議員を指名します。 

 日程第２、会期決定の件を議題といたします。過日、議会運営委員会が開催されています

ので、議会運営委員長の報告を求めます。 

 笹沼議会運営委員長。 

議会運営委員長（笹沼 美保） おはようございます。 

 議会運営委員長報告をいたします。 

 本日招集されました、令和４年第４回南箕輪村議会定例会の会期日程等について、過日、

議会運営委員会を開催し次のように決定しましたので、報告いたします。 

 本定例会に付議された事件は議案10件、発委１件です。このうち、議案第５号、第10号、

発委第１号は議案審議の関係で即決といたします。請願・陳情は、陳情５件が提出されてお

ります。 

 また、選挙議案２件が提出されております。 

 会期は、本日11月28日から12月9日までの12日間とし、この間で11月29日から12月６日ま

で本会議を休会といたします。 

 また、最終日９日の開会時刻は午後３時を予定しております。 

 以上で、議会運営委員長報告を終わります。 

議  長（百瀬 輝和） ただいまの議会運営委員長の報告のとおり決定することに御異議

ございませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から12月９日までの12日間に決定しました。 

 なお、本定例会の日程は、お手元に配付の表のとおりです。 

 ここで、村長の挨拶を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） おはようございます。〔一同「おはようございます」〕 

 令和４年第４回議会定例会を招集申し上げましたところ、全議員の出席を賜り開催できま

すことに、まずはお礼を申し上げます。 
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 早いもので、2022年もあと１か月あまりを残すのみとなりました。この１年を振り返りま

すと、今年も新型コロナウイルス感染症が猛威を振るった、そんな１年でありました。現在

も引き続き感染が増加傾向にあり、この冬はインフルエンザとの同時流行も懸念をされてお

ります。村といたしましては、コロナとインフルエンザのワクチンの接種の御案内等、必要

な情報の提供に努めてまいります。 

 新型コロナウイルスワクチン接種でございますが、本村では10月１日からオミクロン株対

応ワクチンの接種を開始いたしました。12歳以上の初回接種を終えた方が対象で、前回の接

種から３か月以上の間隔で接種を行っております。11月24日までの接種者数は3,479人とな

りました。このほか、５歳から11歳を対象とした３回目の接種、生後６か月から４歳以下を

対象とした乳幼児の接種も新たに開始をしております。希望される方が早期に接種できるよ

う、医療機関・医療従事者に御協力をいただき、現在取り組んでおります。 

 誤接種の報告とおわびであります。 

 11月19日集団接種の会場において、従来株ワクチンを接種しなければならない方に、誤っ

てオミクロン株対応ワクチンを接種してしまいました。１例です。該当者と御家族に説明・

謝罪をし、現在体調に変わりがないことを確認しております。原因といたしましては、事務

従事者及び医療従事者への説明不足、確認不足がありました。今後このようなことがないよ

う再発防止を徹底してまいります。申し訳ありませんでした。 

 次に、給付金関係でございます。 

 電気・ガス・食料品等の価格高騰による負担増、新型コロナウイルス感染症の影響による

収入減少等を踏まえた住民税非課税世帯等に対する生活支援として、給付金を支給いたしま

す。 

 まず、住民税均等割非課税世帯を対象とした電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付

金でありますが、１世帯当たり５万円を支給いたします。11月中旬に対象と思われる世帯に

通知を発送いたしました。また、住民税所得割非課税世帯を対象とした長野県生活困窮世帯

緊急支援給付金につきましては、１世帯当たり県からの３万円に、村独自の２万円を上乗せ

をして給付をいたします。合計５万円です。１月上旬に、該当と思われる世帯に通知を発送

してまいる予定であります。どちらの給付金もできるだけ早く給付金の支給ができるよう進

めてまいりたいと思っておりますので、対象となられる方は早めの手続をお願いをいたしま

す。 

 また、生活支援企業応援商品券事業といたしまして、第４弾南箕輪村限定地元応援商品券

事業を現在実施中でありまして、期限は12月31日までとなっております。物価が高騰する中、

村民の皆様の生活を支える一助になることを願っております。11月18日時点での利用状況は、

45.3％となっております。 

 さて、景気は国内・県内とも緩やかに持ち直しの動きが見られているものの、依然厳しい

状況が続いております。村税の収入見込みでありますが、個人村民税は前年度決算に比べ約

1,640万円増の８億1,500万円、法人村民税は約1,050万円増の１億7,500万円を見込んでおり

ます。固定資産税につきましては、新築家屋の増や新型コロナウイルス感染症の減免措置が

終了した償却資産の増などにより、前年度決算に比べ約5,860万円増の10億5,900万円を見込

んでおります。登録台数が増加した軽自動車税、昨年10月に税制改正が行われた村たばこ税

は、それぞれこちらも増収となる見込みです。 



5 

 このような状況から、村税全体といたしましては、前年度決算に比べ約8,300万円増の22

億7,800万円を見込んでおります。一方、歳出については、電気料金が昨今の世界情勢の影

響を受け高騰している状況にあります。他県の事例では、新電力の事業者が破綻をしてしま

い、利用していた自治体の電気料金が２倍以上に跳ね上がってしまうというケースも報じら

れております。本村でも、平成29年から新電力に切り替え経費削減を図ってきたところです

が、新電力の料金体系が大幅に上がってきておるため、供給先を切り替える検討を行ってい

るところであります。村施設の電気料金として当初約4,200万円を計上していたところです

が、今回３月末までの見通しで、不足する約3,500万円の補正予算をお願いするところであ

ります。 

 次に、ふるさと納税の寄附金についてであります。前回、補正予算第７号で寄付金収入の

上方修正とこれに伴う返礼品、業務委託料の不足分の補正をお願いしたところであります。

しかしながら、10月の寄附金収入額が約6,000万円直近で想定より伸びておりまして、再度、

今議会で寄附金収入の上方修正と関連費用等の補正をお願いするところであります。 

 村の人口であります。令和４年11月１日の人口は１万6,026人となり、昨年の11月１日と

比べまして、201人の増加となっております。 

 事業の状況を御説明いたします。 

 国が推進するマイナンバーカードの交付でありますが、10月31日現在、交付人数は6,722

人となり、交付率は42.5％となりました。現在、土曜・日曜に各公民館へ出張し、申請を受

け付けております。 

 南原住宅団地焼却灰の処理でありますが、焼却灰401トンは三重県伊賀市にある最終処分

場に全量運搬し、適正に処理いたしましたことを御報告をいたします。 

 ＤＸ推進であります。12月１日から、スマートフォンの決済アプリで税金や料金が納付で

きるようになりますことを御報告いたします。 

 男女共同参画推進事業としては、９月に村主催の男女共同参画セミナー、男女共同参画を

進めていく上での８つの課題と解決への道筋を実施いたしました。受講者の満足度も高く、

男女が互いに尊重し合う、認め合うことの重要性を感じた講演会となりました。 

 また、地域おこし協力隊の活動といたしまして、女性のおしゃべりワークショップを全４

回開催し、こちらも参加者から好評をいただいております。これからも女性が気軽に参加で

きるイベントを企画してまいりたいと思います。 

 子育て女性再就職支援事業では、つながるパパ＆ママフェスティバルを10月に開催をいた

しました。こちらも多くの皆様に御来場いただき、大盛況のうちに終了しております。 

 村の150周年まであと２年あまりとなっております。来年２月の村の日の発表に向けて、

キャッチフレーズとロゴを現在制作しているところであります。 

 ＶＣ長野トライデンツは、10月から2022・23リーグが始まっております。ホーム初戦には、

昨年度優勝のサントリーに勝利をしております。引き続き、皆様からの応援をよろしくお願

いいたします。 

 大芝高原関連につきましては、４月から供用を開始いたしました防災研修センター森の学

び舎、現在延べ2,000人を超える多くの方に御利用いただいております。引き続き、利用者

の皆さんが利用しやすい環境を整えてまいります。６月に策定いたしました大芝高原将来ビ

ジョンの考えに基づき、大芝高原の施設整備の方向性を示す大芝高原施設整備計画を、今年
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度末をめどに現在策定を進めています。 

 大芝荘につきましては、９月末まで関心表明を募集しておりましたが、民間事業者から幾

つかの利活用の関心表明を受け、16名の委員からなる大芝荘利活用検討会を設置し、大芝荘

の今後について、各界各層の委員の皆様に総合的な観点から検討を進めていただいておりま

す。 

 産業課関係であります。農政関係でありますが、８月に農業委員と各地区営農組合役員で

農地利用状況調査、農地パトロールを実施いたしました。昨年106筆８万6,000平方メートル

だった遊休農地が、令和４年は82筆６万2,000平方メートルと、遊休農地が減少をしており

ます。農業委員会の委員の皆様をはじめ、農業に従事される皆様の活動によるものでありま

す。 

 本年度稲作作況指数は全国で100％を予想されております。長野県では、６月・７月の天

候不良から平年を下回るやや不良との予想がされております。12月中に公表されるところで

ありますが、次年度の生産調整にも影響するものであり、今後の動向により調整等を検討し

ていく必要があると思います。 

 有害鳥獣関係でありますが、本年度、大芝高原西側伊那市境と南原地籍において熊の目撃

情報があり、また残念なことに、８月には熊による人的被害も発生をしてしまいました。有

害鳥獣対策実施隊を中心に熊おりの設置などを実施するとともに、地元区や関係部署と協力

し警戒パトロールなどをこれまで実施してまいりましたが、捕獲には至りませんでした。こ

のような緊急的な情報を発信するものとして防災無線や村配信メール・ＬＩＮＥがあります

ので、積極的な登録をお願いするところであります。 

 林務関係では、大芝村有林整備基本計画に基づき、森林づくり実施計画策定に向けて、信

州大学や長野県林業センターの専門家から御助言をいただきながら準備を進めております。 

 商工観光関係では、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で、なかなか計画していたイ

ベントを予定どおり実施することはできませんでした。観光協会を中心に大芝高原のアカマ

ツ利活用について、商品開発・研究などを現在行っております。 

 次に、建設水道課の建設関係でありますが、村３か年実施計画・地区計画事業など、現在

順調に推移をしております。 

 県の事業関係でありますが、大清水川河川改修及び県道南箕輪沢渡線改良事業については、

歩道設置の道路改良に向けた物件補償の調査を進めております。国道153号線塩ノ井交差点

南側歩道設置事業につきましては用地買収が完了し、一部工事を実施する予定となっており

ます。県道吹上北殿線の中部保育園西交差点付近道路改良工事につきましても、用地買収が

完了し現在工事を実施しており、今年度中に工事が完了する予定となっております。国道

361号線の歩道設置工事につきましては、南原地区で既に二度ほど住民説明会が開催され、

今後は用地測量を実施する予定であります。県道伊那北殿線の北殿駅南踏切付近道路拡幅事

業につきましては用地測量が実施され、今後用地買収をする予定となっております。多くの

県事業が動いている中でありますが、引き続き他の事業、また現在の事業の早期完成を要望

してまいります。 

 伊那警察署から県道南箕輪沢渡線から国道153号線に出る際、現在の信号機から一時停止

規制に変更となる旨の連絡がありました。12月中旬から切り替わるとのことですので、通行

する際には注意をお願いいたします。 
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 上水道関係では、下水道管渠工事に伴う補償工事と老朽化した配水管を解消するための工

事を進めております。また、沢尻地区と南原地区を結ぶ配水管の拡張工事について、関係機

関であるネクスコ中日本と協議を行っておりまして、協議完了後にこちらは着手する予定と

なっております。 

 下水道関係では、住宅の新築等に伴う管渠整備、公共ますの設置、下水道施設維持管理に

係る改築更新を計画的に進めており、現在は大芝地区の管渠工事、ストックマネジメント計

画に基づく浄化センターの機械設備改修工事、総合地震対策計画に基づくマンホール継ぎ手

耐震設計及び耐震改修工事を実施しております。 

 次に、保育園の状況であります。先日、来年度の入園希望調査を行いました。現時点での

入園希望者数は令和５年度当初669人で、今年度に比べまして45人の増となります。一方、

令和５年度末には744人となる見込みで、今年度末の見込みより、こちらも36人の増となり

ます。特に、１歳児をはじめとした未満児の増加が特徴的となっておりまして、この傾向は

しばらく続くのではないかと予想されます。保護者の皆様のニーズに応えるべく対応してま

いりたいと思います。 

 続いて、学校関係であります。小中学校では２学期も残り１か月となりましたが、今年度、

社会見学や臨海学習・若竹祭や音楽会・修学旅行といった行事が行われ、子供たちの明るい

笑顔の下、学習が展開されたことは喜ばしいことであります。今後の新型コロナウイルス感

染症の状況も危惧されているところではありますが、引き続き保護者の方の御協力、小中学

校・保育園が連携・連絡を密にし、感染拡大を防ぐ対策を講じて子供たちの安全・安心を第

一に学びを深める取組を進めてまいります。 

 新たな学校給食センター建設工事につきましては造成工事・杭工事が終了し、いよいよ建

築本体工事・電気機械設備工事が動いてまいります。工事につきましては、事故がないよう

安全管理を徹底し、各工事間の連絡・調整・工程管理を行い、進めてまいります。近隣住民

の皆様に対しましては御迷惑をおかけいたしますが、御協力をお願いするところであります。 

 また、南部小学校の雨水排水対策工事につきましては、５月の連休明けから工事に着手し、

10月末をもって工事が完了いたしました。この間、村議会の皆様をはじめ地域住民の皆様や

保護者の皆様、学校関係者等多くの皆様に御協力をいただいたこと、感謝を申し上げます。 

 社会教育・公民館関係につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、村駅伝

競走大会は中止といたしました。しかしながら、上伊那郡横断駅伝競走大会に村チームとし

て参加することができました。村民文化祭につきましては、こちらも３年ぶりに開催するこ

とができ、ふるさと大使征矢健之介さんによる音楽を楽しむコンサートや、村文化団体連絡

協議会のステージ発表上映会、長野県や本村の県宝である縄文土器の展示や村文化団体の作

品展示会を行い、多くの方に御来場をいただきました。 

 成人式につきましては、成年年齢が18歳に引き下げられたことに伴いまして、次の来年の

１月３日より成人式ではなく二十歳のつどいとして開催する予定でありまして、現在準備を

進めております。 

 図書館事業につきまして、今年８月から長野県と市町村による電子図書館サービス、デジ

としょ信州が始まっております。12月20日時点で82名の方に申込をいただいているところで

あります。さらに多くの方に御利用いただけるよう、引き続き広報を展開をしてまいります。 

 いよいよ寒くなってきまして、降雪シーズンが近づいております。村内の除雪につきまし
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ては例年のように、主要幹線道路は村内の建設業者や水道業者の皆様に協力をお願いしてお

ります。生活道路や歩道、また区と区を結ぶ生活道路などは、まっくん除雪隊を中心に、住

民の皆様の協力をいただきながら交通機能の確保に努めてまいります。地域の皆様の御理

解・御協力をお願いをいたします。 

 本定例会に提出いたしました案件は、議案10件であります。いずれも原案どおりの決定を

お願い申し上げ、開会に当たりましての挨拶とさせていただきます。 

 以上。 

議  長（百瀬 輝和） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 監査委員から、地方自治法第235条の２第３項の規定により、令和４年８月分から令和４

年９月分までの例月出納検査報告がありました。報告書はお手元に配付のとおりです。 

 これで諸般の報告は終わります。 

 日程第４、請願・陳情の委員会付託を行います。 

 本日までに受理しました請願・陳情は、陳情５件です。会議規則第89条の規定により、お

手元に配付の請願・陳情等文書表のとおり、所管の常任委員会に付託します。今定例会の会

期中に審査し、本会議において報告を行ってください。 

 日程第５、発委第１号「南箕輪村議会基本条例の一部を改正する条例」を議題とします。 

 本案について趣旨説明を求めます。 

 笹沼美保議会運営委員長。 

議会運営委員長（笹沼 美保） 発委第１号「南箕輪村議会基本条例の一部を改正する条例」

について、趣旨説明をいたします。 

 南箕輪村議会は、平成25年に制定した議会基本条例の検証を令和２年に初めて行い、令和

４年１月、二度目の検証を行いました。その結果を基に議論を重ね基本条例を見直し、今回

改正することにより、さらなる議会機能強化と議員の資質向上を図るものです。 

 それでは、議案３ページの新旧対照表を御覧ください。 

 第４条第１項中、専門家による研修会を開催しますを、自己啓発及び調査研究に努めます

に改めます。第４条第２項、第５条第３項、おめくりいただきまして第６条第１項、第７条

第１項中のおよびを、平仮名から漢字に改めます。第６条第１項中、村民に開かれた議会を

信頼される議会に改め、同条第３項として、議員の資質向上と議会活性化のための研修会開

催を追加、第５項にはオンライン会議活用推進をうたい、第３項を第４項としてあり方につ

いて調査研究を課題研究に改めました。第７条第１項中、議会報告会を村民の声を聴く会に

改め、第４章として議会事務局の機能強化を追加し、第９条として議会は議会機能の充実を

図るため、議会活動を補佐する議会事務局の機能強化に努めますとしました。第９条が第10

条となり、第１項中保持しますを、保持し相互に議論を深めることにより、より良い村づく

りに寄与しますに改め、第２項中、村政における重要な政策および課題を充分に検討するた

め、村長など執行機関にを村の政策及び課題を十分に検討するため、村長など執行機関に適

切かつに改めます。第11条が第12条となり、第１項中、村民の意見や社会情勢の変化を把握

しながらを削除します。 

 ２ページにお戻りいただきまして、附則としてこの条例は公布の日から施行といたします。 

 以上、趣旨説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） これから質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 発委第１号の討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 賛成討論。 

 １番、丸山議員。 

１  番（丸山 豊） 賛成の立場で討論させていただきます。 

 今、委員長が申されましたとおり、基本条例ができてから10年目を迎えております。10年

もたてば大分不備なところがいっぱい出てくるわけでございまして、直さなければいけない

部分を議運の皆さんしっかりと検証していただいて、改正案が今回出されたわけでございま

す。その御労苦にも感謝申し上げる次第でございます。 

 基本条例は、議会に関する事柄っていうのを憲法だとか地方自治法だとか、それから公職

選挙法、それらあらゆるもの、議会に関係するものを一つにまとめたというものが議会の基

本条例でございまして、市町村によっては、これは最高法規として明記しているところもあ

るわけでございます。だから、条例でありますから守らなければいけないのは当たり前のこ

とであって、これは守らなければ条例違反になるわけでございますので、議員間でもあつれ

きが生じ、混乱も生じるところでもあります。 

 ここでちょっとこれを見ていただければと思いますけども、これはうちのホームページの

基本条例が、こんなにちょっと表現が良いか悪いか分かりませんけど、非常に派手な基本条

例で、多分日本国中こんなに立派な基本条例を明記されているところは多分ない、うちだけ

だと思います。 

 これは、村長が議員のときにホームページをいじっていただきまして、多分私が思うにち

ょうど私も議長だったものですから、いろいろ議会の中でも基本条例を守らない議員もいる

んじゃないかなというようなそんな認識の中で、多分そんな意味があって込められてこんな

のをつくられたのかななんて、私自身は勝手に思ったところでございます。 

 今回改正するに当たりまして少し意見を申し上げたいと思いますけども、この１、２年の

状況を見ますと、少したがが緩んでいるのかなとそんなことを感じております。よって原案

に携わった者として、また、前議長という立場でも自責の念、自戒の念を込めて、改めて訴

えたいと思います。 

 開かれた議会を標榜しているが本当にそうであるか、これ一点でございます。大原則であ

る二元代表制をしっかり理解しているかっていう。先日、うちの議会のほうで議運の皆さん

と村議会のしおりを作っていただきまして、村民・村長・村議会の関係っていうの、こんな

トライアングル、こんなに分かりやすいやつを作っていただきました。これを見ると、二元

代表制っていうのは誰が見ても分かるわけでございます。村の従属機関になっているわけじ

ゃございませんので、本当に独立した二元代表制でございます。村長も選挙で選ばれ、私た

ち議員10人も選挙で選ばれているわけでございます。ここら辺がしっかり理解されているの

かどうなのかという。 

 また、議員は一人親方でもありますし、選挙で選ばれておりますから、10人がみんなばら

ばらな意見を持っております。だから合議制になっているかどうか、これも私が気になった
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ところで、最後に積極的に研修参加に取り組まれているかなどが、この一連の中で私が気に

なったところであります。これらは、基本条例を今説明いただきましたけれども、４条と５

条と６条にこの言葉がしっかりと明記されております。私たちは肝に銘じなければいけない

と思っております。 

 議会の役割のひとつに、行政の監視機能などがあります。ルールを守れないのに監視など

はできません。村民の負託に応えることができないということになりますので、ルールは守

らなければいけないと思っております。仲よしクラブをつくるのではなくて、善悪の判断・

正しいことを追い求めることであると思います。このことが、基本条例をはじめとするルー

ルを守ることにつながっていると思っております。 

 今回の改正される基本条例を契機に、全議員が一丸となって心機一転、気を引き締めて取

り組んでいかなければと考えます。 

 この改正案に賛成の討論とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに討論はございますか。 

〔討論なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 討論なしと認めます。 

 発委第１号を採決いたします。 

 発委第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（百瀬 輝和） 全員起立です。 

 したがって、発委第１号は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案の上程を行います。 

 議案第１号「南箕輪村防災会議条例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第１号「南箕輪村防災会議条例の一部を改正する条例」につ

いて、提案理由を申し上げます。 

 本案は、南箕輪村防災会議の充実を図るため、会議を組織する委員を追加したいので提案

するものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） それでは、議案第１号の細部説明を申し上げます。 

 防災会議につきましては、国の災害対策基本法の規定に基づき、会議の所管事務や組織を

市町村の条例で定めることとされております。今回、この防災会議の充実を図るため、会議

を組織する委員を追加したいので、提案するものでございます。 

 新旧対照表により説明をさせていただきますので、議案の２ページを御覧ください。 

 第３条第５項に規定する委員につきまして、第２号に陸上自衛隊の自衛官のうちから村長

が任命する者を、第９号に上伊那広域消防本部の職員のうちから村長が任命する者を、第11

号に前各号のほか村長が必要と認め任命する者を追加し、改正前の第２号から第８号につき
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ましては、それぞれ第３号から第10号に繰り下げるものでございます。 

 １ページにお戻りいただきまして、附則としてこの条例は公布の日から施行するものでご

ざいます。 

 以上で細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第１号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

 ９番、三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） ９番、三澤です。 

 この地域防災会議ですけれども、目的として地域防災計画及び水防計画の作成・実施・推

進、それから地域に係る防災重要事項を村長に意見するというようなところが主な目的とし

て条例化されているというふうに思っております。そこで、今回３項目について新しく委員

を入れていくということでありますけれども、１点、その２に入りました自衛隊の自衛官の

うちから村長が任命する者ということについて、ちょっと質問をいたします。 

 自衛隊が地域の防災に関わることといえば、やはり大規模自然災害が挙げられるというふ

うに思います。特にうちの村では、今のところ自然災害としての大きな災害は幸い起こって

いないわけでありますけれども、計画の中である程度の予想をしていくっていうことは理解

はできますけれども、この時点で今、例えばその自然災害のときに自衛隊を派遣依頼するっ

ていうのは行政、自治体から県のほうへ申し出て、そこから国のほうへということになって

いるというふうに理解しております。 

 なので、実際その大規模な災害を予測するっていうことはなかなか難しいとは思うんです

けども、今すぐこの防災会議に入れていく必要があるかどうかっていうことをちょっと私は

疑問に思うわけでありまして、なぜ今回その特に２番目に入ってきたわけでありますけれど

も、自衛隊が防災会議に入れていくという必要性についてちょっと説明いただきたいという

ことと、あと、近隣では２市町だったかな自衛隊が入っているそうですけども、これ今回自

衛隊を入れるということについて、国の上部組織会議のほうでそういう指導があったのかど

うか、そこら辺もちょっとお聞きしたいと思います。 

議  長（百瀬 輝和） 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） まず、国からの指導は特にはございません。全くありませんでし

た。 

 それで、今回自衛隊の関係、入れたいという理由でございますけれども、議員さんおっし

ゃるように、大規模災害等があったときにはどうしても自衛隊の派遣、そういったものも考

えていかなければならないという状況の中で、ふだんから計画を策定したり状況を判断する

中で、そういった会議にふだんから自衛隊の方にも参加していただいて、連携を図りながら

準備が必要なところは準備していく、そういうようなことも含めてそういった会議に入って

いただきたいということで、今回追加をさせていただいた次第でございます。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第２号「南箕輪村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたし

ます。 
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 本件について提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第２号「南箕輪村職員の定年等に関する条例の一部を改正す

る条例」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、国家公務員の定年制引き上げに伴い地方公務員法の一部が改正されたことを受け、

国と同様の措置を講じる改正を行うため提案するものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） それでは、議案第２号について細部説明を申し上げます。 

 本案は、国家公務員の定年制引き上げに伴い、地方公務員法の一部を改正する法律が令和

３年６月に公布されました。これにより、令和５年度において60歳に達する職員から定年年

齢が段階的に引き上げられることとなりましたので、条例の改正を行うものでございます。 

 今回の改正の主なものは３点ございます。 

 １点目は、定年年齢を60歳から65歳に引き上げます。令和５年度から２年に１歳ずつ段階

的に引き上げ、令和13年度から65歳定年となります。２点目として、管理監督職の勤務上限

年齢制を導入しまして、その上限年齢を原則60歳とするものです。３点目は、定年前再任用

短時間勤務制を導入いたしまして、60歳以後に退職した職員を65歳まで短時間勤務の職で再

任用することが可能となりました。 

 それでは、新旧対照表により説明をさせていただきますので、議案の15ページを御覧くだ

さい。 

 まず目次でございますが、今回改正の主な内容を章立てで改正することとしたため、目次

を置きました。 

 第１条は、地方公務員法により条例に委任された事項を規定したものですが、法の改正に

より引用条項を改めるものでございます。第３条は、職員の定年年齢を65歳とするものです。

第４条は、定年による退職の特例、いわゆる勤務延長に関する規定です。改正前後で基本的

な仕組みは変わりませんが、16ページを御覧いただきまして、ただし書として、管理監督職

としての職員の勤務延長の規定を追加しております。 

 17ページを御覧いただきまして、第３章は管理監督職勤務上限年齢制、いわゆる役職定年

制について規定したものでございます。第６条は役職定年の対象となる職員を規定し、第７

条は役職定年の年齢を60歳とするものです。第８条は、役職定年を行うに当たって降任等を

しようとする場合の遵守すべき基準を定める規定です。 

 17ページから18ページになりますが、第１号は、降任は職員の人事評価等について基づい

てされるという規定となっております。第２号は、役職定年による降任後の職について、で

きる限り上位の職制上の段階に降任させるという規定でございます。第３号は、降任等をす

る際に職制の段階が上位の者は、下位の者よりも同等以上の職制に降任させるということが

規定となります。第９条ですが、管理監督職勤務上限年齢による降任等及び管理監督職への

任用の制限の特例を定める規定でございます。第１項は、勤務遂行上の事情や職務の特殊性

などによる特例任用について定めております。第１号から第３号の事由に該当する場合、職
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員の異動期間の末日以降であっても、１年以内の期間で異動期間中に就いていた管理監督職

に引き続き就かせることができるというものでございます。なお、ここでいいます異動期間

とは、職員が満60歳に達した日の翌日から以後最初の４月１日までの間を言います。 

 16ページの第２項は、一度延長した異動期間をさらに１年の範囲内で延長することができ

る旨を定めております。なお、延長は最長で３年間とされております。第３項は、年齢別人

員構成等の事情から、欠員が生じる複数の管理監督職の特例任用について定めております。

職員の年齢別構成などの理由によりまして、欠員を容易に補充できないなど特別な事情があ

る場合に、異動期間中の末日後も、１年以内の期間で異動期間中に就いていた管理監督職以

外の管理監督職にも就かせることができるというものでございます。 

 20ページになりますが、第４項は第３項において一度延長した異動期間を、さらに１年の

範囲内で延長することができる旨を定めております。なお、こちらの延長は最長で定年退職

日までとされております。第10条は第９条の規定によりまして、特例任用の異動期間を延長

する場合や他の管理監督職に降任等をする場合には、職員の事前の同意が必要である旨を定

めております。第11条は、異動期間の延長事由が消滅した場合の規定です。異動期間の末日

の到来前に延長事由が消滅した場合には、延長期間の末日を待つことなく他の職への降任等

をする旨を定めております。 

 21ページの第４章は、定年前再任用短時間勤務制の規定になります。第12条は、職員の任

用の規定です。職員が60歳に達した日以後、定年前に退職した者を短時間勤務の職に採用す

ることができる制度でございます。定年前再任用短時間勤務職員の任期は、定年前再任用の

日から定年退職日相当日、いわゆる常勤職員であった場合の定年退職日までとなります。第

13条は、村が加入する一部事務組合や広域連合の職員を再任用することを可能とする規定で

ございます。第２項は、第１項で採用した職員の任期について、第12条のただし書を準用す

る規定です。第14条は、規則への委任規定です。 

 附則になりますが、22ページを御覧ください。定年に関する経過措置です。 

 附則第４項は、定年の段階的引き上げに関する経過措置です。表のとおり、２年ごとに１

歳ずつ定年を引き上げてまいります。附則第５項は、現行で定年が63歳とされている用務員

に対する段階的引き上げに関する経過措置です。附則第６項は、職員に対して情報提供と意

思確認を行うことを任命権者に対して義務づけた規定でございます。任命権者は、職員が60

歳に達する前の年度、つまり職員が59歳になる年度に、60歳後に適用される任用・給与・退

職手当制度等に関する情報を提供すること、加えて60歳の誕生日以後の勤務の意志などを確

認することとされています。 

 なお、情報提供・意思確認を行うべき年度に職員でなかったなどの場合には、採用日から

採用年度の末日までに行うこととしています。 

 ７ページにお戻りいただきまして、附則でございます。以後、改正附則となりますが、附

則と略して説明をさせていただきますのでお願いいたします。 

 附則第１条、この条例は令和５年４月１日から施行します。ただし、附則第11条の規定は

公布の日からの施行といたします。附則第11条は、令和５年度に60歳に達する職員に対して

令和４年度中に情報提供・意思確認を行うための規定でございますので、公布の日から施行

するものでございます。 

 ８ページを御覧いただきまして、附則第２条は勤務延長に関する経過措置です。第１項は、
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施行日前に勤務延長を行った職員についても、第４条の規定に基づきその期間を延長するこ

とを規定しております。第２項は、定年の段階的引き上げ期間中において、勤務延長職員が

一時的に定年年齢に達していない時期が生じた場合であっても、定年に達している職員と同

様に承認等ができないことを規定しています。附則第３条から第５条までは、定年退職者の

再任用に関する経過措置でございます。 

 ９ページになりますが、附則第３条から第４条は常時勤務の再任用規定となります。附則

第３条第１項は、施行日前に退職した者で65歳に達する年度の末日までにある者、第２項で

は定年が65歳となるまでの間施行日以後に退職した者で、65歳に達する年度の末日までにあ

る者を、現行の再任用制度と同様に常時勤務を要する職に採用することができることを規定

しております。なお、施行日以後において、再任用職員は暫定再任用職員という名称に改正

されます。第３項から第５項は、現行と同様でございます。 

 10ページ附則第４条は、村が加入する一部事務組合や広域連合の職員を暫定再任用するこ

とを可能とする規定です。 

 11ページの附則第５条から第６条は、暫定再任用における短時間勤務の規定となります。

任用期間等規定されている内容は、附則第３条から第４条に規定されている常勤勤務の暫定

再任用職員と同様でございます。 

 12ページの附則第７条における改正法附則第８条第３項は、暫定再任用職員について13ペ

ージの附則第８条における改正法附則第８条第４項は、定年前再任用短時間勤務職員につい

ての規定ですが、その中で、施行日以後に設置された職やその職の定年年齢を条例で定める

ということにされているため、規定するものでございます。附則第９条も同様でございます。 

 14ページの附則第10条は、定年前再任用短時間勤務職員に関する経過措置でございます。

定年の段階的引き上げ期間中においては、定年前再任用短時間勤務職員の任用終了時点で再

び定年前となる場合が生じるため、改めて定年前再任用短時間勤務職員に採用等をすること

ができないということを規定するものでございます。 

 附則第11条です。令和５年度に60歳に達する職員に対して、令和４年度中に情報提供・意

思確認を行う必要がありますが、改正法第２条第３項の規定は施行日から令和６年３月31日

までの間に条例で定める年齢に達する職員とされているため、その条例で定める年齢を60歳

とするものでございます。 

 以上で細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

 ９番、三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） ９番、三澤です。 

 順次65歳まで、定年年齢にするについての細かい規定をたくさん附則含めて出してきたわ

けでありますけれども、なかなか理解するには難しいような状況が今見てありますけれども、

とりあえず令和５年にこの条項に該当する方が今おいでになるかどうか、60の段階、前の段

階で調査してその意向を確認していくっていうことはそのとおりだと思うんですけども、お

いでになるかどうかだけちょっとお聞きしたいと思います。 

議  長（百瀬 輝和） 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） 今、把握している段階ではおりません。 
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 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第３号「地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例」を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第３号「地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整備に関する条例」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、地方公務員法の一部改正により地方公務員の定年が引き上げられたことに伴い、

関係条例を整備するため提案するものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） それでは、議案第３号について説明を申し上げます。 

 本案は、議案第２号と関連しておりますが、国家公務員の定年制引き上げによる地方公務

員法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、定年制引き上げの実施に当たり関連す

る条例の整備を行うものでございます。必要となる９件の条例の改正、並びに１件の条例の

廃止を行うものでございます。 

 それでは、新旧対照表により説明させていただきますので、議案の10ページを御覧くださ

い。 

 まず、第１条関係になりますが、南箕輪村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の

一部改正でございます。第３条は、法改正に伴い引用条項を改めるものでございます。 

 第２条関係、南箕輪村職員の分限に関する条例の一部改正でございます。この条例は、降

任・免職等は職員の意に反して勝手に行うことはできないため、その手続等を規定しており

ますが、今回この定年制引き上げによりまして降給が追加されたため、新たに規定を行うも

のでございます。 

 11ページになりますが第３条関係、南箕輪村職員の懲戒に関する条例の一部改正でござい

ます。減給されていたものが降給の対象となった場合の規定を追加するものでございます。 

 続いて第４条関係、公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正でございます。

12ページにかけてになりますが、第２条第２項及び第10条において、特例任用となった管理

監督職を追加するものでございます。 

 第５条関係、外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部

改正でございます。13ページを御覧いただきまして、こちらも前条と同様に、特例任用とな

った管理監督職を追加するものでございます。 

 第６条関係、南箕輪村職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正でございます。

法改正に伴い引用条項を改め、また暫定再任用短時間勤務職員を定年前再任用短時間勤務職

員に改める、再任用職員の名称変更による改正でございます。 
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 14ページ第７条関係、南箕輪村職員の育児休業等に関する条例の一部改正でございます。

第２条に特例任用となった管理監督職を追加し、以下再任用職員の名称変更による改正でご

ざいます。 

 15ページを御覧ください。第８条関係、南箕輪村一般職の職員の給与に関する条例の一部

改正でございます。第２条第１項は、改正法により削除された規定を削っております。第２

項以降につきましては、再任用職員の名称変更による改正に加えまして、文言の改正を幾つ

か行っております。 

 19ページを御覧ください。第38条の２でございます。第６条及び第７条の規定は、職員の

昇給・昇格に関する給料の規定でございますが、定年前再任用短時間勤務職員にこの規定の

適用を除外するというものでございます。 

 附則でございます。 

 附則第15項は、定年制引き上げにより60歳に達した職員の給料の規定となります。60歳に

達した日後、最初の４月１日からの給料月額をそれまでの７割とする規定でございます。附

則第16項は、給料月額が７割にならない者の規定でございます。勤務遂行上の事情や職務の

特殊性によりまして、特例任用された管理監督職等が該当となります。附則第17項と第18項

は、給料額を７割としたときの給料表の月額との差額を調整給として支給する規定でござい

ます。附則第19項と21ページの附則第20項は、他の職員との権衡上必要がある場合に給料月

額を調整できる規定でございます。附則第21項は、附則における規則への委任規定でござい

ます。 

 別表第１、行政職給料表につきましては、再任用職員の名称変更による改正でございます。

22ページの別表第２、級別職務分類表につきましては、係長級及び主任保育士・主任調理員

の職務である４級に、新たに主幹の職務を加えるものでございます。 

 第９条関係、南箕輪村一般職の職員の旅費に関する条例の一部改正につきましては、法改

正に伴い引用条項を改めるものでございます。 

 ７ページにお戻りください。 

 第10条南箕輪村職員の再任用に関する条例につきましては、法改正により暫定再任用制度

へ移行いたしましたので、廃止するものでございます。なお、経過措置を南箕輪村職員の定

年等に関する条例の改正附則として新たに設けております。 

 附則でございます。附則第１条、この条例は令和５年４月１日から施行するものでござい

ます。附則第２条は、この附則における用語の定義を規定しております。附則第３条、公益

的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正に伴う経過措置でございます。 

 ８ページになりますが、ここでは任期を定めて任用される職員のうち、暫定再任用職員を

除くという規定になっております。附則第４条、南箕輪村職員の勤務時間及び休暇等に関す

る条例の一部改正に伴う経過措置、並びに附則第５条、南箕輪村職員の育児休業等に関する

条例の一部改正に伴う経過措置につきましては、それぞれの条項において、暫定再任用短時

間勤務職員を定年前再任用短時間勤務職員とみなすみなし規定でございます。附則第６条、

南箕輪村一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に伴う経過措置でございますが、こち

らは暫定再任用職員に関する経過措置となっております。 

 第１項は、給料月額は給料表による基準給料月額によるものであることを規定しておりま

す。第２項は、短時間勤務職員である場合は、基準給料月額を勤務時間で除したものを使用
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する規定となっております。第３項から第５項は、手当等の規定において、暫定再任用職員

を定年前再任用短時間職員とみなすみなし規定でございます。第６項は、昇給・昇格は暫定

再任用職員に適用しない旨を、第７項は定年延長となった職員に適用されている給与の７割

水準や、特例任用等の規定は暫定再任用職員に適用しない旨を規定しているものでございま

す。 

 以上で細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第４号「南箕輪村議会議員及び南箕輪村長の選挙における選挙運動の公営に関する条

例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第４号「南箕輪村議会議員及び南箕輪村長の選挙における選

挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、公職選挙法施行令が改正され、衆議院議員及び参議院議員の選挙における選挙運

動費用の公費負担額について、一部費用の限度額が引き上げられたことに伴い、条例で定め

る南箕輪村村議会議員及び南箕輪村村長の選挙における選挙運動の公費負担額についても、

同様の措置を講じる改正を行うため提案するものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 松澤議会事務局長。 

議会事務局長（松澤 さゆり） 議案第４号の細部説明を申し上げます。 

 新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の２ページを御覧ください。アンダーラ

インの部分が改正箇所になっております。 

 第４条第２号は、選挙運動用自動車の使用の公費負担額で、一般乗用旅客自動車運送業事

業者以外の契約である場合について規定しております。アの自動車使用料、一日の上限額を

１万5,800円から１万6,100円に、イの燃料費、１日当たりの上限額を7,560円から7,700円に

それぞれ改めるものでございます。 

 ３ページの第８条は、選挙運動用ビラの作成の公費負担額について、１枚当たりの作成単

価の上限を７円51銭から７円73銭に改めるものでございます。４ページの第11条は、選挙運

動用ポスターの作成の公費負担額について、１枚当たりの作成単価を525円６銭から541円31

銭に、加算する金額を４万7,000円から４万8,000円にそれぞれ改めるものでございます。 

 １ページにお戻りいただきまして、附則１でこの条例は公布の日から施行するものとし、

２で施行日以降に告示された選挙から適用するものでございます。 

 以上で細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第４号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 
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〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 日程第７、議案第５号「令和４年度南箕輪村一般会計補正予算（第８号）」を議題といた

します。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第５号「令和４年度南箕輪村一般会計補正予算（第８号）」

について提案理由を申し上げます。 

 本案は、歳入では新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金の追加分、歳出では電気料高

騰に伴う光熱水費、大芝関連施設等指定管理料、物価高騰による給食費家庭負担分の補助な

どが主なものであります。既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億4,556万4,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ72億2,461万1,000円とするものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 藤澤財務課長。 

財務課長（藤澤 隆） それでは、議案第５号の細部説明を申し上げます。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出から説明いたしますが、初めに議案書の35ページを

お開きください。給与費明細書を御覧ください。こちらから説明をさせていただきます。 

 １、特別職の一番下の覧、比較の職員数４人でございます。これは後ほど説明いたします

統計調査費のうち、住宅・土地統計調査員また就業構造基本調査員の報酬等でございますの

で、お目通しをお願いいたします。 

 次の36ページ、一般職でございます。 

 給与費のうち報酬131万7,000円につきましては、県議会議員の選挙、ワクチン接種等に伴

う会計年度任用職員の報酬でございます。また、給料77万7,000円、職員手当668万9,000円

の減額は、おめくりいただきまして37ページの明細のとおり、それぞれ人事異動及び人事院

勧告による期末手当の減額によるものでございます。 

 以上の説明によりまして、歳出のうち各事業の２節給料から４節共済費までの説明は省略

させていただきますので、お願いをいたします。 

 なお、これから説明いたします各事業の10節需用費の光熱水費でございます。冒頭村長の

挨拶でも触れていただきましたが、現在庁舎を含めまして公共施設の高圧電力につきまして

は、小売電気事業者、いわゆる新電力であります株式会社エネットと契約中でございます。

従来から中部電力に比べまして約３割ほど安価で供給されていましたが、本年10月から1.4

倍、また12月からは2.8倍に料金改定されるということで、中部電力に比べまして大幅に高

くなります。村ではエネットの電力供給契約を解除いたしまして、12月から３月までの期間

は中部電力との最終保証契約を締結し、来年４月以降の契約につきましては中部電力、また

その他の新電力との料金を比較しながら、安価な供給先と新たに契約をする予定でございま

す。 

 今回の補正で、関係事業につきましては低圧電力も含めまして、今後不足する電気料金、

それぞれ合わせまして約3,500万円を計上しておりますので、冒頭御理解をお願いをいたし
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ます。 

 それでは、予算書14ページにお戻りを願います。 

 ２款総務費からお願いをいたします。１項１目0202庁舎管理事務1,292万6,000円でござい

ます。10節需用費、庁舎電気料800万円とガス料金50万円の合わせて850万円、11節役務費、

庁舎電話料は１月以降衛星携帯電話の料金値上げのために保有する３台分の電話料２万

6,000円、また14節工事請負費は、原材料高騰に伴う庁舎ＬＥＤ化工事事業費の不足分440万

円でございます。３目0220財政管理事務99万6,000円、これは10節需用費、価格高騰により

まして不足する新年度予算書の印刷費３万3,000円ほどでございます。 

 おめくりいただきまして、15ページでございます。 

 22節償還金利子割引料でございます。令和２年度及び３年度にて、新型コロナウイルス感

染症対応臨時交付金を対象といたしました制度資金の保証料、補給金、振興資金、利子補助

金で、計８件分の繰り上げ償還がございました。これによりまして、返還保証料に加算金を

加えました110万円の返還金を計上するものでございます。制度資金につきましては、今後

も繰り上げ償還があった場合にはこうした返還金が発生いたしますので、御理解をお願いい

たします。 

 0229ふるさと納税事業の3,800万円でございます。先ほどもありましたが、夏以降寄附金

が好調でありまして、歳入の19款寄附金におきましても今回8,000万円の補正を計上してお

りますが、ふるさと納税寄附金の増額に伴う業務委託料3,800万円をお願いするものでござ

います。 

 ７目0251防犯対策事務300万円でございます。18節で各地区の防災・防犯灯の電気料高騰

に伴う補助金でございます。0252防犯灯施設整備事業60万円、これは10節需用費で、原材料

高騰によります防犯灯修繕料不足分をお願いするものでございます。 

 ８目0256交通安全施設整備事業40万円は、10節需用費で防犯灯同様に不足するカーブミラ

ー等交通安全施設修繕料でございます。 

 次の16ページをお願いいたします。 

 12目0242地域づくり推進事業38万6,000円でございます。18節の補助金で地域活動支援事

業補助金30万円でございますが、今年度久保地区のゆいの会から新たに地元区の文化の継承

を目的に歴史背景を踏まえました、１冊約200ページの資料60冊分の印刷製本費用の交付申

請がございました。今回、追加でお願いをするものでございます。 

 また、元気づくり支援金運営団体補助金８万6,000円につきましては、村観光協会への補

助金でございますが、大芝高原プール跡地を利用したスケートボードのイベントで、コロナ

感染レベルの影響で一般開放参加者、あるいはレンタル利用の減などによりまして、負担金

徴収の減額を補塡するものでございます。 

 0244移住定住対策事務、これは補正はありませんが、地域おこし協力隊の活動に伴いまし

て、消耗品及び委託料を報償費・備品、備品につきましては複合機でございますが、拠点の

複合機でありますけれども、予算を組み替えるものでございます。 

 13目0241企画調整管理事務21万円でございます。10節需用費で南箕輪村中学校全校生徒に

よります村政施行150周年のロゴマークのデザイン応募記念品といたしまして参加賞、これ

は間伐材ノートを予定しておりますが、そのほか各賞の購入費用11万円、11節役務費の地域

おこし協力隊募集広告料50万円につきましては、ＳＮＳなどの発信を直接協力隊員に委託す
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るため、12節の委託料へ組み替えるものでございます。ロゴマークデザイン化委託料は、今

後の利活用のためのデザイン画をデジタル化するための委託費用10万円でございます。 

 おめくりいただきまして17ページをお願いいたします。 

 ２項２目0261賦課徴収事務380万円であります。22節償還金利子割引料で、村内１事業者

から過去５年分の償却資産の修正申告の申出がございまして、不足いたします村税還付金を

計上するものでございます。 

 ３項１目0265戸籍住民基本台帳事務、これは8,000円減で主は人件費でありますが、11節

役務費16万2,000円につきましては、庁舎入り口に設置いたしました証明書自動交付機、こ

れは12月１日利用開始の予定でございますが、それ以降４か月分の発行手数料となるもので

ございます。 

 次の18ページをお願いいたします。 

 ４項５目0274県議会議員選挙事務283万3,000円、また７目0276村議会議員選挙事務の１節

報酬から13節使用料及び賃借料の各費用につきましては、来年４月に行われます各選挙事務

の準備費用となりますので、こちらにつきましてはそれぞれお目通しをお願いいたします。 

 おめくりいただきまして19ページをお願いいたします。 

 ５項９目0294住宅・土地統計調査事務９万2,000円は、５年に一度の統計調査が来年令和

５年度に実施されるため、今年度に準備業務に必要な３人分の報酬及び事務用品でございま

す。また、10目就業構造基本調査４万1,000円につきましては、今年度実施でありますけれ

ども、県委託金の増額によりまして報酬・需用費にそれぞれ充当するものでございます。 

 次の20ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項１目0301社会福祉総務事務、減額の13万6,000円、これも主は人件費で

ございますが、12節委託料で電気の高騰に伴う社会福祉施設指定管理委託料21万円、また14

節工事請負費では、原材料高騰によります松寿荘のＬＥＤ化工事費30万円をそれぞれお願い

するものでございます。 

 おめくりいただきまして21ページをお願いいたします。 

 ２項１目0331児童手当給付事務１万4,000円でございます。22節償還金利子割引料で、令

和３年度の児童手当が確定をいたしましたので、交付金の精算分として返還するものでござ

います。 

 ２目0340保育園運営事業1,858万4,000円は、10節需用費で各保育園の電気料ほか1,400万

円、また18節は聖ヨゼフ幼稚園１名、天使幼稚園４名、緑ケ丘幼稚園３名、計８人の施設給

付費負担金900万円でございます。 

 0342児童発達支援事業９万4,000円は、７節報償費で不足する理学療法士１名分の報償費

等、これをお願いするものでございます。 

 次の22ページ、３目0345こども館運営事業307万4,000円でございます。主には10節需用費

で、こども館及びすくすくはうす合わせて電気料でございますが、298万円でございます。 

 おめくりいただきまして23ページでございます。 

 ４款衛生費１項１目0400保健衛生総務事務、減額68万4,000円、これも人件費のほか10節

需用費で、ワクチン接種コールセンターの業務に伴いまして、不足する保健センターのガス

代27万4,000円をお願いするものでございます。0403健康増進事業10万円でございます。10

節需用費で利用増により不足します健康ポイントの景品代、これは500円分のクオカードで
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ございますが、これの購入費用でございます。それから、0413新型コロナワクチン接種事業

359万円であります。10月から始まりましたオミクロン株対応ワクチン接種、本村では大芝

荘の集団接種になりますが、これに伴いまして、１節報酬から10節需用費まではそれぞれ事

務従事者による会計年度任用職員報酬100万円、７節は医療従事者報酬250万円、通勤費３万

円、会場の燃料費・灯油代等６万円でございます。 

 次の24ページでございます。 

 ２目0407環境衛生事業、減額の25万3,000円は主は人件費でございますが、１節報酬で、

村では来年度に向けまして太陽光発電の条例策定を進めることとしておりまして、条例内容

の検討に当たりまして、審議会を追加で１回開催するということが必要となりますので、こ

の１回分の委員報酬２万8,000円をお願いするものでございます。 

 ２項２目0411塵芥処理事業11万円でございますが、12節委託料で今回高濃度ＰＣＢポリ塩

化ビフェニル、これを含んでいる蛍光灯の安定器が確認されたということで、破棄に当たっ

ては特別な廃棄処理が必要となりますので、収集運搬・処分の委託料を追加でお願いするも

のでございます。 

 おめくりいただきまして25ページでございます。 

 ６款農林水産業費、１項３目0605農業振興事業15万円でございますが、18節補助金で農家

２件の果樹栽培面積拡大ということで、主にリンゴの苗木300本分の購入費用を補助するも

のでございます。 

 次の26ページ、２項２目0651林業振興事業110万円でございます。12節の木材利用事業業

務委託料であります。村政施行150周年に向けた取組といたしまして、これも村長の挨拶に

ありましたが、大芝高原で伐採したアカマツの利活用ということで、保育園・こども館など

で活用する、積み木ですとか庁内で使用する掲示板、あるいは会議室で使用する名札スタン

ドなど、また窓口カウンターの天板など、この作成業務、試作を含めた作成費用として、今

回委託料をお願いするものでございます。 

 おめくりいただきまして、27ページでございます。 

 ７款商工費、１項２目0702商工振興事業200万円でございます。18節補助金、制度資金保

証料補給金でございますが、当初400万円を見込んでおりましたが、10月末までに既に300万

円を超える状況となっておりまして、11月以降３月までの５か月分、この間不足する保証料

をお願いするものでございます。 

 0710生活支援・企業応援商品券事業、これは本補正で臨時交付金2,777万8,000円を充当し

ますので、財源組み替えとして計上するものでございます。 

 ３目0703観光振興事業11万円は、１節会計年度任用職員の報酬でありますが、対応に必要

な事業量も増えておりまして、不足する観光企画推進員の報酬をお願いするものでございま

す。 

 0720大芝高原観光事業125万円でございます。10節需用費の大芝高原観光施設修繕料であ

りますが、ふれあいプラザ、これの温泉ポンプ２基のうち１基が故障になりまして、これを

急遽修繕をお願いするということになりましたので、この費用をお願いするものでございま

す。 

 次の28ページ、８款土木費、２項１目0803道水路維持事業２万円でございますが、10節需

用費で村内設置の街灯及び153バイパス153号国道の歩道設置の防犯カメラの電気料等でござ
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います。 

 ２目0806国庫補助道路改良事業1,000万円でございます。14節工事請負費、これは村道10

号線の交差点改良、歩道設置工事になりますが、当初予算では地区計画事業として工事費

2,000万円を計上しておりましたが、かねてより要望しておりました国庫補助事業として

1,000万円が対象となったことによりまして、今回こちらの補助事業へ組み替えるものでご

ざいます。なお、村単道路改良事業の地区計画事業分につきましては、全体の事業枠として

確保しておりますので、入札差金も含め不用となった事業費等につきましては、年度末にお

いて一括処理する予定でございますので、御理解をお願いいたします。 

 それから0808村単道路改良事業、これは補正額はありませんが、14節地区計画事業工事費、

次の29ページの18節下水道工事費負担金につきましては、現在荒井坂橋南の住宅地におきま

して、大芝地区下水道管渠工事を行っております。管渠埋設区間の未舗装道路につきまして

は、今年度地区要望による舗装工事を計画しておりまして、今回下水道管渠工事の受注業者

に地区計画事業舗装工事分を同時に施工をしていただきまして、一般会計の工事費分を300

万円減額し、下水道事業会計負担金としてお願いして、これを組み替えるものでございます。 

これによりまして、約70万円の経費削減となるものと見込んでおります。 

 それから、４項２目0850大芝公園管理総務事務3,300万円でございます。大芝関連施設等

指定管理委託料につきましては、既に一般会計補正予算第４号で、原油価格の高騰を受けま

して７月当時予想されておりました不足額の２分の１、これに相当する1,650万円の追加補

正をお認めいただいておりますが、引き続く原油価格、それから物価高騰の影響によりまし

て、光熱水費・消耗品等の影響額がさらに増大をしておりますので、12節委託料で3,300万

円の追加補正をお願いするものでございます。 

 次の30ページ、９款消防費、１項５目0930防災対策事業27万円でございます。12節委託料、

これは避難所看板製作・設置等業務委託でありますが、避難所指定に追加をされました大泉

第２公民館の看板、これを設置するための業務委託料でございますので、お願いをいたしま

す。 

 おめくりいただきまして、31ページでございます。 

 10款教育費、２項１目1010南箕輪小学校管理事務440万円及び1017南部小学校管理事務260

万円につきましては、それぞれ10節需用費で不足する灯油代・電気料となっております。 

 ３目1013給食センター事業1,666万6,000円でございます。次の32ページ10節70万円、これ

も不足する灯油代でございます。18節給食費補助金につきましては、その次の次、1019南部

小学校給食事業、18節給食費補助金も同様でありますけれども、食材費高騰のため既に今年

度の補正予算第１号で１食6.4円分の補助金を交付しておりますが、さらに3.6円を加え、１

食合計10円分を10月から３月までの５か月分補助するものでございます。 

 また、物価高騰により子育て世代生活応援事業といたしまして、来年の１月、２月２か月

分の各家庭の給食費負担分を補助することとしまして、それぞれ新型コロナウイルス感染症

対応臨時交付金を活用し1,602万円、308万円の合計1,910万円を計上するものでございます。 

 一つ手前の1014学校給食センターの整備事業の550万円でございます。移転・新設後、現

給食センターの後利用につきましては現在検討中でございますが、新たに購入いたします給

食運搬車、この規格に合わせました現給食センターのスロープの高さの改修、また中学校も

含めた配膳室の改修を行う必要がありますので、12節委託料におきましてそうした改修も含



23 

め、施設全体の改修工事の設計業務委託料として、今回追加でお願いするものでございます。 

 ３項１目1020中学校管理事務110万円でございます。10節需用費で不足する電気料でござ

います。 

 おめくりいただきまして33ページをお願いいたします。 

 ６項２目1040公民館総務事務６万9,000円は、これは二十歳のつどいとなりますが、当初

このイベントにつきましては参加者全員のＰＣＲ検査、これを業務委託でお願いする予定で

したが、イベント時の感染状況、当日は抗原検査キットによる確認のほうがより正確である

ということで、経費節減にもなりますので、事務局にて検査キットを参加者宛てに直接郵送

しまして、当日事務局で検査結果の確認をするという方法に変更をすることといたしました。

したがいまして、12節委託料を120万円減額し、10節需用費で検査キットなどの消耗品購入

費用43万5,000円を計上するものでございます。光熱水費は、不足する村公民館電気料でご

ざいます。 

 11節役務費10万4,000円は、検査キット郵送のためのレターパックの購入でございます。 

 ４目1055文化財保護事業の16万円は、10節需用費でございます。文化財保管倉庫、それか

ら郷土館、こういったものの施設の電気料でございます。 

 次のページ、14款予備費、これで2,515万3,000円を減額しまして、歳入歳出の調整をお願

いするものでございます。 

 ７ページにお戻り願います。 

 歳入でございます。 

 11款地方特例交付金、１項１目個人住民税減収補塡特例交付金546万円でございます。こ

れは、住宅借入金等特別控除に伴います減収補塡分でございまして、交付額の確定によるも

のでございます。 

 次の８ページ、15款使用料及び手数料、２項２目総務手数料20万円につきましては、証明

書自動交付機の４か月分の証明手数料を見込むものでございます。 

 おめくりいただきまして９ページであります。 

 16款国庫支出金、１項３目民生費国庫負担金332万1,000円につきましては、施設型給付費

に伴う国庫負担金、４目衛生費国庫負担金250万円につきましては、新型コロナワクチンの

接種対応に対する国庫負担金、２項２目総務費国庫補助金4,560万2,000円につきましては、

それぞれ地方創生臨時交付金として給食費補助分あるいは生活支援・企業応援支援商品券

等々、これに充当する4,560万2,000円でございます。なお、地方創生臨時交付金のコロナ対

応の今年度の内示額これにつきましては、合計が今年度１億5,448万7,000円と、今の時点で

はこれが内示額となっておりますので、合わせてお知らせをいたします。 

 それから４目衛生費国庫補助金109万円、新型コロナワクチンの接種体制確保事業国庫補

助金でございます。土木費の国庫補助金につきまして550万円は、村道10号線の改良工事分

の補助金ということでございます。 

 次の10ページ、17款県支出金、１項３目民生費県負担金166万円、これも国庫同様、施設

型給付費に伴う県負担金でございます。３項２目総務費委託金13万2,000円につきましては、

統計調査費委託金ということで、それぞれの調査事務に対する委託金でございます。 

 おめくりいただきまして11ページ、19款寄附金につきましては、先ほど申しましたふるさ

と納税寄附金の上方修正ということで、8,000万円を見込むものでございます。 
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 次の22款諸収入、５項１目雑入９万9,000円でございます。ＰＣＢの廃棄物の収集運搬に

伴う処理事業者からの助成金でございます。 

 以上、議案第５号の細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第５号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

 ９番、三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） ９番、三澤です。 

 最初に歳入のほうでページ９ですけども、総額で臨時交付金が１億5,400万円あまりとい

うことですけれども、今回4,560万円で、これで全部使い切ったということなのかどうか、

残りがあるのかどうかをお聞きします。 

 それから、27ページのプラザのポンプのことでありますけども、この間ちょっとプラザの

ほうのプールの水がすごく汚れているということをお聞きして、利用者の皆さんからも要望

を出したというふうに聞いています。その間対応されたらしくて、今はきれいになっている

という話は聞きましたけども、これがポンプの汚れによるものなのかどうか、原因がそこに

あって改修されてこういうふうになったのか、それとも今ポンプ１基分ということですけれ

ども、どんなふうにこれが、今後についてもちょっとお聞きしたいと思います。１基分です

けども、今何か複数で使っていて一部がこういうふうだったのかということも含めて、これ

からもちょっと結構長い期間使っているので、この辺については予備的なものも用意してお

く必要があるのかどうかということも含めて、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 それから、その前のアカマツ材の活用ということでいろんな物、積み木や看板等とか試作

して利用するということがありますけれども、この前もＹｏｕＴｕｂｅで上から見た松枯れ

の様子が配信されていて、かなり深刻な状況ということでどんどん進んでいる状況なんです

けれども、今松枯れをどのようにちょっと、今そのままにしているのか、それとも順次処理

していく計画なのか、ちょっと松枯れの様子を少しこれからの対応というか、お聞きしたい

と思います。 

 それから、場所がちょっとページ書いてないんですけど、新電力と水光熱費の関係ですけ

れども、先ほど説明では当初は３割安かったんだけど、今1.4倍から２倍というふうにこれ

からなってくるということの中で、中部電力のほうへまた戻していくっていうような説明だ

ったと思うんですけども、この間ＬＥＤ化も結構進めてきているので、庁内全体でどのぐら

いまで今ＬＥＤ化が進んだのかちょっと分かったら教えていただきたいということと、今後

電力、最初は新電力がもてはやされたんですけども、安定的にやっぱり供給していくにはや

っぱり一定のものが、だけど実際にはもう中部電力も家庭でもそうですけど、物すごい値上

がりがあって、水光熱費が今度三千何百万とかも全体としては上がっている中で、今後のち

ょっと見通しもなかなかつきにくいとは思うんですけども、電力の方向性というかそこら辺

をお聞きしたいと思います。 

議  長（百瀬 輝和） 藤澤財務部長。 

財務課長（藤澤 隆） 三澤議員からの最初の質問の臨時交付金の関係です。お聞きいただ

きました。当初以降、今回５回の補正を経て、それぞれ事業を当てておりまして、今回１億

5,448万7,000円、これが最終的な予算充当額になりますので、これ以上の対象事業費、それ

から予算こういったものが計上になりますので、これが最終的なものというふうになります。 
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 以上であります。 

議  長（百瀬 輝和） 原特命担当室長。 

特命担当室長（原 和子） ふれあいプラザポンプについての御質問にお答えいたします。 

 まず汚れについてですけれども、これはもうふれあいプラザのほうは設置から20年近くた

っているということで全体が老朽化している中で、配水管も含めて全ての管が老朽化してい

ることによっての汚れだということなんですけれども、今回の対象修繕させていただこうと

思っているポンプについては、源泉から送ってくる送水のポンプを考えておりまして、今送

水ポンプは２台体制で冗長化で動いてはいるんですけれども、もう経年劣化によりまして修

繕がかなわないような状態になっております。現在再起動しまして、２台のうちの１台はぎ

りぎりな感じで動いておりまして、そういったわけで今回ポンプを修繕というか、更新させ

ていただきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） 有賀産業課長。 

産業課長（有賀 仁志） 三澤議員のアカマツの松枯れの関係なんですけども、大芝高原の

みんなの森につきましては、ネットを見ていただきありがとうございました。随時進んでい

る状況で、枯損木の処理の関係で行ってはきておるんですけども、アカマツ、今回11月入札

の中で伐採のほうの事業も進めております。その中で可能な限りいきたいなと思いますけど

も、かなり大径木等ありますので、できる限り早め早めに処理していきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） 藤澤財務課長。 

財務課長（藤澤 隆） 中部電力に戻した後の電力関係の動向の話です。 

 １回、12月以降３月までについては、今申しましたように中部電力のほうに最終保証制度

を利用した契約をお願いする予定でありまして、それ以降の単価につきましてはそれ以外の

電力会社と比較もさせていただいて、安いところと契約をしていく予定でありますので、今

よりは安価な価格になるだろうというふうに見込んでおります。４月以降は。というところ

で考えているところであります。詳しい金額等はちょっと見込みは今のところ立っておりま

せんので、そんな理解でお願いをいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 同時に御質問いただいたＬＥＤ化の進捗状況でありますが、村で

は令和４年・５年・６年、３か年かけて、村の公共施設等のＬＥＤ化を完了させるというと

ころで動いております。ですので、予算も均等に割って進めておりますので、今年度終わっ

た段階で約33％程度、少し前後はありますが、終了すると捉えていただいて構わないと思い

ます。 

 ただ、この中にはあまり利用頻度が高くないもの、例えば南原グラウンドの夜間照明です

とか、そういったものをうん千万かけてＬＥＤ化するのは費用対効果というところでは疑問

符がつきますので、そういったところを除いたところのＬＥＤ化というところで御理解いた

だければと思います。 

 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに質疑はございますか。 
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 ５番、笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） ５番、笹沼です。 

 16ページ２款総務費、１項13目の0241の150周年のロゴマーク応募記念品のところでロゴ

マークに関連してですけれども、中学生のほうにお願いしてというか、夏休みの宿題になっ

ていたんですけれど、ロゴマークのデザインを募集していたと思います。それで、これのロ

ゴマークの選考方法といつ頃決まるのかということがもし決まっていればということと、あ

とロゴマークのデザイン化、デザインをデジタル化するということだったんですけど、これ

の委託先はどのようにお考えなのかちょっとお聞きしたいと思います。 

議  長（百瀬 輝和） 高橋地域づくり推進課長。 

地域づくり推進課長（高橋 里江） それでは、笹沼議員から150周年記念のロゴマークに

ついて御質問をいただきました。 

 まず選考方法ということですけれども、庁内に150周年のプロジェクトチームを発足させ

ておりまして、そちらで選考するというふうにしております。また、決定の時期についてで

すが、選考についてはほぼ終了しておりまして、２月の先ほど村長の挨拶でも申しましたが、

２月の村の日をめどに大々的にそこで発表したいと考えております。 

 また、デザイン化についてですけれども、デザイン化としますと中学生が書いてくださっ

た図案ですので、こちらとしては活用方法とするとシールにしたりノベルティグッズに使っ

たり、あるいは木、アカマツの利用も考えていますので、焼き印という形での利用を考えて

おります。なので、すごく小さくしたときにデザイン化して見るに堪えられるようなデザイ

ンということを考えておりまして、業者の委託先についてはまた幾つかそういったデザイン

会社がありますので、見積りを取って１社に決定するということになるかと存じます。 

 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに質疑はございますか。 

 ７番、加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） ７番、加藤であります。２点についてちょっと質問させていただ

きます。 

 ふるさと納税が8,000万円増額したということで、大変うれしい思いをするわけですが、

これはやはり納税寄附者が増えたということに起因すると思っていますが、その納税寄附金

を納めてくれる皆さんは、返礼品という一つの魅力があってそれなりきの寄附をしてくれて

いると思いますんで、返礼品が充実してきているというふうに考えております。 

 そうすると今後とも返礼品を充実させていただきたいけれども、今回8,000万円増えたと

いう返礼品の内容、そういうものを起因するものが何かあるのか、そこらをお聞きして今後

のふるさと納税の増額にそれなりきに、参考にして続けていっていただきたいということ１

点。 

 もう１点は、32ページの学校給食センター整備事業でありますが、学校給食センターの改

修、これは今新しい給食センターが計画されて建設されている中で、これは改修に550万円

をかけて改修しなきゃならないのかっていう、それをちょっとお聞きしたいと思います。 

議  長（百瀬 輝和） 藤澤財務課長。 

財務課長（藤澤 隆） 8,000万円、ふるさと納税の増額の内容という御質問だと思います

けれども、本村のふるさと納税の寄附金の返礼品で、やっぱり上位は果樹でございます。リ
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ンゴ・梨の関係でありますので、この返礼品といいますか、それに対する寄附というのがや

っぱり多かったというふうに捉えておりますので、特にその何かなということではなくて、

いわゆるコロナ禍の中でそういった需要が増えたということだろうというふうに考えており

ます。 

 返礼品につきましては逐次増やしておりまして、ホームページで御覧いただいているかも

しれませんけれども、いろんな企業の方から返礼品の数も増えておりますので種類も増えて

おりまして、今後も充実させていきたいと考えております。 

 以上であります。 

議  長（百瀬 輝和） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 村長の今日の議会の挨拶にもございましたけど、給食センター

新しいところ順調に進んでいるかなというふうに思っています。加藤議員御質問のそれに伴

いまして、今ある給食センターのところをどうするか、それに絡む金額のことだと思います。

金額については次長からこの後伝えさせていただきますけども、あそこを今後どうしていく

か。先ほど、配送車の高さがあるんでそこを直したりとかっていうことで配膳の関係、それ

から牛乳、それからパン・麺の搬入の関係、そこをどう整えるかということに関わる、それ

がひとつでございます。 

 それから、その後のスペースをどういうふうにしていこうか、そこのところにも今の金額

がかかるかなと思っておりますが、10月の19日に総合教育会議を南箕輪小学校で行いまして、

村長のお考えあるいは教育委員の考え、あるいは学校のニーズ等々を今出しているそういう

状況でございますので、今後そこのところはまた検討を重ねていきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いします。 

議  長（百瀬 輝和） 清水教育次長。 

教育次長（清水 勝宏） それでは金額の550万円というところでございますが、現在給食

センターは面積にして大体520平米ほどあります。こちらの施設の大きさから積算額という

ことで今回予算化させていただいておりますので、今後内容等、決まってきましたところで

入札等をかけていきたいというふうに思っていますので、最終的な設計金額としてはもうち

ょっと安くなるかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに質疑はございますか。 

 ８番、唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） ８番、唐澤です。 

 ページが30ページの防災対策事業なんですが、避難所の看板製作27万円、設置業務委託料

ということで、大泉の第２公民館に作るようなんですが、どのような内容のものなのか、現

在どういうものを考えているのか教えてください。 

議  長（百瀬 輝和） 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） 避難所ですけれども、ほかの避難所にもございますけれども、人

型の避難所のああいった看板をそちらのほうにもつける予定でおります。 

 以上でございます。 

議  長（百瀬 輝和） ほかに質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 
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議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 討論なしと認めます。 

 議案第５号を採決します。 

 議案第５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（百瀬 輝和） 全員起立です。 

 したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 ただいまから11時５分まで暫時休憩とします。 

   休憩 午前  １０時５６分 

   再開 午前  １１時０４分 

議  長（百瀬 輝和） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第８、議案の上程を行います。 

 議案第６号「令和４年度南箕輪村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」を議題

といたします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第６号「令和４年度南箕輪村国民健康保険事業特別会計補正

予算（第２号）」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、過年度分の精算等により所要の補正をお願いするものであります。既定の予算の

総額に歳入歳出それぞれ897万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ12億5,206

万7,000円とするものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 清水住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） それでは、議案第６号について細部説明を申し上げます。 

 初めに歳入から説明をいたしますので、予算書６ページを御覧ください。 

 ４款１項１目保険給付費等交付金16万5,000円でございますが、システム改修費用の増加

により特別調整交付金分として追加をするものです。 

 おめくりいただき、10款２項６目療養給付費等交付金881万2,000円でございますが、過年

度分の精算により国保連合会から還付されるものでございます。 

 続いて８ページの歳出でございます。 

 １款総務費、1501一般管理事務でありますが、調整交付金システムの改修費用の増加によ

り、委託料16万5,000円を追加するものです。 

 おめくりいただき９ページの２款保険給付費、1508療養諸費審査支払手数料事務でござい

ますが、国保連合会への審査支払手数料の不足により、５万円を追加するものでございます。 

 続いて、９款諸支出金、1564保険給付費等交付金償還事務でございますが、過年度の交付
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金返還分930万4,000円を追加するものでございます。 

 おめくりいただき10款予備費でございますが、歳入歳出調整を行い54万2,000円を減額す

るものであります。 

 以上で細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第７号「令和４年度南箕輪村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」を議題と

いたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第７号「令和４年度南箕輪村後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、保険料還付金の不足見込みにより所要の補正をお願いするものであります。既定

の予算の総額に歳入歳出それぞれ５万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億

5,108万円とするものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 清水住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） それでは、議案第７号について細部説明を申し上げます。 

 歳入から説明をいたしますので、予算書の６ページを御覧ください。 

 ５款２項１目保険料還付金５万円でございますが、過年度分保険料が県広域連合から交付

されるものでございます。 

 おめくりいただき、歳出でございます。 

 ３款諸支出金1805保険料還付金でございますが、今歳入で御説明した過年度分の保険料還

付金５万円を追加するものでございます。 

 以上で細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第７号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第８号「令和４年度南箕輪村水道事業会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第８号「令和４年度南箕輪村水道事業会計補正予算（第３

号）」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、収益的収入及び支出の予定額につきまして、支出の水道事業費用を130万8,000円

増額し、支出総額を２億7,221万9,000円とするものです。また、資本的収入及び支出では、
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支出の資本的支出を15万円増額して支出総額を7,922万円とするものです。 

 これに伴いまして、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、及び過年度分損益

勘定留保資金で補塡する額を6,468万円とするものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 武井建設水道課長。 

建設水道課長（武井 厚） 議案第８号の細部説明を申し上げます。 

 補正予算実施計画明細書により説明いたしますので、議案書５ページを御覧ください。 

 収益的支出を説明いたします。 

 １款１項１目原水及び浄水費の25節動力費30万円の増額は、配水池及び水道施設の電気料

金につきまして、電気料の値上げに伴い補正するものでございます。 

 １款１項２目配水及び給水費の21節修繕費100万円の増額は、配水管の老朽化に伴いまし

て修繕箇所が多くありまして、修繕料が不足するため補正するものでございます。 

 １款１項５目総係費の２節手当から６節法定福利費及び30節負担金につきましては、職員

手当等人事院勧告に伴い17万2,000円を減額補正するものでございます。 

 同じく、１款１項５目総係費の18節委託料は、水道メーターの検針員を１名増員するため、

スマートフォン検針システムに１名追加する改造業務として18万円を増額し、次のページ６

ページの資本的支出の１款１項３目営業設備費の47節、工具、器具及び備品購入費は、スマ

ートフォン検針のプリンター１台分を資産計上するため、15万円を増額補正するものでござ

います。 

 ７ページから９ページは職員の給与手当の関係の給与明細書を記載してございますので、

お目通しいただきまして、ここでの説明は省略をさせていただきます。 

 ２ページにお戻りいただきまして、第４条の議会の議決を経なければ流用することができ

ない経費として、職員給与費の補正予定額を16万1,000円減額して、2,854万9,000円とする

ものでございます。 

 以上、議案第８号の細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第８号に対する質疑を行います。 

 質疑はございますか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第９号「令和４年度南箕輪村下水道事業会計補正予算（第４号）」を議題といたしま

す。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第９号「令和４年度南箕輪村下水道事業会計補正予算（第４

号）」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、収益的収入及び支出の予定額につきまして、支出の下水道事業費用を1,503万

3,000円増額し、支出総額を５億9,324万4,000円とするものです。また、資本的収入及び支

出では、支出の下水道事業資本的支出を480万円増額し、支出総額を５億6,087万4,000円と
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するものです。 

 これに伴いまして、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、及び当年度分損益

勘定留保資金で補塡する額を１億4,480万円とするものであります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（百瀬 輝和） 細部説明を求めます。 

 武井建設水道課長。 

建設水道課長（武井 厚） 議案第９号の細部説明を申し上げます。 

 補正予算実施計画明細書により説明いたしますので、議案書５ページを御覧ください。 

 収益的支出を説明いたします。 

 １款１項２目処理場費の25節動力費1,529万円の増額は、処理場ほか下水道施設の電気料

につきまして、電気料の値上げに伴い補正をするものでございます。１款１項５目総係費の

２節手当から30節負担金につきましては、職員手当等人事院勧告に伴いまして、25万7,000

円を減額補正するものでございます。 

 ６ページを御覧ください。資本的支出を説明いたします。 

 １款１項１目施設建設費の27節工事請負費480万円の増額ですが、下水道の本管工事が必

要となる宅地造成がまた新たに２件の申請があったことによりまして、予算が不足するため

補正をお願いするものでございます。 

 また、現在施工中の大芝地区荒井坂橋南の下水道管管渠工事におきまして、管渠埋設箇所

の未舗装道路の部分につきまして、地区要望として舗装の要望があり今年度一般会計で実施

する予定でありましたが、この工事の中で施工したほうが安価となるために、舗装工事分を

増工するため補正をお願いするものでございます。 

 ７ページから９ページは、給与費明細書を記載しておりますのでお目通しいただきまして、

ここでの説明は省略させていただきます。 

 ２ページにお戻りいただきまして、第４条の議会の議決を経なければ流用することができ

ない経費として、職員給与費の補正予定額を25万3,000円減額して、1,868万7,000円とする

ものでございます。 

 以上、議案第９号の細部説明とさせていただきます。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第９号に対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 日程第９、議案第10号「南箕輪村監査委員の選任について」を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第10号「南箕輪村監査委員の選任について」の提案理由を申

し上げます。 

 原浩監査委員が令和５年１月31日をもって任期満了となります。新たに加藤篤氏を選任し

たいので、地方自治法196条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 議案１ページを御覧ください。 
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 住所、南箕輪村6468番地、氏名、加藤篤、生年月日、昭和36年１月17日、満61歳でありま

す。 

 略歴につきましては２ページの添付資料のとおりでありますので、御覧ください。 

 よろしく御審議いただき、御同意いただきますようお願いいたします。 

 以上です。 

議  長（百瀬 輝和） 議案第10号に対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 質疑なしと認めます。 

 議案第10号の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（百瀬 輝和） 討論なしと認めます。 

 議案第10号を採決いたします。 

 議案第10号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（百瀬 輝和） 全員起立です。 

 したがって、議案第10号は同意することに決定されました。 

 日程第10、南箕輪村選挙管理委員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定により指名推選にしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法につきましては、議長が指名することとしたいと思います。御異議ありません

か。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長が指名することに決定しました。 

 南箕輪村選挙管理委員に竹村登さん、塩澤誠さん、禰津行弘さん、池田真理子さん、以上

の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました方を南箕輪村選挙管理委員の当選人と定めることに御異議ありませ

んか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました竹村登さん、塩澤誠さん、禰津行弘さん、池田真理子

さん、以上の方が南箕輪村選挙管理委員に当選されました。 
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 日程第11、南箕輪村選挙管理委員補充員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選にしたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法につきましては、議長が指名することとしたいと思います。御異議ありません

か。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長が指名することに決定しました。 

 南箕輪村選挙管理委員補充員に、第一順位、清水美幸さん、第二順位、池上幸一さん、第

三順位、松川加与さん、第四順位、中谷進さん、以上の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました方を南箕輪村選挙管理委員補充員の当選人と定めることに御異議あ

りませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（百瀬 輝和） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました第一順位、清水美幸さん、第二順位、池上幸一さん、

第三順位、松川加与さん、第四順位、中谷進さん、以上の方が順序どおり南箕輪村選挙管理

委員補充員に当選されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これにて散会とします。 

 お疲れさまでした。 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕礼。〔一同礼〕 

 

   散会 午前１１時２４分 
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議 事 日 程（第２号） 

令和４年12月７日（水曜日） 午前９時００分 開議 

 

第１ 仮議長の選任を議長に委任する件 

 

第２ 一般質問（質問順位第１番から） 

      ４番  登 内 瑞 貴 

      ５番  笹 沼 美 保 

      １番  丸 山   豊 

      ８番  唐 澤 由 江 

      ７番  加 藤 泰 久 

      ２番  山 﨑 文 直 
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○出席議員（９名） 

 １番 丸 山   豊   ６番 都 志 今朝一 

 ２番 山 﨑 文 直   ７番 加 藤 泰 久 

 ３番 原   源 次   ８番 唐 澤 由 江 

 ４番 登 内 瑞 貴   ９番 三 澤 澄 子 

 ５番 笹 沼 美 保    

 

 

○欠席議員（１名） 

   １０番 百 瀬 輝 和 

 

 

○説明のため出席した者 

村 長 藤 城 栄 文  健康福祉課長 伊 藤 千登世 

副 村 長 田 中 俊 彦  地域包括支援センター長 山 﨑   一 

教 育 長 清 水 閣 成  子育て支援課長 武 井 香 織 

総 務 課 長 伊 藤 弘 美  産 業 課 長 有 賀 仁 志 

地域づくり推進課長 高 橋 里 江  建設水道課長 武 井   厚 

特命担当室長 原   和 子  教 育 次 長 清 水 勝 宏 

会計管理者 城 取 晴 美  代表監査委員 原     浩 
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会議のてんまつ 

令和４年１２月７日    午前９時００分 開議 

 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕おはようございます。 

〔一同「おはようございます」〕御着席ください。〔一同着席〕 

議 長（山﨑 文直） お疲れさまです。 

 12月に入り、寒さが厳しくなりました。どなた様も健康に留意をされて、業務に励んでい

ただきたいと思います。 

 会議を開催します。 

 会議に入る前に御報告いたします。 

 百瀬議長が病気療養のため、本日から12月９日まで欠席する旨の連絡がありましたので、

地方自治法第106条第１項の規定により、副議長の山﨑文直が議長を務めさせていただきま

す。 

 ただいまの出席議員数は９人です。定足数に達していますので、これから本日の会議を開

催します。 

 日程第１、仮議長の選任を議長に委任する件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 地方自治法第106条第３項の規定により、仮議長の選任を議長に委任願いたいと思います。

御異議ありませんでしょうか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（山﨑 文直） 異議なしと認めます。 

 したがって、仮議長の選任を議長に委任するに決定いたしました。 

 仮議長に加藤泰久議員を選任いたします。 

 日程第２、一般質問を行います。 

 本定例会の一般質問は、一問一答方式により行います。質問時間は、答弁を含め１人50分

とします。時刻掲示板の確認をしながら、時間内で質問、答弁を終わらせるようお願いしま

す。件名ごとに、それぞれ的確な質問、答弁をお願いします。また、発言は挙手をし、議長

の許可を得てから行ってください。 

 それでは、質問順に発言を許可します。 

 ４番、登内瑞貴議員。 

４  番（登内 瑞貴） おはようございます。議席番号４番、登内瑞貴です。提出した通

告書に基づいて質問させていただきます。 

 まず、運動部部活の地域移行について質問いたします。 

 本年６月６日に、スポーツ庁より運動部部活動の地域移行に関する検討会議提言が発表さ

れました。本提言を受け、スポーツ庁及び文化庁では、運動部部活の在り方に関する総合的

なガイドライン及び文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインを統合した上で全面

的に改定し、新たに学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイド

ラインの策定を予定しており、現在意見募集を行っております。 

 現在ガイドラインの策定中ではありますが、提言の概要としては、公立中学校の部活動は
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休日から地域移行していく。2023年から2025年度までを目標時期として実施、平日の地域移

行も視野に入れ、平日はできるところから取り組むとしています。今後、本方針の実現のた

めの政策として早急な取組が必要です。 

 そこで伺います。 

 現時点での運動部部活動の地域移行における現状と取組状況についてお聞きします。答弁

をお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 議席番号４番、登内瑞貴議員、部活動の地域移行についてとい

うことで御質問でございます。 

 今お話がありましたけど、運動部とそれから文化系・文化部、両方ということでお答えを

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 地域移行における現状と課題はでございますが、部活動の意義は申し上げるまでもござい

ませんけれども、教科学習等とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会、それから多

様な生徒が活躍できる場でもあります。一人一人の生徒にとって、自立・協力・協調・規律

あるいは人間関係・連帯感等を学ぶ場でもあります。 

 今回、今お話がありましたスポーツ庁・文化庁から提案されております休日部活動の地域

移行でございますが、その背景として、これまでの部活動は教師による献身的な勤務で成立

していた、そういう背景がひとつあります。長時間勤務の要因ともなっています。指導経験

のない教師には多大な負担、事実そんな状況があるかなと思っていますが、専門的な指導が

受けられない生徒がいることが課題として挙げられております。 

 それから、将来的には部活動を学校単位から地域単位の取組とする旨が示されたことがあ

ります。今後は少子化問題も大きな問題でございますけれども少子化問題、それから持続可

能な部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要と考えております。 

 移行の大まかなスケジュールですが、令和７年度末までの３か年の計画の中で実施してい

くことを今のところ予定しております。本村では、昨年より関係者による小委員会を設けて

話し合いを進めてきました。休日部活動の地域移行に関する情報収集と課題の検討をしてき

たわけですけれども、国や県から具体的な推進情報というのがなかなか出てこないという状

況、そんなことなんですけれども、課題としては大きく４点あるかなというふうに思ってお

ります。 

 １点目です。地域移行への考え方がなかなか見えない。特に中体連、中学校体育連盟、中

体連の大会が御存じのように大きくあるわけですけれども、その具体的な動きが見にくいと

いうこと。中体連の大会の在り方は、引率を含めた運営・当日の審判等は多くの場合、部活

動の顧問が専門委員として関わっております。休日部活動が地域移行になったとしても顧問

の負担そのものがどうなっていくか、どの程度軽減されるか、そこのところが分かりにくい

面があると考えております。 

 今後、中学校の校長会等から動向をいただいたり、あるいは把握しながら検討を進めてい

く予定であります。 

 ２点目ですが、総合型地域スポーツクラブわくわくクラブと、中学校の部活動の関係を大

事に構築していく必要があるということです。本村では、20年前に地域住民が身近なスポー

ツ施設で気軽にスポーツを楽しむことができるクラブづくりを進めることを目指して、わく
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わくクラブが誕生しました。中学校の部活動が、わくわくクラブとの連携の下に新たな展開

を図ることを狙いとして持ってきています。地域が学校の教育活動をサポートするという点

では先進的な取組であったわけですが、今後わくわくクラブが存在する本村、村の中の特色

を大事にしながら地域移行については小中のＰＴＡの方々、スポーツ推進委員、わくわくク

ラブ、地域の文化団体、中学校の教職員等に丁寧に説明をしながら趣旨を御理解いただき、

多くの皆様の協力をいただくプロセスを大事にしていくことが肝要と考えております。 

 それから３点目なんですが、指導者がなかなかいない、早く言うとそういうことになりま

す。休日の指導体制は複数の指導者が必要かなというふうに考えております。平日指導する

部活動顧問とその連携を大事にしていくということで、休日の指導者もふだんは御自身の仕

事がありながらということで、毎週土曜日に例えば活動する場合に、月４回は大変かなとそ

んな状況もあります。休日の指導者を複数確保していくことが必要、また平日と休日の対象

生徒が同じ場合には、顧問間・指導者間の連絡・連携が大事かなというふうに考えておりま

す。 

 ４点目ですが、休日部活動の地域移行を推進するために、地域部活動協議会を立ち上げて

いく必要があると考えております。構成メンバーとしましては、中学校のＰＴＡの代表の方、

スポーツ推進委員、地域のスポーツクラブ、本村はトライデンツもありますので、わくわく

あるいはトライデンツほか、それから地域の文化団体、村民の方、学生さん、それから中学

校の教職員等の協力をいただいて、本年度中に年明けを今予定していますが、休日の部活動

の地域移行に関する協議会を立ち上げてまいりたいと考えております。 

 いずれにしましても、関係の皆様の御協力・お力をいただきながら、お知恵もいただかな

いとと思っていますが、進めてまいりたいと思います。 

 以上、現時点での現状と課題でございます。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） 御説明ありがとうございました。 

 このあと、今出た課題について少し質問を重ねさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に移ります。 

 来年度を最終年とする南箕輪村スポーツ推進計画2014－2023の第５章に、重点方策の２に

地域指導者の連携、ＮＰＯ法人南箕輪村わくわくクラブとの連携、先ほどおっしゃられたこ

とが掲げられております。地域移行については、上記の達成状況次第ではある程度スムーズ

な移行が可能であると思われますが、そこで伺います。 

 上記２点、地域の指導者の連携、ＮＰＯ法人南箕輪村わくわくクラブとの連携について、

南箕輪村スポーツ推進基本計画の推進状況と達成についてお聞きします。答弁をお願いしま

す。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。 

 スポーツ推進計画というその進捗状況に合わせながら、今わくわくとの関係の御質問をい

ただきました。ありがとうございます。 

 村のスポーツ計画ですが、令和４年３月25日に策定された国の第３期スポーツ計画、それ

から現在県のほうで策定中の長野県第３次スポーツ推進計画、それに基づきながら本年度住
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民アンケートを実施し、令和５年度で計画を策定してまいる予定です。 

 わくわくクラブの関係でいいますと、わくわくクラブは大事な村の中の位置づけというの

を踏まえながらも、わくわくクラブからもう少し視野といいましょうか、観点を広げながら

の策定内容にしていく必要があるかなというふうに思っています。いずれにしろ、その中で

わくわくクラブの今後ということが今度考察あるいは計画の中に盛り込まれる、そんな腹積

もりではおりますが、令和４年７月にスポーツ推進審議会、それから９月にスポーツ推進計

画策定委員会を開催しました。第３期スポーツ推進計画の策定スケジュールをそのときにお

示しし、10月の計画策定委員会においてアンケート内容を精査してまいりました。 

 11月に村内在住の16歳以上の方々、無作為抽出でございますが1,400人を対象としてアン

ケートを送付して、今回答を受けているところでございますけども、アンケートは郵送それ

からウェブにより12月12日までの回答をお願いしてございます。今年度中にアンケート結果

を分析し、計画の骨子案を策定する予定です。 

 現在、計画の全体の中での進捗状況はおおむね25％ぐらい、そんなところで進んでいると

ころでございます。よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） １点追加ですけど、現在のスポーツ推進計画の進行状況や達成率

等分かれば教えていただけますでしょうか。お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 今、23年度までの計画のところの見返しも含めながらこの策定

ということでございますが、私の大事な反省点なんですが、スポーツ運営審議会、今年立ち

上がっているものですが、それを今まで開いてこなかったと。計画に基づきながら審議会と

いうのを並行してくるわけですが、そこのところを反省しながらでございますので、今まで

の計画を見返しながら、それを基にしながらの今回ということでありますけれども、先ほど

申し上げましたように、今進行中の計画はわくわく、言葉がいいか先にありきというような

形で計画がなっています。それに基づいて今動いているんですけども、そこの見返しそのも

のをどうするかっていうこと、なかなかできにくさがあるかなというふうに思っておるとこ

ろでございますので、よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） では、先ほどの25％というのが現在の計画の進行率ということで

よろしいですか。 

教 育 長（清水 閣成） そうでございます。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） では次に、わくわくクラブについてお伺いします。 

 わくわくクラブについては、当村のスポーツ振興の中心として活動しており、今後の部活

動の地域移行についても中心的な役割を期待されていると思います。先ほど教育長より答弁

ありましたけれども、現時点でのちょっとお話をさせていただきますが、ただ現状を見る限

りですが、立ち上げ当時のメンバーの高齢化による離脱、後任のなり手不足など、様々な課

題があると伺っております。 

 そこで伺います。教育長も申されましたが、わくわくクラブの見直しも含めというところ

もありますが、わくわくクラブの現状と課題はどのようになっておりますでしょうか。答弁
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をお願いします。 

議 長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。 

 わくわくクラブの現状と課題についてお答えいたします。 

 わくわくクラブは、県下でも本当に先進的な取組として設立され、村のスポーツ振興の中

心的な役割、中核になってきております。平成16年度の会員数は1,500名と村民の約１割の

方々が加入してきております。ここ数年コロナ禍の関係があり、若干会員数減で1,200名前

後ということでございますけども、今年度予定していた指導者講習会それからランニングス

クール、スポーツ教室等のイベントはコロナ禍の影響で中止となってきているんですけれど

も、そのほかのスクール事業それから小中学生のクラブ、ユースも含めてですね、それから

一般団体は、感染拡大防止に努めながら活発に活動してきております。 

 課題としましては先ほどお話もありましたけれども、クラブ運営の担い手である理事・専

門部長、専門部長はスポーツのスクール部あるいはイベント企画、それから広報記録等の柱

となっていく立ち位置でございますがの高齢化の現象、そんな現状がございます。現在、担

い手確保に取り組んでおりますが、なかなか思うように進まない現状もあるかなというふう

にお聞きしております。 

 このままだと数年後には自主運営の難しさが出るかなというところがありますが、指導者

不足も課題ということで、それをしっかり受け止めながらクラブ会員の中から指導者発掘や

それから確保、そこを大事に教育委員会、それから村としても連携を取りながらしっかり進

めてまいりたい、そんな願いを持っているところでございます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） ありがとうございます。私も伺ったとおり、やっぱり高齢化って

いうのは非常に進んでいて、熱意ある指導者の方々が20年前に立ち上げたというお話を聞い

ていますけれども、なかなか後任がうまく育たなかったというところがあるかなと思います

ので、この課題は今すぐどうにかできる問題ではないと思いますが、継続的に協力して進め

ていただければと思います。 

 では、次に移ります。 

 外部コーチの待遇についてお伺いします。 

 先ほど担い手不足というお話も出ましたが、地域移行に向けて様々な課題がありますが、

指導者の確保は最優先事項であると思いますが、外部コーチの確保も大きな課題であるとは

思いますが、現在外部コーチに支払われている謝金は、南箕輪では１回１時間以上で1,500

円と聞いています。また、１時間以内では支払われず、１時間を超えて1,500円以上は支払

われないようです。また、遠征などの経費負担は個人負担とのことです。近隣市町村につい

ては、時給制や遠征費の負担なども行っているようです。また、そういった状況ゆえ、他市

町村の外部コーチとしての勧誘もあるというお話も聞きました。 

 そこで伺います。 

 現状を踏まえると、外部コーチへの謝金見直しが必要であると考えますが、いかがでしょ

うか。御意見をお伺いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 



41 

教 育 長（清水 閣成） 外部コーチの方の謝金の見直し検討をということでございます。 

 現在、わくわくクラブの外部コーチの謝金は指導１回、私の承知しているところでは指導

時間が１時間30分以上、それから今議員1,500円とおっしゃられたのでちょっと確認をさせ

ていただきますが、私の認識では1,000円ということでございますので、ちょっとそこ、は

い。近隣にわくわくクラブと同様な運営形態の総合型地域スポーツクラブがありませんので、

村本当に独特な、独特というか良い形を整えていると思っているんですけども、そういう状

況の中で単純にほかと比較することはできない、そんな状況もあります。 

 今後、中学校の運動部活動の地域移行が進む中で、近隣自治体との謝金の差異が出てくる

と、そこの指導者の動きが村外へというようなことも可能性が懸念されるわけでございます

が、謝金の見直しについては、具体的な内容はこれからの検討として取り組んでいきたいと

思います。 

 休日の部活、移行した場合の謝金等々は、まだ国のほうから具体的なところが示されてな

いんですよね。現在の今、例えば村でいうとジュニアユースにわくわくのスタッフがコーチ

として入った場合は先ほどの謝金、あるいは時間の枠になるんですけれども、移行と絡めた

ときのそこの謝金というかは、今後の大きな検討課題かな、国の動きも踏まえながらという

ところでありますが、もう１点、今中学校では、部活動指導員ということで３名の方のお力

をいただいています。サッカー、野球、それから女子バスケなんですけど、その方々の謝金

とそこをどう見ていくかというところも一つの課題かなというふうに思っていますが、部活

動指導員の入り方と休日の部活移行した場合、そこをまたすみ分けといいますか、どう見る

かっていうことも一つの私自身の課題かなというふうに思っているところでございます。 

 いずれにしろ、指導をいただく方々の先ほど申し上げました確保、それからそこに関して

の謝金というのは大きな今後の課題かなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） 謝金の金額についてはどうもありがとうございます。1,000円と

いうことですね、はい。ちょっと私のほうが勘違いしたかもしれないです。１時間か１時間

半で1,000円と聞いたような気がするんで、もしかしたらちょっと、はい、すみません。 

 部活の地域移行についてなんですが、文科省の示した文化庁を合わせスポーツ庁が示した

方針で、多様なスポーツに触れる機会の提供という側面も部活にはあると思いますので、部

活に係る経費が増えるとかスポーツに触れる機会、多種多様なスポーツが提供できなくなる

というのが一番怖いことなのかなと思いますので、そんなことのないように進めていただき

たいと思います。 

 では、次の質問に移ります。 

 多頭飼育崩壊についてお伺いします。 

 近年、様々なメディアで多頭飼育崩壊の話題が取り上げられ、長野県においても昨年松本

市で動物愛護法違反事件などが発生しています。前述の事件は飼育業者によるものでしたが、

最近より多く取り上げられているのは、一般的な飼い主による多頭飼育崩壊です。一般的な

飼い主による多頭飼育崩壊が進む背景には、ストレス社会・高齢化・社会的孤立・貧困・福

祉政策の中核的な課題、要因が挙げられます。 

 現在、長野県では、平成21年10月１日施行の動物の愛護及び管理に関する条例第９条の規
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定により、犬・猫合わせて10頭以上の場合は長野県知事に届出が必要になっていますが、そ

の実効性や周知が十分とは言い難い状況です。 

 そこで伺います。当村における多頭飼育の現状はどのようになっていますでしょうか。答

弁をお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号４番、登内議員の御質問にお答えをいたします。 

 多頭飼育崩壊についての中で、まずは当村の多頭飼育の実態と課題はというところで御質

問をいただいております。 

 先に実態についてお答えをいたします。議員からもお示しいただきましたが、動物の愛護

及び管理に関する条例を長野県が制定し、犬・猫合わせて10頭以上飼っている場合は多頭飼

育となりまして、保健福祉事務所への届出が必要となっております。現在、村における届出

数でありますが、2020年度で２件、2021年度で１件となっております。 

 また、近年の動向でありますが、一般社団法人ペットフード協会が全国的に実施いたしま

した2021年全国犬猫飼育実態調査によりますと、犬については飼育頭数・飼育率・飼育意向、

これらいずれも減少傾向にあるというところであります。対して猫については、飼育頭数・

飼育率、こちらについては反対に増加傾向にありまして、ただ飼育意向については犬同様に

低下意向にあるというところであります。新しく飼われる方、新規の飼育者でありますが、

犬がわずかに減少しておりまして、猫は増加をしておるところです。どちらにしても新型コ

ロナウイルス感染前より高い頭数が続いておりまして、コロナをきっかけにペットを飼われ

る方が増えてきたというところであります。 

 そういった新型コロナ後に飼育を始めた人にとった調査でありますが、どういった影響が

ありますかというところで、犬の飼育者は心穏やかに過ごせる日々が増えた、そして猫の飼

育者は毎日の生活が楽しくなった、そういったところが調査の中から出てきております。 

 次に、課題であります。多頭飼育に限られませんが、村の課題といたしましては、外飼い

の猫や野良猫に餌をやっている人への啓発が課題であります。毎年、猫によるふん尿や車を

傷つけるなどの苦情が村で10件程度あります。昨年は特徴的なケースでありますが、同じ方

からの苦情を十数回受け付けまして、その都度対応をせざるを得ないような状況でありまし

た。 

 また、車にひかれた猫、こちらの回収も2021年度の実績で50件ほどあります。これは毎年

同じような傾向となっております。村の対応といたしましては、苦情や通報に対しましては、

飼い主の方や野良猫に餌やりをしている方に安易に餌やりをしないようにお願いをしている

ところであります。また同時に飼い方のアドバイスや、猫が増えないように不妊・去勢手術

の御案内も併せて行っているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） 村長も触れておりましたが、犬の飼育数の減少、猫の増加という

のは私どもも把握しておりますが、長野県の昨年度の調査で譲渡猫のほうがすごく増えてい

るという状況で、やはり先ほどの野良猫、地域猫というところですけれども、私の体感で申

し訳ないんですけど、やはり増えているんじゃないのかなという認識はございます。 

 続きましてちょっと質問がありますので、進めさせていただきます。 
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 先ほど村長もおっしゃられている把握のほうですけど、多頭飼育の実態把握については、

発生前にできるだけ早急な対応が重要とされております。その実態の把握方法についてお聞

きします。先ほど触れたように、多頭飼育の背景には社会的孤立などもあり、その把握が難

しいのが現状です。実態把握については、地域情報の把握という観点から、保健所だけでな

く市町村との連携が不可欠であるという指摘もあります。 

 そこで伺います。当村における実態把握の方法と、また多頭飼育とみなす数値基準につい

てお聞きします。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） それでは、多頭飼育の実態把握手段とその判断数値基準はと

いう御質問であります。 

 実態の把握手段としましては、ふん尿や臭いなどの被害を受けている住民からの苦情・通

報が主なものとなりますが、伊那保健福祉事務所からの情報提供などもございます。先ほど

村長答弁の中にありました多頭飼育の届出のうち、住民からの苦情により伊那保健福祉事務

所と村で指導をし、届出に至ったものが１件ございます。残り２件は申請者自ら届け出たも

のとなります。 

 また、多頭飼育の判断数値基準につきましても、議員さんおっしゃられたとおり、長野県

の条例第９条により10頭以上飼っていることが判断数値基準となっております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） ありがとうございます。 

 判断基準についてちょっとお伺いしたいんですけれども、今10頭以上という申請数による

ものというお話をしていただいたんですけれども、多頭飼育という状況についてはいろいろ

状況があると思うんですけど、経済的に飼い主、また飼っているペットが幸せに暮らせない

状況っていうのが一つ定義にあるようなんですけれども、今一概に10頭以上であればという

ような判断ということでよろしいですか。 

議  長（山﨑 文直） 清水住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） そうですね。県の条例に基づきましてということになれば、

犬や猫またはその両方を合計10頭以上飼っている場合は県知事に届出ということになってお

りまして、届出がない場合は５万円以下の過料が課せられるというようなことを条例に書い

てございますので、その基準に基づきまして実行をということになっております。お願いい

たします。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） あともう一つお伺いしますけれども、基本的に飼っているという

定義の中で10頭以上ということですかね。飼育している10頭ということでよろしいですか。 

 先ほど村長もおっしゃったんですけど、餌を与えている方っていうのは自分の飼育の意識

はあまりないんですけれど、やはり10頭以上に餌をあげている方っていうのは、私の知る限

りでも何人かいらっしゃるんですけれども、そういったものは基本的には行政的な定義では

含まれるのか含まれないのか、ちょっとお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 清水住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） 実際そのようなケースはちょっと今うちの係としては把握し
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ておりませんけれども、やはりただ餌をやっている方に指導というかお願いをしに行くと、

大概が飼ってはいないというようにおっしゃります。ですので、やはり一応飼っているとい

う認識のある中での多頭飼育の届出をしてくださいというような御指導になります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） であると、やはりちょっと現状だと、そういう状況は改善しよう

がないということですかね。 

議  長（山﨑 文直） 清水住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） 改善がしようがないということはないですけれども、多頭飼

育の申出をしてくださいという前に、まず動物を虐待にも当たる場合もありますので、きち

んと管理してください、餌やりは飼い猫でない場合は安易にやらないでくださいというお願

いというか、御指導のほうは一通りしております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） 承知しました。では、ちょっと次の質問と合わせてまたお話をさ

せていただきます。 

 じゃあ次の質問に移ります。 

 ここまで述べてきましたが、やはり多頭飼育の一番の理由は、経済的な理由による避妊・

去勢手術ができないことにあります。そこで提案です。多頭飼育崩壊は一度発生すれば多く

の負担が行政に発生します。事象が発生してからでは予算確保などが難しい場合もあります

が、事前に予算化し避妊・去勢を運用することで発生の予防も行えます。また、地域猫は明

確な飼い主がいるわけではありませんので、避妊で２万から３万、去勢で１万円程度という

費用負担がネックとなり、去勢・避妊が進まないのが現状です。 

 現在、避妊・去勢の助成は上伊那郡では一律3,000円ですが、村独自に助成を行ってはど

うでしょう。答弁をお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水住民環境課長。 

住民環境課長（清水 恵子） 村独自の避妊・去勢手術の助成金の検討をという御質問であ

ります。 

 不妊手術、猫の繁殖制限の助成につきましては、今議員さんがおっしゃられたとおり、現

在伊那保健福祉事務所内にある長野県動物愛護会上伊那支部で実施をしており、上伊那全体

で令和２年度360匹、令和３年度362匹の手術件数となり、１匹当たり3,000円の助成をして

おります。 

 対象は、外飼いの猫や野良猫、地域猫となります。今年度の予算枠は480匹分とのことで、

現在予算の上限には達していない状況のようです。村としては、伊那保健福祉事務所の助成

事業を利用していただくよう、積極的に住民の方に御案内をしていくということを考えてお

ります。 

 他市町村の助成事業につきましては、上伊那管内では把握しておりませんが、下伊那では

高森町や飯田市などが独自の助成事業を行っております。県内では、千曲市・小諸市ほか、

幾つかの市町村が取り組んでおり、ふるさと納税の仕組みを活用したクラウドファンディン

グにより資金を集めているところもございます。先進地域の施策を参考に、今後の検討課題
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としてまいります。また、県や民間のボランティア団体等との連携を強化していくというこ

とも重要であると考えております。 

 いずれにしましても、動物愛護法にありますように命あるものである動物と人間が共生し

ていけるよう、最後まで責任を持って飼っていただく、野良猫に安易に餌やりをしない、餌

やりをするなら不妊・去勢手術を受けるなど、生活環境を守るためにも不幸な猫を増やさな

いためにも、住民の方の理解を深める広報・周知活動を行ってまいります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 登内議員。 

４  番（登内 瑞貴） 承知しました。 

 私も猫を２匹飼っていまして、猫ってごろごろきて、すごいうっとうしいときもあるんで

すけどやっぱりかわいくて、何かそういう多頭飼育で崩壊してって話を聞くと、どうしても

ちょっと胸が痛くなるところがありますので、これは今回行政だけでは決して解決できる問

題ではないと思いますので、関係者各位で御協力いただいて、１頭でもそういった犬猫を減

らせれるように進めていただければと思います。 

 先ほどおっしゃられましたけど、やはり認知というか周知がすごい大事なことかなと思い

ますし、むやみに餌を与えることがどういったことになるかっていうのをもう少し考えてい

ただくということもすごく大事かなと思いますので、そういったことも周知していっていた

だければと思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

議  長（山﨑 文直） これで、４番、登内瑞貴議員の質問は終わります。 

 ただいまから、９時50分まで休憩をとります。 

   休憩 午前  ９時４０分 

   再開 午前  ９時４９分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 先に、４番登内議員からの質問のときのことで、清水教育長から回答がありますので、お

願いします。 

 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） ここでよろしいですか。 

議  長（山﨑 文直） はい。 

教 育 長（清水 閣成） 先ほど登内瑞貴のわくわくクラブの外部コーチの謝金に関して

ですけども、再確認させていただいて、１回の指導時間は１時間30分以上で1,000円という

ことで今動いていますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

議 長（山﨑 文直） それでは、続きまして５番、笹沼美保議員。 

５  番（笹沼 美保） 議席番号５番、笹沼美保です。通告書に基づいて質問させていた

だきます。的確な答弁をお願いします。 

 まず１項目め、子育て応援券の導入をということで、ファミリーサポートセンター事業に

ついてお尋ねします。 

 ファミリーサポートセンターとは、子供の託児や送迎の援助を受けたい人である依頼会員

と、援助できる人である協力会員が会員となり支え合う子育て支援の仕組みです。依頼会員
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には、村内に住んでいるおおむね生後３か月から小学６年生までの子供の保護者が登録でき、

援助の依頼に特別な理由は必要なく、土日祝日も利用できるため、内容としてはとてもよい

制度となっています。しかし利用料、ここでは子供一人目の料金のみ説明いたしますが、利

用料は月曜日から土曜日の７時から19時までが１時間700円、それ以外の時間や年末年始は

１時間800円と高く、３年前の一般質問で、前村長に料金見直しについてお尋ねしたことが

あります。 

 今年度よりこのファミリーサポートセンター事業に利用料の助成制度ができ、その内容が

今年７月の村報で周知されました。利用料700円に対して村から300円の補助があるため、１

時間400円で利用できるようになり、料金的なハードルが下がりました。この助成制度がで

きたことで、会員登録や利用の状況はどのようになりましたか。お尋ねします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号５番、笹沼議員の御質問にお答えをいたします。 

 子育て応援券の導入をという中で、まず今年度からファミリーサポートセンターの利用料

に助成制度ができたというところの利用状況はという御質問であります。 

 ファミリーサポートセンター事業は、仕事と育児の両立や安心して子育てができる環境づ

くりのために、育児の援助を必要とする依頼会員の要請を受けて、協力会員が援助活動を行

う子育て支援事業であります。本年度は、援助を行う協力会員に村内外合わせて現在35名の

方に御登録をいただいております。 

 制度の内容や費用等は、議員から御説明があったとおりですので、省略いたします。 

 議員御指摘のとおり、村では令和４年４月から利用者の経済的負担の軽減を図るため、依

頼会員が協力会員へ支払う報酬に対しまして、１時間当たり300円の助成を始めました。そ

れを受けまして今年度の利用状況でありますが、11月までの実績であります。利用者数は８

名、利用回数は50回、利用時間は合計131.5時間となっておりまして、昨年の同時期までと

比較いたしますと、昨年は利用回数が36回、利用時間が81時間となっておりましたので、利

用回数が36回から50回に、利用時間が81時間から131.5時間に増加をしておるところであり

ます。 

 ただ、利用者数・利用時間が増えたとはいえ、子育て世代の多い本村としては、まだまだ

少ないと感じているのが正直なところであります。次の質問の中でも申し上げますが民間事

業者、柔軟な対応が可能となる民間事業者の参入が必要ではないかと同時に感じるところで

あります。 

 援助を必要とする理由は御家庭によって様々でありまして、援助を始めたことだけが増加

の理由ではないと思いますが、今回の助成制度を始めたことによって、利用者の経済的負担

の軽減にはつながっていると考えております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） ファミリーサポートセンター事業には利用料の高さがネックであ

るとの思いがあったのですが、それだけではなく利用のきっかけも大切なのではないかと思

い至りましたので、次の質問をさせていただきます。 

 私が２人の子供を産んだときには、東京都杉並区に住んでいました。お手元に参考資料を

お配りしておりますけれども、杉並区には平成19年６月から子育て応援券という子育てに関
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する支援を受けられる券があり、私自身もこの応援券を利用することで助かりましたし、と

ても良い仕組みだと思っています。この杉並区子育て応援券は就学前の子供がいる家庭に発

行され、様々な子育て支援サービスを利用しやすくし、子育て家庭が地域の中でいろいろな

人と関わりながら子育てをするきっかけとすることを目的としています。 

 まず妊娠の届出をすると、その際に助産師や保健師が不安や心配などを聞き取るゆりかご

面接という面接があり、その際にゆりかご券という産前産後支援ヘルパーや産後ケア事業に

使える券がもらえます。これは、妊娠中から切れ目なく子育て支援を継続的に行うきっかけ

となる仕組みです。 

 出産して出生届を出した際にも、申請書を記入してその場で出生ゼロ歳児無償応援券をも

らうことができます。１歳から２歳児にも無償応援券が交付され、これらの応援券は子供を

預けるサービスや家事支援などの親をサポートするサービスに使うことができ、子供のイン

フルエンザ予防接種にも使えます。 

 本村でこのような応援券制度をつくるとすれば、産後母子ケア事業・産後育児ヘルパー派

遣事業・ファミリーサポートセンター事業・すくすくハウスや保育園の一時保育利用などに

使えるということになろうかと思います。１回に使える上限額は設定されることと思います

が、このような応援券があることで、ファミリーサポートセンターだけではなく様々な子育

て支援サービスの利用を促進し、子育ての孤立を防ぐ手だてとなるのではないでしょうか。 

 南箕輪村版子育て応援券を検討してはいただけませんか。答弁をお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 杉並区が実施している杉並子育て応援券を参考に、村でも導入を

検討してはという御質問であります。 

 議員からお話のありました杉並子育て応援券は、議員から説明がありました様々な子育て

の有料子育て支援サービスに利用できるチケットでありまして、子供の年齢によって金額が

異なる無償応援券や、多く利用したい人は１冊１万円分を4,000円で購入できるそういった

ところもあり、かなり先駆的に取り組まれていると感じています。 

 また、実際に杉並区の中でサービスを提供している事業者でありますが、地域の子育て支

援団体・ＮＰＯ法人・企業・医療機関が中心となっておりまして、民間企業が地域に根差し

た子育て支援を行っているというところが、都会は優れているなというのを感じたところで

あります。 

 そういった杉並区のような都市部と比較いたしまして、本村におけるサービス提供事業者

の多くは医療機関・村社会福祉協議会・そして村などの公的な機関でありまして、先ほどの

ファミリーサポートセンター事業・産後育児ヘルパー派遣事業・産後母子ケア事業などを現

在行っていただいております。 

 ３月の一般質問の中で原議員への答弁の中で、民間の産後ドゥーラやベビーシッターが上

伊那では不足していると述べました。やはり、民間の事業者が実施するサービスは、公的な

機関が実施するサービスと比較いたしまして利用に対しての柔軟性が高く、使いやすいサー

ビスが多いと私は捉えております。民間事業者が参入しやすくなる取組の一つとして、御提

案いただいたこのような応援券のことは優れていると感じております。いただいた資料の中

でも、親自身もサービスの提供者に変わったとそういったところも紹介があります。御提案

いただいたような応援券のような分かりやすい仕組みを導入することは、今後検討すべき事
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項と捉えております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） ファミリーサポートセンターはじめ様々な子育て支援サービスを

どうしたら受けやすくなるのか、支援から取り残されて子育てに困難を感じる家庭が生じな

いよう、つながり続ける支援をしていく工夫は必要だと思います。 

 子育て中の保護者の意見を聞く機会を設けるなどして、よりよい制度にしていただければ

と思います。 

 ２項目め、高齢者・障がい者支援に補助を増やし地域福祉の向上をとして、まずはまっく

ん生活支え愛事業についてお尋ねします。 

 まっくん生活支え愛事業は、有償ボランティアによる高齢者世帯などの助け合い事業で、

ごみ出しや蛍光灯交換、灯油の給油などのサービス30分につき、利用者が現金50円とまっく

ん生活支え愛事業助成券１枚をボランティアさんに渡すことになっています。このまっくん

生活支え愛事業助成券は、村が助成する250円分に該当し、ボランティアさんは受け取った

助成券を添えてその金額を村に請求し、つまり30分につき300円の報酬を受け取ることにな

ります。 

 この30分のボランティアに対する報酬の支払い方ですが、現金50円と助成券を渡すという

のは、お互いの気持ち的にいかがなものでしょう。50円が目に見えてしまうという状況を考

えたときに、お互いに気持ちがいいばかりではないような気がします。もちろんいろいろな

考え方や思いがあるとは思いますが、いっそのこと利用者の現金負担をなくして全額村負担

とし、まっくん生活支え愛ありがとう券にリニューアルしてはいかがでしょうか。答弁をお

願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 高齢者・障がい者支援に補助を増やし、地域福祉の向上をという

大項目の中で、まずはまっくん生活支え愛事業を利用しやすくするために、50円と現金負担

をなくしたまっくん生活支え愛ありがとう券を導入してはという御質問であります。 

 まっくん生活支え愛事業につきましては、ごみ出しや雪かき等の生活に必要な行為が困難

な75歳以上の高齢者や障がい者のみの世帯に対し、住民参加による地域の助け合いの精神を

基調といたしまして、有償ボランティアによる支援を行うものであります。現在、利用者に

対して利用時間30分につき50円、ただし除雪については、30分につき100円負担をしていた

だいております。 

 実際のところの利用者の声ですが、有償のほうが気兼ねなく利用できるといった声がある

一方、ボランティアからは有償でなくてもやってあげるよといった声も聞かれることがあり

ます。有償ボランティアはボランティアと違いまして、支援を受ける方も支援する方も無償

で当然という概念では続いていかない、持続可能ではない、そういった現状を解決するため

に始まった取組でありまして、現在全国においても広がりを見せているというところであり

ます。 

 議員御指摘の50円、100円を負担する行為はどうなのか、その負担金を行政が全て補助す

べきという御提案でありますが、やり取り等の手間が省けることは確かでありますが、そう

いった有償ボランティアの特徴であります気兼ねなく利用するという部分で、無償にしてし
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まいますと使う側が心理的に使いにくい、そういった負の影響も考えられるところでありま

す。そのような背景がございますので、現状定額の負担、50円・100円の負担については必

要ではないかと私は判断をしております。 

 しかしながら、今後利用者やボランティアの方々の意見の聞く場を設けまして、より使い

やすい形を検討していくことはやめずにやっていきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） 次に、生活支援サービスみなみちゃんについてお尋ねします。 

 生活支援サービスみなみちゃんは、社協のホームページを見てみると、介護保険や障害者

総合支援法の認定を受けられない方や、受けていてもそれ以外の細かいサービスが必要な方

をお隣さん感覚でサポートするサービスと紹介されています。主なサービス内容は、外出介

助・話し相手・見守りなどです。このお隣さん感覚で利用できるはずの生活支援サービスで

すが、利用料は１時間当たり800円です。この金額が、果たしてお隣さん感覚と言えるので

しょうか。 

 社協に問い合わせたところ、令和３年度の利用は５名14回、今年度上半期の利用は２名で

２回だそうです。これもいろいろな考え方があろうかと思いますが、この利用料に対しても

助成制度を設けて自己負担を減らし、利用しやすくすることで地域福祉の向上を図る必要が

あるのではないですか。答弁をお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 生活支援サービスみなみちゃんへの利用料、こちらについて村独

自の利用制度をという御提案であります。 

 この生活支援サービスみなみちゃんでありますが、現在村でも紹介やおつなぎをしておる

ところでありますが、これについては村社会福祉協議会が独自に実施している事業でありま

す。村からやってくださいというふうにお願いしている事業ではなくて、社会福祉協議会独

自の事業です。 

 内容といたしましては、登録されたボランティアが通院付き添いや買い物・散歩・話し相

手・見守り等を支援するもので、議員御指摘のとおり、１時間当たり800円を目安額として

利用者に負担をお願いしているものとお聞きをしております。 

 実際の運用状況を社会福祉協議会にお聞きしたところ、社会福祉協議会の職員が申請者と

ボランティアの方をマッチングさせた後は、両者間で支援の内容や負担金の支払いについて

打ち合わせを行いまして、お互いの気持ちを大切にしながら持続可能な関係となるよう、場

合によっては１時間当たり800円よりも安く引き受けていることもありまして、柔軟に対応

しているとのことでした。 

 同時に、議員御指摘のとおり利用者が限定的である、こういったことも事実でありまして、

今回助成制度の創設について御提案をいただいたというところであります。 

 村役場が実施する助成制度につきましては、原則公正・公平を守っていかなければなりま

せん。現在、このみなみちゃんについては、負担金を含めかなり柔軟な仕組みで運用されて

おりまして、この現状の制度に対して村として後方支援、それ以外のことを積極的に実施す

ることは少し難しいのではないかと感じているところであります。 
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 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） 次に、近隣住民同士の乗り合い外出時の送迎補償（傷害保険）に

ついてお尋ねします。 

 本村の高齢者や障がい者の移動手段としてのドア・ツー・ドアサービスは、社会福祉協議

会に委託している福祉移送サービスや南部小通学エリアの方が利用できる伊那市のぐるっと

タクシーがありますが、土日祝日などは利用できませんし、利用できる時間帯に制限があり

ます。平日だけしかも時間帯に制限があることで、利用しにくいと感じている方も少なから

ずいます。この不便さを解消するための一助として、地域の助け合いに手を挙げてくださる

方の背中を押すための補助を検討してはいかがでしょうか。 

 諏訪市では、令和２年度より外出支援住民互助活動支援事業補助金を創設し、地域の助け

合いである高齢者の外出支援として送迎をするボランティアに対し、送迎サービス補償の保

険料を補助しています。ここでいう送迎サービス補償は、ボランティアやボランティア団体

による送迎サービス中の事故を補償するため、社会福祉協議会が一括して損害保険会社と団

体契約を結んでいる傷害保険です。この傷害保険料を村が負担し、平日の日中に限らず、安

心して近隣住民同士が外出支援のボランティアや乗り合い外出できるようにしてはどうでし

ょうか。 

 第２次南箕輪村地域福祉計画の策定過程において実施した地域福祉活動の担い手ワークシ

ョップでは、地域福祉の推進に必要な支援としてボランティア送迎時の保険の支援も挙げら

れていました。まっくん生活支え愛事業には、現在送迎サービスは含まれませんが、ボラン

ティアによる送迎サービスも可能として、加入する送迎サービス補償に対する補助もすれば、

土日祝日の気軽な移動手段として地域住民同士の助け合いも広がると思うのですが、いかが

でしょうか。答弁をお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 地域住民同士の乗り合い外出時の送迎サービス補償に加入費用補

助をという御質問であります。 

 ある地区社協の役員の皆様から、公民館まで歩いて行かれなくなった方の送迎について悩

んでいる、そういった高齢者の足の確保についての声をよく聞いております。今後、多くな

る村全体の課題であると捉えております。 

 東京オリンピック・パラリンピックが無観客で行われました。観客がある形で行われれば

ライドシェア、そういったところも法律等変わってきたと思いますが、今回のコロナの影響

でその部分、進んでいかなかったのは少し残念なところであります。 

 まず、御質問いただいた送迎サービス補償、こちらでありますが、全国社会福祉協議会が

行っておりまして、村では村社会福祉協議会が窓口となっております。加入できる方は社会

福祉協議会に登録していただいたボランティア個人やボランティア団体等に限られておりま

して、現在村で行っている福祉移送サービス、こちらの利用者は負担料1,000円ですが、こ

の保険も同じ保険でありまして、活用しているところであります。 

 御質問いただいたこの送迎サービス補償加入制度、そういったところのまず前段といたし

まして、例えばまっくん生活支え愛事業、先ほどの質問でありましたが、こういったところ

を拡充してこういったボランティアに登録するための受け皿をつくっていかなければいけま
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せん。住民ボランティアによる送迎サービスの受け皿が今ございませんので、それをつくっ

ていく必要があります。 

 そのような中、一歩引いて全体を見ますと、村では来年度から地域公共交通計画策定を予

定しております。そこでは、福祉移送サービス・タクシー利用料金助成・ぐるっとタクシ

ー・まっくんバス・伊那本線バスなど、地域公共交通全体を検討してまいる予定であります。

その中にこの住民同士の助け合いの送迎サービス、概念としては広めていかないと高齢者の

足の問題は解決していくことが難しいと思いますので、これも含めて検討していくべきだな

と感じているところであります。 

 ただ、仕組みとしてはすばらしいものですが、反面例えばタクシー事業者、そういったと

ころへの民業圧迫に状況によってはつながってまいりますので、この地域公共交通計画を策

定する中で関係者へヒアリング・確認等を行いながら、丁寧に慎重に進めてまいりたいと思

います。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） ここまで高齢者・障がい者支援に補助を増やし、地域福祉の向上

をとして質問をしてきました。地域福祉計画の中で生活支援のニーズと有償ボランティアの

ミスマッチという課題が挙げられ、また高齢者福祉計画の中では高齢者が安心して気軽に外

出できるよう、移動手段の確保などの充実に努めるとあります。地域福祉向上のためには地

域住民同士の助け合いが必要不可欠で、そこに行政がどのように関わっていくのがよいのか、

計画を立てるだけではなく常に考えていかなくてはなりません。ぜひ、よい方向に検討して

いただきたいと思います。 

 ３項目め、村独自の給付型奨学金制度の創設をとしてお尋ねします。 

 現在、大学等に進学する際には、様々な奨学金制度がありますが、所得要件や学力基準を

満たしていることが必要で、誰でも利用できるわけではありません。国では、令和２年４月

から高等教育の修学支援新制度を実施しており、住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の

学生で、進学先で学ぶ意欲があると認められることで、大学などの授業料・入学金の免除ま

たは減額と、給付型奨学金を受けられる制度となっています。しかし、この高等教育の修学

支援新制度に該当しない、つまり住民税非課税世帯やそれに準ずる世帯に該当しない、いわ

ゆる中間層の家庭でも金銭的負担が重くのしかかることは事実で、学ぶ意欲のある若者が進

学を諦めざるを得ない状況もあります。 

 本村の就学支援としては、奨学資金助成と奨学金返還支援補助金がありますが、村独自の

給付型奨学金を創設して、村出身の子供たちが家庭の事情にとらわれずに学ぶ機会を確保で

きるようにしてはいただけませんか。 

 今年の６月定例会でも給付型奨学金についての質問があり、そこでは教育長からの答弁で

したので、今回は村長にお考えをお聞きしたいと思います。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 村独自の給付型奨学金制度の創設をという御質問であります。 

 文部科学省が2020年４月から開始いたしました高等教育の修学支援新制度でありますが、

授業料や入学金減免と給付型奨学金を主とした制度でありまして、年間最大約161万円が支

援される大変手厚い制度であります。そういった中、なかなか知られていないというところ
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が現状でありまして、私からも町村会と県の幹部の意見交換の場でこの周知について県のほ

うにお願いするとともに、村でも積極的にやっていきたいと申し上げたところであります。 

 対象につきましては、住民税非課税世帯の学生や住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生と

なっておりまして、この給付型奨学金は、進学する前年の４月下旬から高校などを通じて日

本学生支援機構へ申し込む形となります。村民の該当する世帯の方は、子供たちの学びを応

援するために積極的な活用をお願いしたいところであります。 

 さて、大学に関わる費用について入学金・授業料に加え、一人暮らしをする際の生活費等、

大変な金額がかかってまいります。私も４人の子供の親でありますが、これから子育ての一

番の負担はここにあるというところで、日々感じているところであります。 

 実際、先ほど申し上げました、高等教育の修学支援新制度に該当しない世帯であっても大

変負担が重い、特に子供が多い世帯はより重いと誰もが感じるところでありまして、もしか

したらこれが子供を多く産むことを差し控える、そういった原因の一つでもないかと感じて

いるところであります。 

 そこで、子供たちの学びを支援すること、そして親世代に対しても将来への負担や不安を

少しでも解消していくことを目的といたしまして、昨年の村総合教育会議の議題として貸与

型奨学金、そして今年は村独自の給付型奨学金の創設を、対象見込数の推移や予算等を含め

て総合教育会議の場で教育委員の皆様に提案したところであります。 

 事業につきましては、教育委員会の所管となりますので、詳細につきましては教育長から

の答弁とさせていただきます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 笹沼美保議員、村長に続いてでございますがよろしくお願いし

ます。 

 今村長からお話がありましたが、昨年度の総合教育会議で貸付金の奨学金について、それ

で今年度10月に開催されました総合教育会議において、村長から村独自の給付型奨学金の創

設についての提案を受けております。教育委員会定例会等において議題とし、委員からの御

意見をお伺いしているところであります。 

 その中の意見あるいは課題としてですが、国の2020年４月からの制度の対象者は住民税非

課税世帯の学生さん、それから住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生さんとなっております。

2021年度学校基本調査によると、長野県の令和３年度の４年生大学進学率は45.8％、うち国

の制度利用者を１割程度と見込むと、本村においては10名程度が該当になるかなというふう

に思っております。 

 村独自の制度としては、国制度に該当する方を除いた、先ほど議員もおっしゃられました

けども、世帯所得の上限をどの程度に見ていくか、そこのところが必要経費に関わりますの

で、慎重に検討する必要があると思っております。また、委員の中から６年制の大学につい

てはどうなんだとか、そんな御意見もいただいているところでありますが、大学への進学を

うんと大事にしたいんだけれども、じゃあ高校を卒業して社会に出る生徒さんいます。社会

人との人とのいわゆる不公平感という言葉がいいかどうか、そこの差異をどういうふうに見

るかということが出されています。そのような課題もいただいているところでありますが、

貸与型や給付型の奨学金制度については、民間企業あるいは自治体で少し調べさせていただ
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いたら、かなり広く行われている、そんな現状もございます。 

 奨学金について、高校生の実情はどうか。例えば、今中学から高校に行っている御家庭の

経済的な実情で、いわゆる奨学金、県の奨学金も貸与型があったりするんですけど、その辺

りがどうなのかとか、また高校卒業し進学希望の生徒、あるいは御家庭に高校ではどこまで

いわゆる説明をしているか、相談を受けているか、それから奨学金制度について知らない家

庭・生徒、先ほど村長答弁にありました周知のところですね、その辺りを高校でどうしてい

るか、それから本人が進学に対してどの程度願いを持っているかというようなところなどを、

近隣の高等学校にこれから出向かせていただいて、高校の取組というか現状・状況をお聞き

したいな、そんなことを基にしながらまた検討を重ねてまいりたいというところでございま

す。よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 笹沼議員。 

５  番（笹沼 美保） 高校卒業後の進学にはそれまで以上に経済的な負担が多く、将来

の夢を諦めてしまう子どもも少なくありません。それは、本人にとっても保護者にとっても

つらいことです。国も給付型奨学金の対象拡大に動き出しているところではありますが、理

工農学系や多子世帯がその対象となりそうです。国の支援はどうしても対象がごく限定的に

なりがちですので、今後いろんなところからヒアリングをしたりですとか保護者の意見、お

子さんの意見もだと思いますけれども、聞いた上で検討していただいて、村独自の給付型奨

学金を創設することで、切ない思いをする家庭が少しでも減ることを期待しています。 

 以上で質問を終わります。 

議  長（山﨑 文直） これで、５番、笹沼美保議員の質問を終わります。 

 ただいまから、10時40分まで休憩といたします。 

   休憩 午前 １０時２４分 

   再開 午前 １０時４０分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 １番、丸山豊議員。 

１  番（丸山 豊） 議席番号１番、丸山でございます。一般質問は今回を含めてあと私

の予定は２回ということになりました。一応予定を立てていたもんですから、財政について

と予定をしておりましたけれども、ちょっと急遽予定が諸事情によりまして変更となりまし

た。それは、中学生模擬議会を傍聴したことにもありますが、ＳＤＧｓについて村側の考え

方が聞きたいということでございますので、よろしくお願いいたします。 

 中学生の模擬議会を傍聴いたしました。ＳＤＧｓの関係で生徒の皆さんのストレートで深

く切り込んだ質問に敬意を表したいと思ったところでございます。実は、今回私もＳＤＧｓ

に関し、中学生との関わりがありました。10月７日の日に中学生の皆さんと３年生の総合学

習での取組ということで、ＳＤＧｓについてお話をさせていただいたところでございます。

直接生徒さんからの電話がありまして、なぜ私なのかということを聞いたところ、１番議員

だということでありましたし、またグループで決めたということでありましたので、引き受

けた次第でございます。 

 私自身としては、一応議会で相談ということも考えたわけですが、生徒の自主性も理解し

グループで決めたということも尊重し、対応させていただいたということでございます。そ

のときの内容は、ＳＤＧｓ16の平和と公正を全ての人にでありました。ターゲットが10あり
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まして、このうちの16の５にあらゆる形の賄賂と汚職を大きく減らすについての意見を聞き

たいとのことでした。賄賂と汚職ですからやはり公務に関わる人ということで、議員という

ことになったのかなとそんなふうに思いました。 

 絵文字、ＳＤＧｓにこういうような絵文字、ピクトグラムと呼んでいるようですけどもこ

ういうのがあるわけですが、この16番は平和と公正を全ての人にということでありますが、

平和の象徴である鳩がオリーブの枝をくわえていて、裁判所の裁判官がたたく小づちみたい

なやつが、こうとんとんってたたくやつですね、静粛にとかいうやつだと思うんですけども、

これの上に鳩が乗っかっているというこういう絵文字を表しているところでございます。平

和の願いというものが込められているのかなと思ったことでございます。 

 このテーマからは急には回答できないのではと思い、何が聞きたいかも決まっているよう

でしたら、質問を事前にお願いしたいということでお願いしたところでございます。そして、

いただいた質問が６項目ばかりあったわけですけれども、汚職をしてしまう人にはどのよう

な感情を抱くかとか、なくすにはどのような対策がよいかとか、汚職のどのようなところが

いけないかなどがありました。ダイレクトに聞かれるとすぐには回答できないもので、事前

にお願いしておいてよかったなとそんなことを感じたところでございます。 

 私からも質問をしたかったのですが、何分にも時間がなくて一般質問の材料にしてよいか

とか、村の総合計画・総合戦略を知っていますかなどを聞いたのが精いっぱいでした。以上

が私が中学生との関わりを持ったところでございます。これが先ほどの諸事情に該当すると

ころでございます。 

 ＳＤＧｓは、2015年に国連サミットで採択された、持続可能な開発を実現するための世界

共通の17の目標となっております。2030年までの達成を目指しております。今が折り返し地

点に来ております。今、中学生は15歳とすれば最終年度８年後2030年には23歳となられ、実

社会で活躍されていることになります。ともすれば、地球規模の取組であるためにどうして

も置き去りにされてしまうところでありますが、中学生の皆さんが貧困をなくそうからパー

トナーシップまでの17項目を全員で学習する機会は今しかないと考え、取り組んだ貴重であ

り、重要な機会であったと考えます。今では世界的な潮流となっており、国内においても自

治体はもとより、政府・企業・学校など様々な団体が取組を行っております。本当に中学生

の気持ちを大事にしなければと思った次第でございます。 

 そこで、教育長にお伺いいたします。 

 １点目として、模擬議会を傍聴して模擬議会がＳＤＧｓに関係しているということであっ

たものですから、ＳＤＧｓ１の貧困をなくそう、２の飢餓をゼロに、５のジェンダー平等を

実現しよう、６の安全な水とトイレを世界中に、11の住み続けられるまちづくりについて、

中学生の視点で捉えた問題点を村側にただしたのをお聞きして、本当に頼もしくすっかり大

人びた感じを受けました。前段のこともあり、本当にうれしかったわけでございます。純粋

であり、わくわく感は私自身にとっては満杯でございました。 

 質問ですが、この総合学習での取組は生徒の自主性からなのか、あるいは先生の助言から

なのか、また学習した成果などを全員というわけにはいかないと思いますので、クラスごと

での意見発表みたいなことがあったかなどをお聞かせください。また、中学生模擬議会は意

見発表の場となったということでありましょうか。そこら辺もお願いいたします。 

 そして通告のところにも書いてしまったわけですが、これが唐突な硬い質問になってしま
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って本当に恐縮しているところなんですが、ＥＳＤを通告いたしました。私はちょっと事前

に教育長さんから聞いた言葉がこんな言葉だったもんですから、ちょっと取り上げてしまっ

たんですけれども、ＳＤＧｓ４の質の高い教育をみんなにの中に、ターゲット4.7がござい

ます。2030年までに教育を受ける全ての人が、持続可能な社会に暮らすために必要な知識や

技術を身につけられるようにするとあります。 

 小中高生の新しい学習指導要領の前文、総則にも持続可能な社会の作り手が明記されまし

たが、これが持続可能な開発のための教育であるＥＳＤであります。小中高生が作り手とな

るための人材育成と感じるが、この理解でよろしいか、これについて簡単で結構です。御説

明をお願いいたします。お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 議席番号１番、丸山豊議員、持続可能な開発目標に対する村の

関わりについての中で、中学３年生の総合的な学習の時間のＳＤＧｓ、そして中学生模擬議

会との位置づけ、それからＥＳＤについてお答えいたします。 

 今年の中学３年生は、総合的な学習の時間の目標を私たちが生きる未来に目を向け自分の

進むべき道を模索することができるとし、環境問題に目を向ける、自分たちでできることを

する、よりよい未来となるために大事にしていくことをみんなで考えることに取り組んでき

ています。ＳＤＧｓという言葉は、学校からお預かりしている年間のスタートの計画の中に

は入っていません。今申し上げた目標ということで、総合的な学習、３年生の学習が位置づ

いております。 

 御存じのように、総合的な学習は生徒の興味関心を大事にし、この目標について生徒が考

え、担任・教科担任とのやり取りを通しながら、学年あるいはクラス等のテーマが据わって

いく、生徒が考え先生方のやり取りを通してテーマが据わる、重ねますけども、醸成という

言葉を使いますけれどもこの醸成、ここが一番大事なところ、スタートの段階の耕しといい

ましょうか、そこが一番大事というふうに考えております。活動の展開では、当然ながら先

生方の指導・助言が入ってくるというふうに考えております。 

 御質問の生徒の自主性なのか先生の助言なのかについてですが、生徒の自主性を軸にして

先生の助言があるというふうに受け止めております。ＳＤＧｓという言葉の投げかけは教師

のほうからあったというふうに聞いていますが、生徒の自主性が位置づき活動が展開されて

きています。それから、クラスごとの意見発表についてなんですけども、活動の展開を申し

上げますと、教師がＳＤＧｓについてガイダンスを行う、これが投げかけということになる

かと思います。それから、一人一人がＳＤＧｓの資料から自分の興味ある目標を決め出す。

次に目標ごとに講座を設け、クラスの枠を外して17チームが学年で出来上がってきている。

生徒は希望する所属の講座で目標についてチームで調べていくっていうそんな経過、それか

ら外部講師のお話を聞いたり、各チームでの考えを活動したりする。丸山議員、この学習で

お力をいただいてきました。ありがとうございます。 

 若竹祭の総合的な学習の時間で17チームの発表がなされ、また活動の中間報告はそれぞれ

の目標について、ポスター発表として廊下への展示がなされてきています。私も学校へお邪

魔したときに、廊下にＳＤＧｓで学びの履歴が掲示されている、そんな状況も勉強させてい

ただきました。それから村議会への提案についての発表作成、それから村議会での提案とい

うことで今に至ります。ですので、中学生模擬議会は村への意見発表・提案、学習の一課程
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の中でのそういう場ということと御理解いただければと思います。活動は今も展開中でござ

います。全校に伝えられたり、ありがとうプロジェクトとか地域の方、外とつながりがある

ということで動いてきています。 

 それからＥＳＤついてなんですけれども、議員端的に先ほどお話されたのでそれに尽きる

んですが、少し補足させていただいていいですか。 

 持続可能な開発のための教育ということであります。持続可能な社会づくりの担い手の育

成ということで、ＳＤＧｓの全てのゴールの達成に寄与するとしています。現行の学習指導

要領では、例えば小学校６年生の電気のところでは、エネルギー資源の有効活用等が入って

いたりとか、中３の化学では、すみません今席まで持ってきたんですがこちらに持って来な

かったんですが、ＳＤＧｓで世界を変えるというそういう単元がございます。ＳＤＧｓの全

てのゴール達成に寄与する持続可能な社会づくりの担い手の育成、これは小学校から中学そ

して高校、大学までということで、通した教育段階において推進されているということでご

ざいます。よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 丸山議員。 

１  番（丸山 豊） ありがとうございました。 

 生徒たちの自主性、これが先生の助言を得てこういうＳＤＧｓの総合学習が整ってきたと、

そんなふうに理解をいたしました。教育長さんの説明の流れの中を聞いているだけで、本当

に立派なことをやってくれているなというそんな感じを受けて、本当にありがたいなとそん

なことを感じたところでございます。 

 私の孫も多摩川のそばに住んでいるんですけども、やはり今高校生なんですけども、中３

のときに多摩川の水があまりきれいじゃないもんですから、水の大切さというのをＳＤＧｓ

の学習の中で学んだというようなことを話してくれました。全国津々浦々の学校でＳＤＧｓ

が研究されているというか、勉強されているということを本当にやっているということが伺

える次第でございます。 

 ＥＳＤについては正直、私も後で読んだことなんですけれども、小学生が中学生、またそ

れぞれが発達段階において学習されておって、ＳＤＧｓの理念・精神に則って取り組んでい

るなという、そんなようなことを確信したところでございます。 

 ＳＤＧｓそのものは学校では国の指導もあるもんですから、かなり徹底されて取り組んで

いるということを承知したところでございます。これからもよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 ２点目に行きます。 

 本会議場にて、ここなんですけども議会を実体験し、総合計画・総合戦略に則った具体的

な村の施策などを質問・答弁を繰り返す中で、様々なことを学べたことと思います。質問し

た生徒だけでなく、オンラインで３年生全員が共有されまして、一つの財産を得たのだろう

とそんなことを思います。仲間の皆さんに本会議場での雰囲気など、感想をぜひ伝えてほし

いと思いました。 

 ＳＤＧｓの17分野をグループに分かれて、生徒同士が活発に意見交換して取り組まれた総

合学習であると思います。教育長として、生徒の皆さんの今後の活動においてどんなことを

期待するか伺います。 

 また、議場の中ということで私たち議員が感じたことは、決められた時間が守られていな
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いのが気になりました。強いて上げればＳＤＧｓ16、私と生徒の皆さんが意見交換したもの

になるんですか、平和と公正でしょうか。議会は公正性・中立性があくまでも基本でなりま

すので、ルールは守らなければいけないと思います。主催は議会でしたから、責任はありま

すので反省材料となりますが、教育長はどんな思いであったかお聞かせいただければと思い

ます。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 生徒の皆さんに期待することは、大きく二つであります。 

 うんと個人的な考えが重なっているかなと思いながらですが、一つ、学びを深める、自分

からあるいは主体的にという自分が持てるもの、力を総合的に目いっぱい使って学びを深め、

また深めるその楽しみ、面白さを知ってほしいということです。そして、自分の魅力を感じ

ていってほしい、それが１点目です。 

 ２点目ですが、大事な中学生の一人です。中学生です。大事な地域の一人です。自分にで

きること、できそうなことを行動に移してほしいということを願っております。 

 時間についてなんですが、本当生徒の皆さんに私、申し訳なかったと思っています。学校

と打ち合わせをする中で、中学生はというか中学生もというか、御存じのように非常にタイ

トな学校生活を送っております。ましてや３年生の今の時期であります。学校の願いを受け

る中、３年生は13日、14日、修学旅行がありました。それから21、22日に期末テストがあり

ました。 

 学校の１時間分ということで50分ということで、議会事務局・議員の皆様と時間枠を考え

させていただいたんですけども、50分で５人ということは一人10分ということで、22日に行

われたリハーサルのときも、その時間設定のところまでには整え方がなかなか難しかったの

かなというふうに思っています。ただ、子供たちは本番に向けてよくあそこまでやったなっ

てそんな、先ほど議員おっしゃられた中学生の持つさすがっていうそういうところになると

思うんですが、と思っております。 

 10分目安ということだったんですけれども、時間に関しては私も答弁がありましたので、

苦慮しながらの答弁でした。中身の濃い中学生模擬議会であり、中学生には責任がないわけ

ですので、議員御指摘のルールを事前に学校・生徒さんと共有すべきであったかなと、そん

なことを思っております。 

 以上でございます。 

議  長（山﨑 文直） 丸山議員。 

１  番（丸山 豊） 教育長の期待、本当に大きな期待があろうと思います。学びを深め

て楽しみ、面白さ・魅力を感じてもらいたいということ、中学生・地域の一人として行動を

しっかりしてもらいたいというそういうことでのお話でありました。教育長さんだけでなく、

私自身も傍聴席にいてこんなに成長した生徒の皆さん、見るにつけ本当に大勢の村民の誇り

だなとそんなふうなことも感じました。ほどよい緊張感の中で仲間と一緒に議会を務められ

たことに、本当に拍手喝采だと思います。 

 また、どうしてもちょっと私がほめたかったのは、質問の構成が非常に見事だったなとい

うことを非常に感じました。１番、２番って分けてありまして、１番には村の現状のところ

から貧困状況、ジェンダー平等、水資源状況、ごみ環境問題と１番で村の状況を確認し、そ

れで２番ではまたその後の具体的な対策を聞いたり、こうしたらどうだというようなそうい
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うような提案をしたりで、本当に立派な質問構成になっていたなと思った次第でございます。

貧困状況、こども食堂の充実、それからジェンダーは家庭での偏り対策、水資源は水のブラ

ンド化の提案、ごみ環境問題は美しい村への充実など、本当に生徒の中から将来の村長であ

ったり議員であったり村議員、県会議員、国会議員まで生まれてほしいなと感じたところで

ございます。 

 ルールについては、10月７日の日に私は生徒の皆さんと話をしたときの意見交換を思い出

したところなんですけども、ちょうど五輪汚職が結構報道でにぎやかであったときでござい

ます。競争することとか、平等であることは大事なことだと申し上げました。少しぐらいは

大丈夫だとかこのくらいはオーケーじゃないかとかそんなようなこと、やはりＴＰＯに関係

するそういうものっていうのは、大人の仕事としてどっかで教えてあげてほしいなというこ

とを感じたところでございます。 

 ３点目に移ります。 

 私が中学生との意見交換で、村の最上位に位置づけられる村の総合計画・総合戦略を知っ

ているかという質問に対し、知りませんと言われたのは少し残念だったのですが、学校とし

ては村の計画について触れられていないようでございます。学校に目標があるように、村に

も目標が、目指すべき将来像・目標があるわけでございます。その村総合計画に総合戦略を

組み込み、そこにＳＤＧｓをひもづけたのが村の後期基本計画の立てつけになっております。

小学生について村総合計画・総合戦略を周知していく考えはあるか、また生活している家

庭・学校・地域の環境下でＳＤＧｓを学ぶ機会があると思うが、今後の取組はどのように考

えるか、あるいは教えるか、御見解をお願いいたします。 

 村計画概要版のような何か教材のようなものがないと理解できないかもしれませんが、ど

うでしょうか、お願いいたします。たまたま小学生なら私ネットで見てたんですけれども、

図で表した絵本だとか漫画みたいなようなもので説明されていたので、そういうものが小学

生なんかはもしかしたらいいのかなと、そんなことを感じたところでございます。お願いし

ます。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 小中学生に村の計画を周知する必要はないのかということにつ

いてでございます。 

 基本的には、子供たちの学びの延長に総合計画あるいは総合戦略が位置づいているとした

いと考えます。子供たちの発達段階によりますけれども、暮らし・身の回りの事象と学習等

を重ねる中で、必然的に総合計画あるいは総合戦略が位置づいてくると考えます。 

 先日、小学校４年生の水の授業を参観させていただきました。河岸段丘で湧き出た水、湧

き水、神子柴の湧き水を誇りに思う子供さんもいました。もみじ湖から水ということで、生

活で我々は使っているわけですけど、水を大事にしよう。そうして今回の中学生議員の水資

源の利用や保全に対しての考えと村の施策とのつながり、自分の考えを持つ等の流れととも

に、今までの育ちの中でその流れを持つとともに村からの情報提供、これも今簡易版という

言葉もありましたけれども、合わせて行っていく。こういうのがあるよってもうずっと提示

云々ではなくて、私は必然的に出会うものだと思っていますので、そこを情報提供も合わせ

ながら大事というふうに考えております。 

 それから、ＳＤＧｓを学ぶ機会なんですけど、今後の取組についてですが、ＥＳＤのとこ
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ろでもお伝えさせていただきましたが、子供たちがしっかり学ぶ、それで学ぶ中には学校の

中だけじゃなくて地域に出て地域の方とというそこも当然大事な営みでございますので、し

っかり学んでいく、そのことがＳＤＧｓのゴールに近づくことになります。17の項目を知る

とかそういうこともうんと大事なんですけれども、実際の自分たちの生活あるいは経験の中

に立脚したもの、そことのつながりもうんと大事かなというふうに思っております。子供た

ちの学びを保障するために地域・行政がしっかり学びを応援する、そこを大事にしていきた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

議 長（山﨑 文直） 丸山議員。 

１  番（丸山 豊） これが本計画でこちらが概要版でありますもんですから、これ後で

村長にもお尋ねするところなんですけれども、なかなか分厚いもので、こちらは先日模擬議

会のときも村のほうから説明のあった、ＳＤＧｓのマークが入ったこういう概要版にこうな

っております。私自身は、この分厚いほうのところまでを知るべきかどうかっていうと、こ

れはちょっと何とも言えないところがあるかもしれませんけれども、やはり小学生はともか

くとしても、中学生くらいにこれは徹底されていてもよかったのかなというような気がいた

します。 

 私は正直言って、意見交換のときにこの説明をこういうのがあって、これがＳＤＧｓに結

びついているのが13ページと14ページ、それで156ページと157ページにこの本計画の中にＳ

ＤＧｓの説明があるわけですけども、こうやってなっていますよっていうようなお話を聞い

たときに確かにけげんな顔をされていて、無理もないなとは思ったんですけれども、この間

の一般質問なんかを聞いておりますと、どうしてもそこら辺のところに結びついていってし

まうっていう、後でこれはまたちょっと村長との話の中で出てくるかもしれませんけれども、

知っておいたほうがよかったのかななんて思ったりもしたところでございます。 

 だけど、学びの延長線に今村計画があるんだという教育長の、それが村の方針であるとい

うことであればそれはそれで仕方ないのかなとは思いますけども、私個人的には中学３年生

であったら知るべき、こういうものがあるくらいは知っていてもよかったのかなと思ったと

ころでございます。前向きに取り組んでといいますか、教育長が考えていただいて御答弁い

ただいてありがとうございました。 

 続いて、村とＳＤＧｓについて今度村長に伺います。 

 本来であれば、村長から先に村の姿勢とか取組を伺うのが筋でありますが、冒頭説明した

ように、私が中学生との関わりを優先したかったために順序を違えております。そこら辺は

御理解をお願いしたいと思います。 

 先ほども後期基本計画の策定に総合戦略を横断的に組み込んで、さらにＳＤＧｓをひもづ

けたのが本村の基本計画となっていると言いました。ちょうど村長が議員最後のときに、パ

ブリックコメントに意見を出されていたのを私も記憶しております。結果として、村長、策

定されたものを引き継いだという形になっております。村の施策は全てのものがＳＤＧｓに

関わっていることは一覧表に示したとおり明らかですが、先ほども申しましたとおり、この

本計画の中の156ページ・157ページにはリンクされているものが表になっておりますし、13

ページ・14ページには、そういうふうに組み込みますよっていうこういうお話もされており

ます。それについてお伺いいたします。 
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 通しで４点目となりますが、今さらながらの質問で恐縮です。昨年質問していればよかっ

たわけですが、中学生との意見交換で気づいたところでございます。 

 総合計画・総合戦略、2016から2025の総合計画を、村民に対し周知の必要はなかったかで

あります。この分厚い冊子を配布となると相当費用もかかるわけですが、あまり合理的では

ありませんし、概要版なら経費もそれほどでもないと考えます。パブリックコメントを求め

たから村民は知っているはずと考えたか、もちろん見たければホームページを確認できるわ

けですが、見ることもできない方もいるわけであります。 

 村民の多くは総合計画・総合戦略という言葉は知っていることと思いますが、中身の内容

となると疑問であります。配付は過去にも例がないようですが、概要版の配付はあってもよ

かったのではと思います。中学生に聞いても知りませんという返事は残念でしたし、やはり

知っていてほしかったなと考えますが、いかがでしょうか。 

 模擬議会の渡辺議員の質問に、概要版７ページの健康づくりの推進はＳＤＧｓ３の全ての

人に健康と福祉を、また９ページの学校教育の充実は、ＳＤＧｓ４の質の高い教育をみんな

になどとひもづいているという説明をされました。概要版が先に生徒の手元にあるだけでも

質問の幅が違ったりすると思います。先ほどの３番の質問の、村計画を周知してＳＤＧｓを

学ぶことに関連しておりますが、村民に対してはどうでしょうか。御見解をお願いいたしま

す。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号１番、丸山議員の御質問にお答えをいたします。 

 総合計画・総合戦略の村民への周知・広報は必要なかったのか、また模擬議会において概

要版が生徒の手元にあるべきではなかったのか、そういった御質問をいただいております。 

 まず初めに、模擬議会において、概要版の配付を事前に中学生に行っておくべきでありま

した。これは、議員御指摘のとおりであります。 

 村民への周知・広報の部分であります。総合戦略も含まれました第５次総合計画の後期基

本計画は、2021年３月に策定をいたしました。本編及び概要版共に村のウェブサイトにアッ

プロードし、アナログでは村役場の村民ホールや村図書館で閲覧できるようにしております。

また、2021年７月号の広報誌で３ページにわたり特集を組んでおります。その中でも、村の

計画とＳＤＧｓの関連性については御紹介をしたところであります。ここに全体を見れるウ

ェブ閲覧用のＱＲコードも入れておけばよかったなと感じた次第であります。今後、気をつ

けてまいります。 

 さて、御提案いただきました概要版の全戸配布であります。私も概要版を手元で読んでお

りまして確認いたしましたが、正直申し上げまして、読み物として興味を引く内容ではない

ので、これを全戸配布するには迷いがあるというところであります。例えば、代わりに村報

のページ数をぐっと増やしまして、そこで展開したほうが伝わりやすく分かりやすくなると

いう面ではメリットがあるのかなと感じたところであります。これから６次の総合計画に入

ってまいりますので、そのときには概要版を全戸配布するか、それとも村報のページ数を増

やして分かりやすさを優先するのか、そこの部分を検討して考えてまいりたいと思っており

ます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 丸山議員。 
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１  番（丸山 豊） 第６次の配付、本当に検討していただければそれなりにありがたい

なと思います。 

 子供たちの傍聴を聞いたときの質問とそれからその質問なんですが、やり取りの中でもう

ちょっと踏み込んだ質問が確かにできたんじゃないかというのが私が傍聴席にいて受けた印

象でしたので、そんなようなことをちょっと例にして、村民に対してもということでお話さ

せていただいたところでございます。 

 なかなか村民も、今村長も言われたとおりこれ興味を持って見るかっていうと、なかなか

そういうようなわけにはいかないと思います。必要なときにちょっと辞典代わりに開いて参

考にっていうか、どんなふうになっているかなぐらいのものであろうと思います。だから、

私たち今村民の声を聴く会に回っておりますけれども、村計画がどうだっていう話はほとん

ど出てきておりません。だけど、地区計画に関する本当に身近な問題というのはたくさん出

てきておりまして、本当に議論が集中しているところの一つには、地区計画についての大き

い小さいで判断しちゃいけませんけれども、身近な問題は結構多いわけでございます。今回、

村計画を手元にっていうような意見を申し上げておきますが、ぜひ検討されてそんなような

格好に、コピーでいいと思うんですよね。私もこれ今コピーで出したんですけども、それで

いいと思いますのでお願いいたします。 

 ５点目に移ります。 

 ＳＤＧｓについて伺います。村内全体を見渡してもＳＤＧｓの絵文字・ピクトグラム・ア

イコンといいますか、ロゴマークなどの表示そのものはあまり見かけません。結局行政に関

わっている方たちのものになっているのではと思ってしまいます。先ほどから申しておりま

すが、折り返し地点に入っております。 

 隣の伊那市のことで恐縮ですが、市長は４月の選挙の折りに、誰ひとり取り残さないとい

うフレーズを使っておりました。ＳＤＧｓの基本理念となっております。そして、来年の予

算編成のテーマをこれは10月か11月の新聞報道をされていましたけれども、誰ひとり取り残

さない持続可能な未来都市の実現といたしまして、ＳＤＧｓの達成を念頭に置いて事業展開

を進めようとしています。まさに、総合計画・総合戦略を絡めて市民に分かりやすい方針を

示そうとしています。箕輪町の町長さんも持続可能なまちづくりというフレーズであり、似

ておりました。 

 本村でも総合計画・総合戦略をＳＤＧｓとひもづけてはいますが、この事業がＳＤＧｓの

何番とひもづいているかとか、簡単にはなかなか理解できないと思います。さらに、この取

組は行政だけでは意味がありません。村民一人一人がＳＤＧｓを理解し、自分のこととして

積極的に行動することが大切と考えます。最近見かけた環境リサイクル業者の丸中産業さん

のトラックには、この17項目のピクトグラムが左右の荷台にはってありました。取り組もう

という意識が現れていて、こういう姿を見て本当にうれしくなった次第でございます。 

 そこで伺いますが、村長御自身はＳＤＧｓについてどのようなお考えをもっているかお伺

いいたします。 

 また、国調査を見ますと、昨年のＳＤＧｓを推進している自治体状況では、管内において

は昨年の11月時点で伊那市・駒ヶ根市・辰野町・飯島町が推進団体となっており、本村は入

っておりません。ＳＤＧｓ達成に向けた取組状況は４段階に分かれておりますが、これ４段

階に分かれておりまして、推進している、今後推進していく予定がある、今後推進を検討し



62 

ていく予定がある、推進しておらず今後推進していく予定もないということが2018・2019・

2020・2021年まで表になってきておりまして、推進している、今後推進していく予定がある

が、どんどんどんどん増えてきているというのがこの調査の結果になっております。 

 多分、このうちの村にもこのアンケートはあったと思うんですけれども、このアンケート

にはどう対応されたでしょうか。どこに当てはまるでしょうか。そして、村民に対してどの

ように周知・広報をしていくかお考えをお願いいたします。 

 また、さらに諸団体・民間企業の協力は不可欠と思われます。これらは村長のお考えにリ

ンクしますが、いかに進められるかお願いします。 

 中学生の模擬議会でＳＤＧｓ推進課設置の提案がありましたが、村長答弁も理解できます。

小規模な村ですから、私も広報係で賛成でございます。ＳＤＧｓの係において、どのように

村民に対してＳＤＧｓを広めていくかを研究することが第一歩ではないでしょうか。このピ

クトグラム・ロゴマークの展開もあるでしょうし、職員の研修も大事になってくると思いま

す。係の業務が増えることになりますが、やはり旗を振るのは行政の役割ではないでしょう

か。 

 施策政策事業と常日頃やっている事業なんですけれども、ＳＤＧｓを関係づけ発信するこ

とが役割になるだろうと考えます。また、個人や家庭でできるＳＤＧｓもかなりのボリュー

ムですが、行政の身近な取組であります。中学生も世界共通の目標に取り組もうとしており

ます。ＳＤＧｓをひもづけたと言いますが、総合計画・総合戦略も配布もされてなければ推

進しているとは言えないし、自分でプリントアウトもなかなか積極的にするとは思えません。

世界の潮流ですので検討されてはいかがでしょうか。御答弁お願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 多く質問していただいておりますので、一つ一つお答えをいたし

ます。 

 まず、私個人のＳＤＧｓに対する考え方であります。個人の考え方であり、これをそのま

ま行動・アクションに移すわけではありませんので、それを前提にお話をさせていただきま

す。 

 ＳＤＧｓにつきましては、持続不可能な社会・経済・環境を持続可能なものへと移行する

こと、そして世界から貧困をなくすこと、この二つが柱になっていると私は認識をしていま

す。そのために、誰一人取り残さない理念の下、改善や変化ではなく、国連は変革的な手段

が必要とうたっています。そのような変革を必要とする状況を招いたのは、現状の経済構造

維持のために財政赤字を押してマネーを乱発している先進国政府の動きや、多国籍企業の巨

大化やグローバル化なども原因の一つであります。 

 成長によって得られた利益が徐々に貧困層に滴り落ちる、トリクルダウン理論も機能して

いないと言われていますし、まず最初に成長して、その後でクリーンアップするという現代

の慣行からも脱却していかなくてはいけないと思います。私たちは、そういった新自由主義

的資本主義経済システムから発する構造的な問題を解決していかなければならないと思いま

す。 

 構造的な問題とは、例えば豊かな国の農業補助金が貧しい国の不利益になっていることや、

豊かな国で暮らす人々の生活様式や消費行動が、絶対的貧困状態で生活を強いられる人を生

み出す原因になっていることなどです。行政主導で既存の政策をピクトグラム等を示してＳ
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ＤＧｓ的に修正して実施するだけの形では、変革というものを実現することは困難でありま

す。地域社会の中にＳＤＧｓの理念が深く織り込まれ、人々の理解と参加を基にした行動が

起こっていかなければ変革は行われないと感じます。 

 地方創生も2017年から本格的にＳＤＧｓがうたわれ始めましたが、もともとあった地方創

生という構想にＳＤＧｓの考えが後から取り組まれております。そういった中、村の状況に

落とし込みますと、地方自治体が果たすべき役割は、一つまずは、地域社会の中にＳＤＧｓ

の理念が深く織り込まれるように啓発を行いまして意識の変革を行うこと、また日常の暮ら

しが行われる地域で、例えば持続可能なローカル経済・有機農業・地産地消・フェアトレー

ド、今後の大芝の森林循環事業も村としてはいい例ですが、そういった変革に当たる事業を

ピクトグラムをつけて展開していくことではないかと私は考えています。 

 次に、アンケートへの対応であります。内閣府が実施いたしました令和３年度ＳＤＧｓに

関する全国アンケートの中に、ＳＤＧｓについて現時点で推進していますか、もしくは推進

していく予定がありますかという質問がありました。この質問で、推進していると答えた市

町村が先ほど議員からお示しいただいた４自治体でありますが、推進団体となっております。 

 村では、ここで推進しているではなくて、推進していく予定であると回答したため、推進

団体には入っておりません。理由といたしましては、自治体内部における普及啓発活動や住

民・地域・事業者・ほか自治体へのＳＤＧｓに関する情報の発信、成果の共有といった部分

が正直まだ取り組めていない状況であったため、そのように回答した次第であります。 

 次に、村民に対してどのように周知・広報をしていくかという御質問であります。繰り返

しになりますが、地方自治体が果たすべき役割は、地域社会の中にＳＤＧｓの理念が深く織

り込まれるように啓発を行い、意識の改革を行うことであります。そうなりますと、中学生

模擬議会で回答したとおり広報係、正式には現在は秘書広報係となっておりますが、そこで

責任を持って取り組んでいく体制を整えることが一番明確になると現在は考えております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 丸山議員。 

１  番（丸山 豊） 確かに係の中ではそんなふうな、傍聴席にいてつくっていただける

のかなとかいうそんなような期待は確かに持っていましたので、ぜひそこら辺のところはし

っかり取り組んでいただきたいなと思っております。 

 この取組状況、この時点はということで今お話をいただいて、今後推進していく予定があ

るということでございますので、ぜひ推進していっていただきたいなということでございま

すが、その理由として、先ほどもなかなか周りが、周りがというとちょっと語弊があるかも

しれませんけれども、環境がそこまでいってなかったというのが一つの理由になっていると

いうことでございますので、私もちょっと後で気がついたんですけど、村民の関心をどのよ

うに村長が考えているかっていうのをちょっと聞きたかったかなというのが実は後からちょ

っと思ったところなんですけども、だからそこまでも村民の皆さんは関心を持っていなかっ

たというふうにも今理解できますし、ちょっと企業のほうの話で伊那谷経済動向っていうア

ル信が出している中小企業景気レポートで、最新版というか10月に出したものなんですけど

も、１年に４回出す資料になるわけでございます。この中に、今回特別調査ということで中

小企業における持続可能な開発目標、ＳＤＧｓの取組状況についてということがこの最後の

ページ、この２ページにわたってＱ＆Ａのような形というか、問１、答えというような形で
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出ておりました。これは、アル信が取引している193社、上伊那を中心としているわけなん

ですけれども、ここにちょっと一つ二つ紹介したいと思いますけれども、認知度とか情報源

ということについて、ＳＤＧｓについて取引している193社の相手方に対して、どのように

認知度はありますか、あるいはどのような機関から情報を得ていますかということ、その調

査なんですけれども、認知度については意味はある程度分かるを回答した企業っていうのは

最も多くて55％で、続いて内容までよく知っているというのが22.6％。だからここまでで

78％ぐらいなもんですから、かなり認知はされているっていうふうに理解はできます。 

 それで情報源についてなんですけれども、報道機関・テレビ・新聞等でというふうに回答

した企業が61％、ほいでその後、国・地方自治体と商工会の関係ということが11.3％ずつで、

ここだけでもう八十何パーセントになるということなんですが、国・地方自治体の情報源と

いうのが非常に少ないなというような印象を受けるところでございます。 

 だから、ここら辺が村がもし行政が主導してっていうことになると、先ほどの伊那市の例

もありますが、伊那市が来年の予算編成で取り組もうとしている姿勢があれば、大分ここら

辺も増えてくるのかなというふうに、そんなふうに理解できるところでございます。だから、

今の村長答弁も裏づけているかななんて思ったりもするわけですけれども、関心もあってい

ただいてこれからも進めていただけるようなそんなような印象と取りましたので、そのよう

に理解していきたいと思います。 

 それでは、最後の質問にいきます。 

 職員について伺います。今年の４月頃からでしょうかと原稿に書きましたら、担当課長の

ほうから昨年の11月頃からということでありました。胸にＳＤＧｓのバッジが見られるよう

になりましたということでございます。今までと違って取組に拍車がかかり、意識改革が進

むかなと思っておりましたが、様子は昨年と変わらない感じがいたします。見えないところ

で変化があるかもしれませんが、ＳＤＧｓに対する職員の認識具合、度合いはいかがでしょ

うか。 

 理事者・職員からの日頃の発言にあるかといえばそうでもなく、村内がそうであるように、

庁舎内もピクトグラム・ロゴマークなどは見られません。世界は共通する目標としてＳＤＧ

ｓに取り組んでおります。本村でも再生エネルギー・健康増進や教育など、ルーチンとして

の施策・政策の事業取組はもう十分果たしていると思いますが、意識して取り組むことで世

界の目標を共有することになり、モチベーションが高まるのではと考えます。 

 順序として、やはり庁舎内の職員からでしょうか。村長の所感を伺います。お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 庁舎内の職員をまず初めにという御質問であります。 

 庁舎の対応であります。今年度、職員向けのＳＤＧｓ・カーボンニュートラル研修会を開

催しました。約30人が受講しておりまして、こういった取組は来年度も引き続き実施して、

職員の知識向上や気づきを図ってまいりたいと思います。また、県町村会の職員研修におい

てもＳＤＧｓが組み込まれたカリキュラムがありまして、こちらも毎年数名が受講している

ような状況であります。このような基本的な取組は継続をして認知度・気づきを高めてまい

りたいと考えております。 

 ＳＤＧｓは、日本国内において新たな用語として非常に短期間で広がったものであります。

世界に目を向けてみますと、ＳＤＧｓよりかはＥＳＧやダイバーシティ＆インクルージョン、
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またカーボンニュートラル、そういったところも注目を浴びておりまして、重要な取組であ

ると考えております。 

 そういった中、世界の目標の共有という話がありました。先ほども申し上げましたが、持

続不可能な社会・経済・環境を持続可能なものへと移行すること、そして世界から貧困をな

くすこと、その目標実現のために誰ひとり取り残さない理念の下、改善や変化ではなく変革

していく必要があるということです。 

 私としては、この目標を例えば大芝高原の森林循環事業、これは村の中でも大きな変革に

当たると思います。そういった誰もが分かる行動できる形、分かりやすい形に落とし込んで

展開していくときに、例えばピクトグラム等をつけて展開していくことが、職員のそういう

ことなのかというとこでモチベーション向上にもつながるのではないかと考えております。 

 同時に、先ほど述べました世界の構造的な問題、そういったところも皆さんに気づいても

らえれば何よりと考えているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 丸山議員。 

１  番（丸山 豊） うちの村は、令和２年に気候非常事態宣言をこうやって出しており

まして、2050年には二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指すということも宣言し

ておりますので、ここのところにもしっかり取り組んでいかなければいけないかなとそんな

ふうに思っております。いろんな計画があることは十分私自身も承知しておりますので、議

会のほうからも一生懸命応援もしていきたいと思っております。 

 私自身も、ＳＤＧｓに対しまして本当に消極的だったということは感じております。中学

生との意見交換とか模擬議会などを通して、積極的にならなければいけないかなということ

を勉強させていただきました。できる範囲でしか取り組めませんけれども、世界共通の目標

に向かってしっかり中学生に負けないように取り組んでいきたいなと、そんなふうに思って

おります。そんなような決意をお話しいたしまして、私の質問を終わらせていただきます。 

議  長（山﨑 文直） これで、１番、丸山豊議員の質問は終わります。 

 ただいまから、午後１時30分まで休憩とします。 

   休憩 午前 １１時３０分 

   再開 午後  １時３０分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 ８番、唐澤由江議員。 

８  番（唐澤 由江） ８番、唐澤由江です。あらかじめ通告しました６点について質問

いたします。的確な御答弁よろしくお願いします。 

 １、村一般職の職員給与改定の実態は。 

 この制度の見直しは、主にはどんな目的で一度引き下げた給料だが、なぜ今値上げなのか

お伺いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号８番、唐澤議員の御質問にお答えをいたします。 

 一度下げた給料、なぜ値上げなのかという御質問であります。 

 人事院の給与勧告は社会一般の情勢に適応した適正な給与を確保する機能を有するもので

あり、国家公務員の給与水準を民間企業の給与水準と均衡させることを目的に行っており、
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毎年上げ下げが行われております。月例給につきましては、国家公務員と民間の４月分の月

例給を調査した上で比較し、得られた較差を埋めることを基本に勧告が行われ、期末勤勉手

当につきましては、民間のボーナスの直近の１年間の支給実績を調査した上で勧告が行われ

ております。 

 村の職員の給与につきましては、国の人事院勧告に倣ってきているところであります。今

年度の人事院勧告につきましては、３年ぶりに月例給・ボーナス共に引上げの勧告がなされ

ました。また、今年度は例外的に期末手当の引き下げを６月に行っております。これは、人

事院勧告に伴う国の法案、例年ですと12月までに成立されますが、昨年は遅れが生じており

まして、今年の４月に法案が成立したため、本村でも６月議会で条例改正の提案をさせてい

ただきました。 

 国の動向によりまして、今年は６月と12月、同じ年度内で給与の引き下げと引き上げが行

われる結果となったものでありますので、御理解いただければと思います。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 物価高騰・円安・ウクライナ侵攻など、マイナスイメージが強い

わけですけれども、永田町の職員が国家公務員を辞めて給料の良い民間にいってしまうとい

うような記事を見たことがあります。 

 ２番に移ります。 

 初任給については、大卒3,000円、高卒4,000円引き上げるといいます。会計年度任用職員、

再任用の職員何人分なのかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 伊藤総務課長、お願いします。 

総務課長（伊藤 弘美） 今回の給与改定の内容でございますけれども、初任給を大卒程度

の者で3,000円、高卒程度の者で4,000円引き上げまして、若年層の俸給月額を平均0.3％引

き上げます。さらに、一般職のボーナスにつきまして、勤勉手当を年間0.1か月分引き上げ

るというものでございます。初任給の引き上げにつきましては、民間企業における初任給の

動向を踏まえたものでございますけれども、これに伴いまして30歳代半ばまでの職員、そち

らまで一定の改善が及ぶように俸給月額の引き上げがされたものでございます。 

 再任用職員につきましては、現在５名の職員がおりますけれども、勤勉手当を年間0.05か

月分引き上げるものとなるものでございます。会計年度任用職員につきましては、短期雇用

を含めますと12月現在で320名の職員がおります。正規職員の若年層の俸給月額が0.3％平均

ですけれども引き上げられることに合わせまして、現在の報酬単価を0.3％ほど引き上げま

して、来年度から適用していく予定で思っております。 

 以上でございます。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） ３番に移ります。 

 ４月に遡及適用される影響額は幾らでしょうか。 

議  長（山﨑 文直） 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） 今回の給与改定によりまして、４月に遡及適用される影響額の御

質問だと思います。 

 村の一般職の人事院勧告による影響額ですけれども、給料がおよそ207万円、期末勤勉手
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当が約556万円の増額となる見込みでございます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 分かりました。ありがとうございました。 

 ２番に移ります。農業支援をさらに拡大を。 

 埼玉東洋ライス工場を研修した。全農から村の金芽米が集約されている。村の風の村米だ

より作付の経過と補助金の経緯は。お聞きしたいと思います。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 村の風の村米だよりの作付の経過と補助金の実態、また通告では

米の精の散布状況もお聞きいただいておりますので、合わせてお答えをいたします。 

 まずは作付の経過であります。2015年に、森の大地から風の村米だよりに名称変更が行わ

れました。2017年に風の村米だよりとして、水田台帳に作付面積としてカウントが始まって

おります。2017年からの経過であります。2017年14.51ヘクタール、2018年26.1ヘクタール、

2019年33.3ヘクタール、2020年48.6ヘクタール、2021年53.5ヘクタール、今年でありますが、

60ヘクタールの予定でございます。 

 次に補助金の実態であります。2018年から2020年まで３年間限定で新規作付した水田に10

アール当たり１万円、また2018年以前から作付している水田に対しましては、10アール当た

り5,000円で交付金助成を行っております。金額といたしまして、2018年が209万600円、

2019年が275万8,850円、2020年が422万5,750円であります。また、2021年からは米の精、こ

ちらの購入助成といたしまして、10アール当たり3,000円の交付金助成を実施してきました。

こちらの実績は、2021年160万4,880円であります。 

 最後に、米の精散布状況であります。米の精は、2019年より東洋ライス工場の精米過程で

生成される米ぬかであります。これを水田へ施肥し栽培試験を進めてきたところ、食味が向

上いたしました。そこで、2020年から出荷販売される全ての風の村米だよりの作付水田で米

の精を施肥しております。2020年産から米の精散布助成を行っておりまして、10アール当た

り約800円の交付金助成を行っております。 

 実績といたしましては、2020年34万5,838円、2021年は散布する米の精を増やしましたた

め、67万7,477円となっております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 金芽米の東洋ライスは昭和36年に創業し、初めは精米機メーカー

として売っていたんですが、今では金芽米・ローカット玄米を売っています。本当に糖質

32％カットで食生活の向上を目指し、先ほどのＳＤＧｓの14項目を達成しているということ

で、１日70トンの一元管理をし、銀座に本社、和歌山に工場があるということで、すばらし

い成長企業であるなと本当にみんな感心して帰ってきたところです。 

 また、従来20分を１分30秒で精米ロスが減りメリットがあるというようなことで、この風

の村米だよりを食べたことによって、健康イメージがうんと出ているということが言われま

した。東京大学工学部の研究で、近い将来に世界複数の地域で過去最大の干ばつが常態化す

るということが言われております。長野米は評判がいいので、また助成金を出して村で生産

拡大をしていったらどうかなと、本当に米を作って2050年には輸出を増やしたいというよう
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な話がされ、長野は虫が少ないので農薬を減らせると、長野のお米は日本で一番少ないので、

またぬかや米油も盛んだというような話をされました。 

 そこで、村でまた助成金を出して生産拡大できないかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 風の村米だより、村をさらに助成金を出して生産拡大できないか、

米だよりに限らず長野のお米というところであります。 

 まず初めに、2022年産主食用米の情勢につきましては、コロナ禍の影響によりまして民間

在庫量の過剰が続いております。また、新型コロナウイルス感染症の拡大や食生活の多様化

によりまして、業務用米を中心に需要の減少が懸念をされているというところであります。 

 そういった中、先月末に発表されました2023年産米生産数量目安値につきましては、上伊

那全体で面積換算で前年度比マイナス84.4ヘクタール、南箕輪村当村におきましては、マイ

ナス4.5ヘクタールと来年産米も非常に厳しい数値目標を提示されているところであります。

引き続き、需要に応じた米の適正生産に取り組んでまいらねばならないという背景もござい

ます。 

 そういった中、村が生産推進しております特別栽培米風の村米だよりにつきましては、先

ほど申し上げたとおり、年々作付面積が拡大しておりまして、60ヘクタールに今年いよいよ

達するというところであります。引き続き先ほど申し上げましたが、米の精の購入散布に対

しましては助成金を交付してまいりたいと思いますし、今いろいろな肥料、そういったもの

が高騰している中で、風の村米だよりで使っている鶏ふん、こちらが今後値上がりするよう

であれば、そちらについては村としても支援をして、この風の村米だよりの作付面積拡大に

つながるように検討してまいりたいと考えているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） ありがとうございました。 

 ３番に移ります。福祉の充実を、医療的ケア児の支援を。 

 重度心身障害児のコーディネーターが必要で、上伊那には配置されていない。特に在宅で

親がケアしている例が多く、困りごとを抱えるケースが多い。重度心身障害児コーディネー

ターの配置を上伊那広域連合等で考えることはできないか。お聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 医療的ケア児の支援をという中で、まずは重度心身障がい児のコ

ーディネーターを広域で配置することはできないかという御提案であります。 

 医療的ケアが必要あるいは重度の心身障がいのあるお子さんは、現在村内に約10人程度お

られると把握しているところであります。重度心身障害児コーディネーター及び医療的ケア

児コーディネーターについては、御指摘のとおり、上伊那圏域に現在広域で配置されてはお

りません。そのような中、村では生まれてから保育園入園までは、主に保健師と子育て教育

支援相談室、小学校入学後は教育委員会、福祉サービスを利用する場合はたけのこ園の職員

や相談支援専門員といったように、その都度関わる職員等が支援のコーディネーター役を担

っているというのが現状であります。 

 また、たけのこ園におきましては、独自で医療的ケア児等コーディネーターを配置してお

りまして、保育園や小学校内でのケアについて、相談・支援を行っていただいているところ
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であります。障害サービスを利用しているお子さんは相談支援専門員が担う役割が大きく、

こういったところの連携も重要となってきております。 

 そういった中、上伊那で組織いたします上伊那圏域地域自立支援協議会では、重心要医療

的ケア部会が中心となりまして、医療的ケアが必要なお子さんの支援体制について、現在の

広域的な課題を整理するために、各市町村の現状についてヒアリングを行っていただいてお

ります。 

 同時に、新生児期から入園前、また入学後から学齢期まで年齢を区切って、ステージごと

に課題を整理した上で、支援者の役割について共通認識を持ち、明確化しステージ間の移行

をスムーズにつなぐための作業も行っていただいているところであります。村でも、子育て

世代包括支援センターにて重心医療的ケア部会を設置いたしまして、情報共有や支援体制に

ついての検討を行っております。 

 こういった現状を踏まえまして、議員御提案の上伊那圏域にコーディネーターの設置をと

いうところでありますが、現在市町村ごとにニーズが違い、圏域としての配置については村

だけで判断することが少し難しいかなというところでありますので、今後先ほど申し上げま

した上伊那自立支援協議会、そこでヒアリングを各市町村で実施していただいておりますの

で、課題の整理とともにその結果を受けて、これから協議していく内容であると捉えている

ところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 訪問看護ステーションと国の障がい児の通所施設との連携ってい

うのが今やっているようなんで、私の友人である看護師がある近くの施設の事業所訪問看護

師をしておりまして、その方の意見としては、斉藤診療所のｴﾝﾄﾞｳさんという人がいいとい

うようなことをおっしゃってはおりました。そのことをつけ加えておきます。 

 次の質問に移ります。 

 健康増進の推進、森の交流施設運動講座、完全予約制だ。予定が立てられず予約ができな

い。予約しないでも参加させてほしい。スマホの活用で予約はできないかということでした。

この間、産業課が行っているというので産業課へ行ったら健康増進課だということで、この

予約表というか日程表、12月の日程表を見させていただきました。 

 質問は、予約をしなんでも受けれるようにできるかどうか、お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 健康増進の推進という大項目の中で、森の交流施設運動講座、こ

ちらを予約なしでできないか、またスマートフォンの活用はという御質問をいただいており

ます。 

 健康福祉課所管の森の交流施設運動講座は、現在週に５日ほど開催しております。また、

新型コロナウイルス感染防止対策として参加者の密集を避けるため、人数を絞るために予約

制としておりまして、健康福祉課で電話予約という形で受け付けております。また、産業課

所管の森林セラピー体験講座、こちらは４月から11月まで土曜日の午前中を使いまして、合

計17回開催をしております。こちらも事前予約を産業課で受け付ける形としております。 

 完全予約制を改めてほしいという御提案でありますが、結論といたしましては、今のとこ

ろは完全予約制を継続したい考えであります。理由といたしまして、参加者数の把握が必要
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なこと、ガイドがおりまして一人のガイドで見れる定員に限りがあること、天候やコロナの

感染拡大によって急な変更に対応する必要性があるためであります。 

 インターネットの予約受け付けについては、現在庁内の情報化推進部会、立ち上げており

ますので、そちらで検討するよう促してまいりたいと思います。 

 非常にこの森の交流施設運動講座は人気でありまして、私といたしましても、この健康づ

くりについてはどんどん種類とか曜日を増やしてやっていきたいと思っております。先日の

打ち合わせでは、来年度からぐっと健康づくりの講座いろいろなものが増えてまいりますの

で、そういったところも活用していただいて、参加したいという皆さんの意欲をそがないよ

うに工夫してまいりたいと思います。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 二つの課にまたがって健康増進をしていくということは、また大

芝高原のウオーキングも入っているということで、さらにレベルアップをしてほしいと思い

ます。どんなスタッフが関わるのかというのは先ほど村長の中でお話を伺いましたので、何

か詳しくありますか。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） スタッフにつきましては、運動指導の資格と森林セラピーガイド

の資格を持つ健康コンシェルジュが今中心となって担当しておるところでございます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 予約をしといて、行けれなかったらキャンセルをすればいいとい

うふうに思うんですが、何かどうしても行きたいんだ行きたいんだというようなことで、大

泉の村民の声を聴く会の中でちょっと強く言われましたので、今回お聞きした次第です。は

い、分かりました。 

 次に移ります。 

 社会教育の推進と公民館活動を円滑に。 

 １、山村うたごえの輪の活動が20周年を迎え、文部省唱歌が中心だが、高齢のため手助け

することは可能か。平成14年５月４日から69歳で始め、20年89歳となりました。手助けで録

画撮り鑑賞会やゆずりは学級や地区社協活動にも活用できると思うが、倉田加代子さんは元

教員で、私が保健師時代に知り合いました。歌声を通じて人の輪をつくりたいという思いが

強く、はじめ塩ノ井コーラスを始めたそうです。13年やって、当時の公民館長さんに相談し、

村全体でやりたいということで、それは良いことだということでシャンソンにかこつけ、山

村うたごえの輪を文化団体として開催し始めました。 

 コロナ禍中は自粛していましたが、今年は４回目をさよならコンサートと銘打ち、12月３

日に開催しました。多くの村民が村公民館の大会議室に集まりました。ピアノ・フルート・

総合司会、生演奏をバックに存分に歌って満たされた気持ちでした。曲はお正月・野菊・き

よしこの夜・三百六十五歩のマーチ・若者たち・いつでも夢を・寒い朝・村民歌・ふるさ

と・隣組・脳いきいきのうたで、締めはレッツゴーナウでした。21ページにも及ぶ冊子は宝

物です。 

 10月にやったときに前回リクエストがありました。村民歌です。作詞、加藤明治先生、作
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曲、遠藤温子先生、この村民の歌は、昭和36年６月15日に制定され、その当時、農業協同組

合農事有線放送に朝晩流れました。しかし、次第に忘れ去られていました。あるとき、ある

議員の一般質問で見直しの意見があり、それから平成19年村公民館の講座で歌われＣＤを作

成、オーディションで選ばれた滝澤明由美さんは、加藤明治さんのお孫さんです。 

 公民館とは、地域住民が社会教育推進する拠点施設として中心的な役割を果たしています。

公民館は仲間同士が集い、学び、結ぶことを促し、人づくり・地域づくりに貢献しています。

こういったことを私もできる限り応援したいと思いますが、高齢者全体の意識・啓発を図っ

ていただきたいと思いますが、教育長のお考えをお伺いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 議席番号８番、唐澤由江議員、社会教育の推進と公民館活動に

山村うたごえの輪を継続できるようにという御質問でございます。 

 私思っているのは、公民館活動は自分を発見・再発見、その村民の方の中核となるところ

かなという、そんなふうに思っているところでございます。 

 山村うたごえの輪ですが、今お話がありましたように、村内で議員から20年というお言葉

がありましたけれども、長く文化活動をされている団体であり、一時期は村の文化活動の普

及と進展を目的とする南箕輪村文化団体連絡協議会にも所属されていて、主催の方、倉田先

生でございますがには、協議会役員を平成21年から24年まで４年間にわたってお務めいただ

いておりました。令和３年４月に協議会から脱会というか距離を取られ、現在は協議会に所

属せずに活動をされている団体の一つと認識しております。 

 教育委員会では村文化団体連絡協議会の事務局を担っておりますが、特定の加入団体に対

しての支援・援助は行っていない現状でございます。個別に活動している団体に対しても、

同様の対応とさせていただいております。現在、村には村文化団体連絡協議会に所属されて

いる団体が28団体、村公民館を利用されている個人サークルが約25団体ございます。教育委

員会といたしまして、従来から運営や活動の維持につきまして各団体が主体となって行って

いただくことを願い、大切にしてきております。今後も、特定の団体に教育委員会が存続等

の支援や援助を行うことには難しさがあるかなと、そんなことを考えております。 

 公民館を活動の場とされていますので、今議員お話の12月の３日の山村うたごえの輪とい

うこれ歌集でございますが、倉田先生が原稿をつくられてスタッフが印刷・とじ込みという

そういうことで、これを活用されてさよならコンサートが行われたというふうに思っており

ます。なので、原稿をお預かりしてコピーをしたりとか、あるいは公民館にある機材、例え

ばプロジェクターの貸出しなどについては今までも行っており、また今後も継続してまいり

たいと思っております。よろしくお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 教育長のおっしゃるとおり自主的にやっておりまして、できる限

りやるということなんですが、たまたまその日に２日前にハプニングがありまして、転倒し

てちょっと救急車で運ばれて、もう到底中止にせざるを得なかったんですが、私とほかの人

がちょっと駆けつけたりして12時から準備をして、やっとグッドバイさよならコンサートっ

ていうのができたと。私、罰が当たったんだよねと、罰は当たらんと思うけども、やはりそ

の程度の罰でよかったんじゃないかね、お年寄りはすぐ転倒してもう骨折したりするわけで

すけれども、やることができたということは、やっぱり守られているんじゃないんですかっ
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ちゅう話をして、おかげさまでした。 

 現在公民館長さん不在だが、後任はどうなさるのかお聞きしたいと思います。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 現在、公民館長不在ですが、後任はということについてお答え

いたします。 

 現在、公民館長は私が兼務しておりますので、不在ではないというふうに御理解ください。

10月から兼務ということで動いていますが、力不足を感じて、なかなか公民館に正直言って

行くことができないかなって申し訳ないと思っているんですけれども、公民館主事それから

公民館活動推進委員がしっかり動いていますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、後任につきましてですが、来年４月には新公民館長を任命する予定でおります。よ

ろしくお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） ありがとうございました。 

 やはり公民館長っていうのは、やっぱり公民館活動を応援して社会教育を推進するという

大変な任務がありまして、重要なポストだと思います。かつて私が男女共同参画の講座を公

民館長と一緒に開いたことがありまして、そのときの先生は生涯学習とは何ぞやっていう、

勉強になったような気がするというような高齢の方のお話を聞きました。そのときに、もう

日だまりがほしいもんですから、カーテンを開けて引っ張ってこうやってやったらホックご

と取れてだーっとこういうふうになっちゃって、こんなふうにちょっとしたことかもしれま

せんが、公民館長がいて管理監督をしてもらったほうがいいよと思った次第です。よろしく

お願いします。 

 次に移ります。 

 女子中学生の体調は、信大病院のジュニアアスリート外来で女子７割に生理不順や月経困

難があるといいます。授業や部活で、栄養不足や貧血などの悩みや相談の実態はいかがでし

ょうか。教育長にお伺いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。養護教諭といいますか中学校の関係でございま

すが、現在保健室、養護教諭への相談内容なんですけれども、議員御質問されている信大の

ジュニアアスリート外来での相談の内容は、養護教諭では相談を受けていないということで

ございます。 

 相談が中身・内容は一番多いというか多くは、成長期ゆえの足・腰等の痛みが主な相談、

そういうふうに聞いています。急激に身長・体重も増加し、運動により体も引き締まって体

重が減少したりするがゆえで、疲労がある状況もあります。生徒の状況により、休養あるい

は医療機関の受診を勧めているところでございます。よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員。 

８  番（唐澤 由江） 月経不順っていうのは、正常月経が周期が25日から38日で、６日

ぐらいずれることもあるということで、月経困難症とかそういうものは身近なその女性特有

の内分泌疾患から起こるということですが、今はダイエットとかストレスによるホルモンバ

ランスの乱れや、悩みや不規則な生活などがあるかと思います。今後とも、女子中学生の体

調管理について十分に注意をされて、子供たちが元気に活動できるようよろしくお願いしま
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す。 

 これで私の一般質問を終わります。 

議  長（山﨑 文直） 唐澤議員、２番の養護教諭の件はいいですか。 

８  番（唐澤 由江） 先ほどお伝えしていただいて、相談件数はないというふうにお話

を伺いました。 

 これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

議  長（山﨑 文直） 今の８番、唐澤由江議員の質問はこれで終わります。 

 ただいまから、２時15分まで休憩とします。 

   休憩 午後  ２時０３分 

   再開 午後  ２時１５分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 ７番、加藤泰久議員。 

７  番（加藤 泰久） ７番、加藤泰久です。通告どおり、３件について質問をいたしま

す。 

 県下一若い村と言われる本村でも、年々高齢化が進んでおります。そこで、高齢者問題に

ついて質問をいたします。 

 核家族化や少子化により子供が遠遊地での就学・就職・結婚により、村内においても高齢

者居住住宅が増えております。それで、まず１番目の本村における独居老人・高齢者の独り

住まいや老老介護をしている高齢者夫婦のどちらかが介護しているというような実態数は何

人ぐらいいるか、お答えをお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号７番、加藤議員の御質問にお答えをいたします。 

 高齢者問題という大項目の中で、独居の老人・老老介護者の実態数はという御質問であり

ます。最初に独居の老人、独居高齢者の実態数でありますが、最新の2020年度の国勢調査、

こちらによるデータでは、施設利用者を除く独居高齢者の世帯数は、村では508世帯であり

ます。全世帯のうち８％程度となっておりまして、組で考えますと、24世帯ある組ではその

うち２組が独居の高齢者となりますので、決して少なくない数字であると捉えております。 

 次に老老介護、そういったところの実態数でありますが、こちらは正確な数字を把握しに

くいところであります。参考の数となりますが、住民基本台帳のデータで要介護１以上の介

護認定者がいる65歳以上のみの２人以上の世帯を抽出してみました。その結果、その数は80

世帯というところであります。 

 独居高齢者・老老介護者の実態数については、以上であります。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） いずれにしても、村民からすると割と少ない数でおりますが、こ

れがますます増加の傾向にあるとこのように思っております。 

 そうした中で、それらの皆さんが一番心配する部分があるかと思いますんで、２番目に移

りまして、老人性痴呆、この言葉は古い資料により抜粋したのでありまして、適切ではない

ものと思いまして、これは認知症と訂正させていただきます。 

 認知症が今問題になっておりますが、認知症の村内におけるところの患者数については把

握なさっているか、お聞きしたいと思います。 
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議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 老人性認知症の患者数、把握しているかという御質問であります。 

 老人性認知症の患者数につきまして、幾つかのデータを基にお答えをいたします。 

 まず、地域包括支援センターでは介護認定の際に使用している主治医意見書を基に、要介

護状態となった一番の原因と考えられる主疾患の統計を取っております。この統計によりま

すと、2021年度末の介護認定者540人のうち、認知症が原因であった方は171人でありました。

疾患名のうち最も多いものでありまして、介護認定者の31.7％を占めています。また、主治

医意見書には認知症日常生活自立度を判定する記載もございまして、これが２以上、２とは

日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意

していれば自立できる状態、これが２でありますが、これが２以上、２より悪いということ

ですね、２以上と判定された方を抽出いたしますと、2022年９月時点で303人であります。 

 日本全体における65歳以上の認知症の人の数は、2020年現在約600万人と推計をされてお

るところで、2025年にはそれが100万人増えまして約700万人、高齢者のうち20％が認知症に

なると予想されているところです。本村においては、現在高齢者人口の約８％が認知症とい

うところでありますので、その割合については、全国と比べますと低い状態であるというこ

とが分かりました。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） いずれにしましても、認知症が認められている方が今後増えてま

いると考えられております。 

 ３番目に移りまして、認知症の予防策はどのようにというようなことで質問をいたしたい

と思います。 

 認知症を正しく知る講座等が開かれて開催されておりまして、啓蒙活動はしておられると

思いますが、健康教室や元気アップ等の教室においての活動の中で、高齢者に生活習慣や運

動や行動についての認知症予防の対策といいますか、お話というものはしておられるのかど

うか、その辺のところについてお尋ねいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 認知症予防策、講じているのかという御質問であります。 

 予防策として、様々な方法がテレビをつけるとメディア等で紹介されているところであり

ますが、予防効果について科学的な根拠がそろっているものはかなり限られているというの

が現状であります。様々な予防・介入方法のうち、身体活動や禁煙、栄養的介入は根拠が多

くそろっておりまして、糖尿病や高血圧の管理は強く推奨されているところであります。 

 そういった中、村では各地区公民館で行っております元気アップクラブ、介護予防教室で

ありますが、こちらに保健師と管理栄養士等が会場に出向きまして、健康講話を行っており

ます。昨年度は、まさに認知症の予防をテーマに生活習慣病と認知症の関係や食生活、運

動・睡眠等についてのことについて参加者にお伝えをしたところであります。また、認知症

サポーター養成講座、認知症を正しく知る講座など、認知症に関する啓発事業においても予

防について触れておるところであります。 

 課題といたしましては、このような介護予防事業や啓発事業への参加者数が少ないという

ところが挙げられます。今後は、広報の機会を増やしたり内容を工夫したりするなどして、
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参加者数を増やすことに努めてまいりたいと思います。 

 また、先ほど唐澤議員の答弁にもありましたが、村では来年度から健康づくりに関する事

業をぐっと増やしてまいります。そういった若い頃から健康づくりに関心を持っていただく、

そういったところも始めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） この認知症については、一生懸命なりたくてなる人はいなくてそ

れぞれ予防対策を練っているかと思いますが、これはいつ誰がなるかというようなことも測

定できておりませんので、４番目に移りまして、成年後見人制度の利用者はということで質

問をいたします。 

 認知症の進行などで老後の不安もある中で、安心して暮らすための成年後見制度があり、

健康福祉課にもこのようなパンフレットを置いてありまして、成年後見制度を利用している

方はどのぐらいの方がいるのか、それをお聞きしたいと思います。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 成年後見人制度の利用者数はという御質問をいただいております。 

 成年後見制度は、認知症・知的障害・精神障害などによって物事を判断する能力が不十分

な方につきまして、本人の権利を守る援護者を選ぶことで、その援護者イコール成年後見人

が本人に代わって法律行為や財産管理を行いまして、本人を守っていくそういった制度であ

ります。 

 成年後見人制度には本人の判断力の程度によりまして、後見・保佐・補助という三つの類

型がございます。また、本人がまだ十分な判断能力を有しているときに、あらかじめ任意後

見人となる方や、将来その方に委任する事務の内容を公正証書により契約で定めておく任意

後見制度、こういったものもございます。 

 成年後見制度の利用者数でありますが、現在村としては正確な人数を常に把握しているわ

けではありません。成年後見の利用申立となります長野家庭裁判所、こちらのほうで発表し

ているデータによりますと、村における利用者は2021年12月31日時点で成年後見が26人、保

佐が７人、補助と任意後見はそれぞれゼロ人となっております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） いずれにいたしましても、そうなった認知症またはそれぞれの不

安がある場合には、身近でおられる民生委員が大変活躍されておるわけでございますが、そ

の民生委員の待遇条件の改善をというようなことで質問をさせていただきます。 

 地域の高齢者や障がい者、または児童や母子世帯が身近で最も頼りになると思われる方々

が民生委員であります。私も民生委員についてはあまり深い知識がなかったので、ちょっと

調べた結果によりますけれども、今までやっておられた前民生委員の任期が４年の11月30日

までということで、民生委員活動で３年間大変御苦労であったと思っております。また、人

選によりまして、新任の民生委員の人選にも苦労をしたというようなお話も聞いております。 

 民生委員の組織については、村で推選された人が都道府県の設置された審議会で推選され、

厚生労働大臣の委嘱を受けて民生委員になると記されております。民生委員の立場は特別職

の地方公務員でありますが、しかし、民生委員法により無報酬というように記されておりま

す。また、民生委員においては守秘義務が課されております。 
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 民生委員は高齢者や障がい者、また児童とかそういう弱者の支援を行う地域福祉の活動に

は幅広い活動を行っております。このような大変な任務であり、どうしても必要な委員さん

である方々であります。民生委員の待遇条件の改善をと望むところでありますが、民生委員

法により無償というように記されておりますが、これは業務としては社会福祉協議会等の業

務とも深く関わっておりますので、その辺でうまく両方の組織を利用して優遇条件の改善を

望みたいところでありますが、お考えをお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 民生委員の待遇条件の改善をという御質問であります。 

 民生委員は、民生委員法で設置が定められておりまして、100年を超える歴史を持つ制度

であります。厚生労働大臣から委嘱をされまして任期３年間、また村では、児童福祉法に定

められた児童委員も兼ねていただいてるのが実情であります。今月12月１日付でこれは全国

一斉で改選がありまして、村でもこのたび14名の方が新規で16名の方が再任という形で、合

計で30名の皆様を委嘱したところであります。 

 民生委員につきましては、どの市町村においてもなかなか担い手が見つからないという状

況でありまして、当村におきましても、今回の一斉改選では、区長を中心に区の役員の方に

は大変な御苦労をおかけしたとお聞きをしているところであります。 

 待遇条件の改善についてでありますが、議員御指摘のとおり民生委員法では無報酬と規定

されてはおりますが、現在活動費として県から交付金がありまして、年間に一人当たり６万

200円をお支払いをしております。また、村では民生委員の職にある方全員につきまして福

祉事務調査委員、こちらを同時に委嘱させていただいておりまして、福祉関係の調査報告に

加えて、住民の福祉増進等について意見を具申していただいているところであります。この

福祉事務調査委員の報酬といたしまして、委員に対しまして年額12万4,800円、委員長は15

万6,000円、副委員長は13万8,000円を別途お支払いしているところであります。 

 これらの活動費や報酬額につきまして、2022年６月時点でこの上伊那管内の状況、県から

の活動費６万200円については、ほとんどの市町村が同額を支給しておる状況であります。

福祉事務調査委員に相当する報酬については、当村はほかの市町村に比べて高い水準という

ところであります。 

 企業の定年が延長されつつある現在では、今後も引き受け手の確保に難しさが出てくると

思います。そういったところではお金の面もそうなんですが、負担の軽減というところも重

要であると思っておりまして、村の事業に関わる民生委員による調査や証明等の業務の省略

化も進めてきたところであります。今後その観点では、例えば充て職で出ていただいている

ところの改善ですとか、定員の在り方については引き続き検討を進めることで、全体的に民

生委員の皆様の待遇条件の改善を進めていければとそういったところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） いずれにいたしましても、地域におきましても民生委員の方々に

関わっていただいている部分が大変多くありますんで、今後とも民生委員の方にはそれぞれ

の職務で一生懸命頑張っていただきたいと思いますが、それぞれ感謝もしながら、民生委員

の手助けができるような活動もしていきたいとそんなふうに思っておるところであります。 

 ２番目に移りまして、奥地林についてということで質問をさせていただきます。 
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 生産森林組合の解散という意向調査が出ておりますが、村としての対応について質問をい

たします。 

 令和４年３月の生産森林組合の総会におきまして意向調査が行われ、様々な意見や質問が

出ました。その生産森林組合の意向調査の報告会が先の11月13日に村民センターホールで行

われました。組合員の意向調査の結果は解散に78.4％賛成、反対に2.1％、分からないと回

答された方が19.2％と示されました。 

 入会林や入会山からの成り立ちや経過が説明されまして、昭和41年の入会林野近代化法が

制定されました。それに伴って、昭和42年３月31日に南箕輪生産森林組合が発足しておりま

す。そうした経過の中で、組合での森林保全維持管理について検討されてきたわけでありま

すが、解散におけるメリット・デメリット等を検証した結果が、解散に賛成が78.4％、反対

が2.1％、分からないと回答した人が19.2％という数字で表れました。 

 報告の内容または報告会の状況については、組合長が村長に報告したと聞いております。

村に寄附するという結論になって、その報告については村としてはどのように対応するかお

聞かせ願いたいと思います。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 奥地林についてという大項目で、生産森林組合の解散との意向調

査が出ているが、村としての対応はという御質問をいただいております。 

 過去の入会を起源とする森、そういったものは社団法人・財団法人・財産区・一部事務組

合・認知地縁団体・部落有林など様々な形態で今日本中に存在しておりまして、生産森林組

合もその一つであります。議員から御説明がありました1966年、昭和41年にできました入会

林野近代化法でありますが、目的といたしましては、入会権の解消を図り林業生産団体に転

換し、林業経営による林野の高度利用、そういったものを促すことを目的として制定された

ものであります。 

 しかしながら、当村におきましてはこれまで林野の高度利用が達成されることは難しく、

時代の変化とともに林業の不振・組合員の高齢化・後継者不足等々の理由で、組合員も年々

減少しているとお聞きをしております。 

 そういった中、南箕輪生産森林組合では問題点を洗い出し、組織解散や組織改革等によっ

て適正な森林管理・運営の実現に向けて検討するため、令和２年度から組織検討委員会を発

足して様々な角度から組合の在り方を検討してきたとお聞きをしておるところであります。

2022年３月に南箕輪村生産森林組合の今後について組合員の意識調査を行ったところ、議員

御説明のとおり約８割の方が解散する意向と、そういった結果とお聞きをしております。 

 それを踏まえまして、検討委員会さらには理事・幹事役員会で検討された結果、これはま

だ、総会を開いて決定することですが、方針といたしましては解散という形で進めておりま

して、組合長より解散した場合の土地等については、南箕輪村に寄附という形で託したい旨

のお話をいただいたところであります。 

 今後、村としてどう対応していくかでありますが、まずはこの寄附を受けるか受けないか

という判断がございます。この生産森林組合が管理している土地につきましては、過去、先

人たちが大変な苦労をして獲得した土地であります。そういった歴史的な背景を考慮します

と、寄附を受けまして村で管理していく形、そういった形で検討していくことが望ましいと

思ってはおりますが、現状材を生む状態ではなく、単純に管理における負担のみが生じると
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いうのも正直なところでありますので、そちらの部分は寄附を受けるという形で考えてはお

りますが、丁寧に進めていかなくてはいけないと思っております。 

 またカーボンニュートラル、そういった目線では、森林は地球温暖化の原因となっておる

ＣＯ２を吸収する重要な役割を担っております。今回該当の土地につきましては、過去植林

した木々がまさに伐採の適齢期を少し過ぎている、迎えているような状況でありますので、

そこの部分の資源というものもどういった形で有効利用していくか、そういったところもこ

れから寄附を受けるのであれば、同時に合わせて検討していかなければならないというとこ

ろも事実であります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） 生産森林組合の寄附ということで話があった中で、村長さんが受

入れの姿勢を見せていただいたことで、また次の段階に入っていけるんじゃないかと思って

おります。 

 それで次に移りまして、森林協力金の創設を提案するということでありますが、このよう

な状況の中で森林協力会、これは私がつけた仮名でございますが、その創設をしたらどうか

という提案でございますが、古くより入会林・入会山として植林や維持管理に人足で労力奉

仕に出て、負担金等で運営してまいりましたが、社会の状況の変化に伴い、個人での勤務の

時間や生活状況の変化により、労働作業の提供が困難となってきている昨今でございます。 

 先人たちの苦労を思い、また歴史的な背景や森林の保全・治安・治水の広域的機能を守り、

将来の世代に対して森林を適切に管理・運営するそのための財源がいるわけでございます。

その財源として国の森林税、県の森林税500円もありますが、県には事業申請をしたりして

審査して交付されるというような状態で、不安定なところがあります。 

 村独自の森林協力金、ちょっとこれは私の仮名で言いますけれども、そういう協力金制度

を創設して、安定的な財源確保していくことを提案しますが、村長いかがでしょうか。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 森林協力金制度の創設の御提案であります。 

 議員からも御説明ありましたが、国では森林環境税、長野県では森林づくり県民税が制度

化をされておりまして、森林環境税は2024年度から国内に住所のある個人に対して課税され

ることとなり、個人住民税割と合わせて一人年額1,000円が徴収されます。また、森林づく

り県民税は個人県民税及び法人県民税の均等割の超過課税方式により、一人当たり500円が

徴収されております。 

 村では、過去セラピーロードの維持費として、また薬剤樹幹注入への協力金として、村民

の皆様から御意見等をいただく機会がありました。そのとき、大変否定的な意見が多かった

とお聞きをしておるところであります。セラピーロードの維持費につきましても今年の２月

号で将来ビジョンの中で示したところですが、否定的な意見をたくさん頂戴したところであ

ります。 

 そういった国・県のほうで既に税が課税されている中で、村でもというところは、そうい

った背景を踏まえますとなかなか難しいのかなというところでありますので、現状そういっ

た森林協力金、また先ほど申し上げましたセラピーロードの維持費の協力金、そういったと

ころは村では考えておりません。 
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 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） いずれにしましても、この生産森林組合の土地を寄附されるとい

うことになりますと、今まで以上の経費が掛かるということでございますので、また経ヶ

岳・飛び地を含めて村の半分以上がそこにあるということで、何らかの形で村民がこれは私

たちの森林であり、南箕輪を守ってくれている治山治水をはじめとする守ってくれている山

だという誇りを持つためにも、ぜひ何らかの形で検討を進めていただいて、村民が500円な

らいいよとかいう、そういうみんなの気持ちになれるようなふうな形でこれを進めて、今後

検討していっていただきたいとこんなことを願うところであります。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 今アカマツがかなり松枯れが進行しておりまして、もう一斉に主

伐を始めています。そういった中、村民の皆様の御協力という面では、その後植林をしてい

かなくてはいけません。植林だけではなく、下草の処理だとかそういったこともあります。

そういったところで村民の皆様の協力を得るというところで、森林協力金に代わる形で協力

を得られればというところで進めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） それぞれ村民が関わるように大変期待しておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 続きまして、マイナンバーカードについて質問をいたします。 

 村のマイナンバーカードの加入状況はということで、この間全員協議会でもお話がありま

したが、加入状況をよろしくお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） マイナンバーカードについて、まずは村の加入状況はというとこ

ろの御質問であります。 

 12月１日現在の住民１万6,020人のうち、マイナンバーカードを既に持っている方は7,305

人で、割合で申しますと45.6％となっております。今年４月１日現在は5,305人でしたので、

ちょうど７か月で2,000人増えた形となっております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） 国では、平均より下の加入率だと交付金のちょっとカットだとか

いうようなそういう面もちらつかせているようなところでありますが、マイナンバーカード

の良し悪しについては大変いろいろあるかと思いますが、マイナンバーカードによって行政

の窓口業務がさらに簡素化されたり、簡略化されることは分かっております。しかしながら、

政府はデジタル庁をつくったり、総額１兆8,000円もの予算を講じてマイナポイント２万円

をつけるというような加入促進政策をやっておりますが、なかなか加入が進まないという状

況でありますし、その一因としては、個人のプライバシーや個人データの保護がどうなるか

というような心配を持っている方が大勢おられるところであります。 

 村でも国の方針に従い、加入窓口を広げて各地区公民館での出張受付を設けたりして加入

促進に努めております。村民から多く聞かれる、今後未加入者はどうなるのかななんてこと
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をよく聞かれるんでありますが、私には分かりません。国の機関に聞くのが最もよいかと思

われますが、村長の今の時点で分かる範囲でお答えをお願いできたらと思います。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） マイナンバーカードの未加入者はどうなるかという御質問であり

ます。 

 なお、最初の（１）の御質問で７か月と訂正いたしましたが、８か月の間違いでしたので、

すみません、訂正をさせていただきます。 

 未加入者はどうなるかというところでありますが、結論から申し上げますと、今後マイナ

ンバーカードを使った様々な取組が増えていく中で、マイナンバーカードを持っていない人

はそういった新しく出てくるサービスを享受できない、そういったところに尽きるのかなと

思います。具体的にはスマートフォンでのワクチン接種証明の取得、オンラインでの確定申

告、健康保険証としての利用、民間におけるオンラインサービス、そういったところであり

ます。これからどんどんこのマイナンバーカードを使ってできる仕組みが増えてまいります

ので、未加入者についてはそれを利用できないというところであります。 

 そういった状況でありますので、国の方針では2022年度末にはほぼ全国民にカードを行き

渡らせるという方針であります。また、このカードの普及率が村の交付税算定に影響がある

と言われておりまして、村でもいただけるお金が減るというのは村民サービスが低下するこ

とに直結しますので、カードの取得を積極的に進めているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） 政府では、2024年度秋には現在の健康保険証が廃止されて、既に

保険証として利用が始まっているマイナンバーカードに一本化させるというようなことが言

われており、また運転免許証もマイナンバーカードに一体化させる方向だというふうに発表

されておりますが、これ今の説明を受けたわけですが、マイナンバーカードに未加入の方に

とっては大変な問題だと思いますが、村民の問題点これはあるかと思いますが、村長として

はマイナンバーカードの加入促進には力を入れていかねばならない状況だと思います。 

 しかしながら、交付金を下げるとか２万円を出して加入を勧めるという、何かあめとむち

の政府の方針がありますが、これは国の方針でありますんで、何とか加入促進をしていかな

ければならないという状況だということは理解できますが、今後の問題的についてまたいろ

いろ問題が起きた場合には、村長、適切なる対処をお願いしたいと思います。 

 以上で…… 

議  長（山﨑 文直） 加藤さん、答弁はいいんですか。 

７  番（加藤 泰久） 答弁、要望だけじゃなくて答弁お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 通告では、健康保険証や運転免許証もマイナンバーカードと一体

化されると言うが、そこの問題点はというところでいただいておりますので、解答をさせて

いただきます。 

 2024年の秋に、健康保険証を原則廃止する方針を国が示したところであります。その問題

点、デメリットでありますが、まずマイナンバーカードを持っていない方やカードを紛失し

た方、そういった方が医療機関を受診する方法がまだ定まっていないというところでありま
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す。この点については、現在関係省庁で協議を行っておると聞いております。同時に、この

保険証が廃止になるということは、すなわち任意であるマイナンバーカードの取得があたか

も強制と捉えられてもおかしくない状況となるところであります。これは大きな問題点であ

ると捉えております。 

 次に、マイナンバーカードと一体化した運転免許証、いわゆるマイナ免許証については、

国が2024年度末から運用を目指しているとお聞きをしております。こちらの問題点、デメリ

ットでありますが、保険証もそうなんですが、この一体化が浸透するまで行政の窓口に多く

のお客さんがいらっしゃって、どうなるのと説明する負担がかなり増えるのではないかとい

うところは感じているところです。ただ、この運転免許証の一体化については、保険証と異

なりまして任意ということになっておりまして、運転免許証自体が廃止されるということは

決定はしておりません。実際の運用によってどのような利便性があり、またどのような課題

があるか、こちらについては国のほうで運転免許証のほうは今後検討されて示されていくも

のと感じております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 加藤議員。 

７  番（加藤 泰久） 国の方針に従って、村民が混乱が起きにくいような方策で今後行

っていっていただきたいと思うところであります。 

 以上をもちまして、私の質問を終わります。 

議  長（山﨑 文直） これで、７番、加藤泰久議員の質問は終わります。 

 ただいまから３時15分まで休憩とします。 

   休憩 午後 ２時５５分 

   再開 午後 ３時１５分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き、会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次の質問は私の質問でありますので、ここで議長を仮議長の加藤泰久議員と交代いたしま

す。 

 加藤泰久議員、お願いします。 

〔山﨑文直議長と加藤泰久仮議長 交代〕 

仮 議 長（加藤 泰久） それでは、議長を交代いたしました。 

 ２番、山﨑文直議員。 

２  番（山﨑 文直） ２番、山﨑文直です。本日最後の質問をいたします。２問につい

て質問をしたいと思います。 

 一つ目の質問です。区の役員選出の困難性の解消に向けてということであります。 

 私も、今年地元の区の役員ということで務めておるわけですが、各区でもこれから半年が

過ぎまして、これから来年の３月に向けて、それぞれ地区の役員の選出にこれから苦労する

時期であります。いろんな役員がありますけども、特に区の三役ということになりますと、

なかなか今後任の役員の方を選ぶのが苦労しているという話をお聞きしているところであり

ます。区長会でも、また先日の議会と区長会の懇談会でも話題になってきたところでありま

す。 

 いわゆる行政の地区の運営をする、言ってみれば末端のこの自治組織というところであり

ます。それぞれの地区に日々暮らしている皆さんが幸せに暮らしていくっていう一つのお手
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伝いをしている組織でありますけれども、現実のところはその役員を選出するに非常に苦労

しているという現実がございます。 

 かつては農家が多かったこの村であります。いわゆる昭和の時代については、40代で区長

を務めた方もいらっしゃいました。しかしこの近年、今回の議会の中でも村職員の定年延長

という議題も載っております。世の流れの中で定年の延長ということが、公務員ならず民間

企業の中でも進んでまいります。そうしたところを見ますと、区の三役等を担う年齢という

のが近年はお勤めが終わった後の年代という人たちが多くなってまいります。そうしますと、

かつて40代ということだったんですが、近年ではいろんな会社の中で在職中に区の役員に関

わるということが大変な時代になってきております。 

 どうしても定年後、いわゆる退職後にその役職を担うという形が増えているわけでありま

す。そうしますと、必然的に区の役員をやる頃には高齢化になってきています。70歳を過ぎ

てからの地域の役職を担わなければならない。当然体力も落ちていますし、意外と地区の役

員を担う前もいろんな外部での作業もあります。ときには水路の清掃もしなければなりませ

ん。そうしたときに、高齢なところで重要な役割をもって行くということが非常に困難にな

ってきている、そういう状況がございます。 

 そうしたところで、いずれにしてもこの組織っていうのは続くわけですから、今後今年１

年何とか過ぎればいいわということでなくて、順次これに後から取り組む皆さんが健康で地

区の行政を担っていけるようなことも、今している人たち、それからいろんな業務は村とつ

ながっていますので、そういう段階で、行政である村側も一緒になって問題解決に取り組ん

でいく必要があるんではないかなというふうに思います。 

 区の役員が終わると、この地域では私どものところですけれども、従来であれば区長が終

わるとその後監査委員、その後神社の総代、例えばまたお寺の役員、そういうなのが次から

次へと回ってきます。いろんな人がいますから、みんなで分担すればいいんじゃないかとい

うようなお声もありますけれども、現実の問題としては、なかなかいろんな役員をしてこな

んでいきなり区長をやるとかそういう部分っていうのは非常に困難と思います。過去の経過

も分かりません。そういう点では、何らかの形で関わってきた人たちがその役職を担ってい

くという。ですから、中にはいろんな区役職もやらずに済む方もいらっしゃいますけども、

そうばっかではならないとこういうことで、このいわゆる自治組織の在り方っていうのもこ

れからみんなで考えていく必要があるんではないかなということで、今回の質問に至ったわ

けであります。 

 具体的には１番目の質問になりますけれども、この村の行政と地区の自治組織、非常に強

いつながりで日々運営がされております。そういう中で、私も経験した中では、非常に区の

中で村からの要請なりそういう業務が非常に多いんだなということを改めて感じたところで

あります。 

 というわけで、今村でもかつての私の覚えでは、共済事業の部分については担当がなくな

り、村で直接通知を出していただいてまとめていくっていうそういうふうな改善もされてお

ります。かつて各地区にも土木部長という役職がありましたけれども、その役職も今は私ど

ものところでは区長代理がその役職を兼ねております。土木部長というのがある組織も地区

もあるかと思いますけれども、そういった点で、幾つかの点で任務が軽くなってきていると

いうそういう部分はございます。 
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 そういったことで、村側でも幾つか地区に業務を依頼をしていく、そういう部分で村側で

直轄してやっていくような計画があるかどうか、まずお聞きしたいなと思います。 

仮 議 長（加藤 泰久） 答弁を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号２番、山﨑議員への質問にお答えをいたします。 

 区の役員選出の困難性の解消に向けて幾つか業務を直轄で進めているが、さらに広げる計

画はあるかという御質問であります。 

 まず、村が区へお願いしております業務の軽減につきましては、私も課題として捉えてお

りまして、積極的に進めていかねばならないという思いであります。これまで検討を実施し

てきた過去の経過がありますので、まずは申し上げます。 

 議員からもお話がありました南信地域町村交通災害共済の事務につきましては、2012年度

までは各区を通じて加入の申込や集金を行っておりましたが、掛金の管理等について実際の

お金でありますので負担が大きいというところで、2013年度から役場窓口で対応をする形に

変更をしたところであります。 

 私が村長になってからでありますが、昨年度より健康部すこやか係にお願いをしておりま

した各家庭への健診の取りまとめ、こちらにつきましては、直接村と各個人がやり取りを郵

送で行う形に変更をいたしました。また、衛生部にお願いをしておりました仕分けがされて

いないごみの分別作業、こちらにつきましても村で行う形に変更しております。 

 加えまして、先ほど土木部長の件を例に出していただきましたが、昨年度の区長会におき

まして、負担軽減につきまして具体的に議題にしたところであります。その中で、各区の役

員の状況の共有を図りました。このことにより、他の地区では既に廃止をしている役員等の

情報共有ができましたので、今後各区において組織や役員の適正人数の見直し等も共有を図

りましたので、進んでいくのではないかと考えているところであります。 

 また、今後の業務の見直し等、大きなことから小さなことまで具体的に決定していること

はございませんが、現在区長会のほうに働きかけをしておりまして、区長の皆様にお諮りを

している段階のものはございます。 

 以上です。 

仮 議 長（加藤 泰久） 山﨑議員。 

２  番（山﨑 文直） いろんな段階で改善を図っておられるということについては、素

直に感謝をしたいと思います。今後ともいろんな議論を重ねる中で、地区役員の負担が少し

でも減らすような努力を村側としてもお願いをしたいなというふうに思います。 

 ２番目の質問になりますけれども、そのいわゆる役職の中で、村が関わる組織がいろいろ

見ますとかなり多いなというのを改めて感じたところであります。例えば、社協役員という

のは、これは直接村ではございませんが、地区に帰ると各区に行くと、その本体が村である

のか社会福祉協議会であるのかっていうのはほとんど関係なくて、役員が何らかの形で担っ

ているという意味では、私もこの同列に感じたところであります。 

 地区社協も今は各地区の中に地区社協の会長・副会長・会計、そういった役職が持ち回り

でされております。そのほかには、日赤奉仕団の分団長さんとか、あと健康福祉ですこやか

係とかそういった部分、今非常に大きな課題になってきているのは、地区のいわゆるごみ収

集等の問題です。 
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 ただ、その役員をどんどん減らせということになりますと、地区の中でもごみ収集のとこ

ろで立ち会いだとか見回ったりとか、そういう部分で役員がただ減らせばいいっていう問題

ではありません。そういう中でジレンマを抱えながら運営しているわけであります。公民館

も従来から分館長、副分館長、主事さんとかそういう役職等はありますし、交通安全・防犯

などの任務を担っている役職員を合わせて区の役員体制を維持しながら、そこで地域全体の

運営に携わっているということであります。 

 そういう意味の中でも、何か今後とも維持していくためには例えば役職を合併するとか、

廃止するとかいうような検討もしていくことが必要ではなかろうかなというのを考えている

ところであります。 

 例えば、交通安全と防犯の役職とかいう部分は、ある程度似通っているなら途中で見回り

をしたりとか、そういう部分については合同で行う、役職を合併するというようなところと

か、そういうこともいろんな役職を抱えている組織の中で知恵を出し合って、今後の運営が

スムーズにいけるような形を取っていけないものかなというふうに考えます。 

 今、私も具体的にすばらしい案を持っているというわけではございませんけども、常々役

職をずっといろんな組織を築いてきた立場としては、そういうものをもう一回ここで顧みて、

組織の改善等を考えていく時期じゃないかなというふうに考えていますので、村側の今の時

点での考えをお聞かせいただければなというふうに思いますが。 

仮 議 長（加藤 泰久） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） お答えをいたします。 

 村と区や組との関係、また各区の役員の負担、そういったところでありますが、私が問題

として捉えておりますのは、先ほど昔は農家中心であったと議員からもお話がありましたが、

昔から変わっていないというところが問題と思っています。過去、基本的に３世代、おじい

ちゃん、お父さん、娘、その３世代が同居が主だった時代の仕組みが今もそのまま変わらず

に続いておりまして、とはいえ、現在を見ますと核家族化が進行しておりますし、高齢者の

みの世帯も増えてきているところであります。ですので、その３世代・農家、そういった状

態が基本であった仕組みが今もこのまま続いていますので、それを変えていかなくては、今

後継続することは不可能であると私は捉えているところであります。 

 実際に働く世代の勤務時間帯なんかも朝や深夜など多様化しておりますし、長寿化が進み

まして、高齢者の中には区や組の役割を全うできないというところで、責任を感じて区や組

を抜けるケースが増えてきております。そのため、変革が必要であるのではないかと思って

おります。 

 そこで、現代の状況に合った行政と区や組との関係性、また区の在り方、そういった５年、

10年先を見据えた検討会みたいなのを新しく立ち上げて来年度より動かしていきたい、そう

いった意向があります。これは、私がおでかけ村長室の中で実際に村民の方から御提案いた

だいた内容でありまして、非常に進めていく価値が高いと判断したところであります。 

 有識者も加えた検討会の中で様々な内容を検討いたしまして、基本的に動画で公開して、

多くの人の関心を得るような形で進めていければと思っております。これは、恐らく古い地

域、要するに昔からの文化が守られてきたような地域でやることは僕は不可能だと思ってい

ます。ただ、南箕輪は移住してきた方が非常に多くて、一見地域コミュニティが希薄化して

いるということを言われますが、こういった正しい変革には寛容な地域ではないかと私は感
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じており、これがうまいこと動かせれば実現できるのではないかという期待もあります。 

 こういった行政と区との関係、また区の中のことを今の時代に合った形に改めていくこと

で、暮らしやすい・移住しやすい地域コミュニティ、そういったことを追い求めていきたい

と考えておりまして、それが今後もこの南箕輪村が選ばれる地域として全国に訴えていける、

移住しやすい・暮らしやすい・選ばれる村、そういったことにつながるのではないかと考え

ているところであります。 

 同時に、そういった検討会を動かしながら、先ほど変えていくところは変えていきたいと

思っています。今まで長くやってきた慣習のものはしっかり検討会で検討をしていって、行

政の判断で変えれるような、負担が減るようなものは併せて変えていく、そういった二つの

方針で来年度から動かしていきたいという意向であります。 

 以上です。 

仮 議 長（加藤 泰久） 山﨑議員。 

２  番（山﨑 文直） 何か、前が明るくなったような回答をいただきまして、ありがと

うございました。 

 昔から変わってないって確かにそうで、私もこの間新しく住所を構えた方に、区というの

がありましてその下に隣組というのがあると言いましたら、隣組とは何ですかって言われま

して、その方の前に住んでいたところは、違った意味での組織があったのかなというふうに

思います。 

 私どももふだん思っているように、当たり前のように区があって隣組がある、まあ隣組に

入ってほしいなっていう話をしたけれど、それはどうしても必要かねというようなことがあ

りました。私たち自身が従来からの考えにずうっと固まっている部分もありますので、そう

いう意味ではこれからも新しい考えをもっていかなければならないということで、ぜひとも

この区や組の在り方の検討会、１～２年ですぐ回答が出るということではありませんが、い

ろんなところでフリーに話をしながら、皆さんがここで長く住んで仲よく住んでいけるよう

な、そういう方向性が出ればなというふうに思います。ぜひよろしくお願いをしたいと思い

ます。 

 ２番目の問題に移ります。 

 消防団員の確保についてということで、消防団員の確保が非常に困難になっているという

わけであります。承知はしておりますし、年度の最初にも各地域・隣組を通じて回覧をした

り、先日もまた二度目の課題を消防団員に入ってほしいという私どもも、地区の消防分団長

さんにも来ていただいて現実を訴えてもらったところでありますが、これも今までの組織の

在り方と現実は、とにかく今は交代制勤務の方が非常に多くなってきております。気持ちは

あっても、実際のところ入ってもなかなか出ていけないという、そういうことも言われる方

もおりますし、現場の消防団員の方と話をしても、昔は消防団は地域の組織としていろんな

行事、例えば宴会だとか旅行に行ったとかそういうこともありましたけれども、区長さん、

それ今言ったって、同級生だってここのところ行き会ったこともねえ衆ばっかだもんで、そ

んな話をしたってすぐには無理だよという話をお聞きして、そういうものも新たな認識をし

たところであります。 

 そういう中でのただ消防団員は現実には少なくて、地元でも定数に比べて現実マイナス５

人で、そのうちの約３分の１は役場の職員ということで、その役場の職員が何かの大災害の
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ときに本部詰めというようなことになった場合だと、下手をすれば現場に行く団員が非常に

少ない、火災のようなときに、もしかして消防車を働かすことが確実にできるのかという心

配も今なってきているところであります。 

 そういう点で、これからも先ほどもありましたけれども、今までのように地域にいる若い

者は消防団に入るんだよっていう当然のような考えは、これはもう今はちょっと無理かなと

いう意味で、ボランティア活動の一環というような形の捉え方をしながら、消防団活動に行

くことは何かできないのかなという私も具体的にすばらしい案を持っているわけではありま

せんけども、そういう面からの考え方もしていく必要があるのではないかなというふうに思

いますので、これのことについて、とりあえず村長からの考えをお聞きしたいというふうに

思いますが。 

仮 議 長（加藤 泰久） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 消防団の団員確保についてという中で、消防団員の確保は非常に

困難になっていると。ボランティア活動の一環としての方向を強調していくことも大切と思

うというところの中で、御質問をいただいております。 

 過去、入りたくても入れなかった消防団でありますが、時代が移り変わりまして、現在本

村の消防団員は条例定数230人に対しまして192人であります。定数より38人少なくなってお

ります。団員数は予備消防団員43人を含む数字となっておりまして、また団員数のうち村の

職員が63人、32.8％の３分の１です。有事の際、特に地震や水害といった自然災害時には消

防団員の３割は役場の職員でありますので、消防団の活動が難しい状況に現在あります。 

 近年の社会情勢やライフスタイルの変化等によりまして、消防団員は減少傾向にあります。

村内でも団員不足から、部ごとの活動が難しくなるところがあるとお聞きをしております。

毎年の勧誘活動でも消防団への理解が得られず、団員確保に大変苦慮している状況でありま

す。ただ、いろいろと変えるところは変わってきております。団員報酬等の処遇改善、団員

の負担が大きかった操法大会の中止などは改善が進められております。 

 区長会におきましても、消防団員や消防団の役職経験者におきましては、区の役員等に指

名することを御配慮いただきたい旨や、組合・組長会等を通じて団員確保のお願いを行って

おります。事業者に対する優遇制度の御案内や、村内コンビニに消防団に関するポスターの

掲示をお願いしているところでもあります。 

 ボランティア活動の一環を強調していくというところのお話ですが、先日区長会の中でも

この消防団の件を話題にしました。議員も御存じかもしれませんが、その区長の一人から、

平日家にいらっしゃる方たちで何かできないかという思いもあるというところでありました。

南箕輪は移住してきた方が非常に多いので、消防団といいますと、昔からこの地域に住んで

いる人たちが成長して入って行くという道が一番多くて、先日消防委員会の消防委員の方に

もこういった移住してきた方が消防団に入る、そういった道筋をつけるべきなんじゃないか

という御提言もいただいたところであります。 

 そのボランティア活動の一環としてというところはなかなか消防団とはまた別のくくりに

なりますので、どういった制度でやっていけばいいかというのはこれから考えなくてはいけ

ませんが、そういった意見が区長の皆さんから出ているという背景もありますので、今後も

消防委員会等でも議題として検討してまいらねばなというところであります。 

 これ、中学生の取組はまた質問をいただけるということでよろしいですか。お答えを。 
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 中学生の取組については、教育長のほうで御答弁させていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

仮 議 長（加藤 泰久） 山﨑議員。 

２  番（山﨑 文直） 今団員確保の段階で教育長にも回答を求めておるところでありま

す。先ほどもＳＤＧｓの話が出ました。いろんな地域の中で、これから学んでいくっていう

ことも非常に多いかなというふうに思います。 

 中学生としても、中学校もいろんな活動をしています。落ち穂拾いをやったり、この空き

缶拾いをやってごみの問題についても学んでいるとか、そういう部分で中学生、私は中学生

ぐらいからの取組っていうほうがいいんではないかなというふうにありましたけども、もち

ろん別に小学生でもいいんですけれども、そういった学校の中でも地域の中でいろんな活動

をしています。みんなが助け合ってこの地域を運営していくんだよっていう、そういう体制

を子供の頃から学んでいってもらうというようなことを、この時期から機会を設けていくっ

ていうことが必要ではないかなという意味で、私も質問をするところでございます。 

 ですので、このような地域を災害があったらみんなで守るんだとかいう部分も含めて、将

来はその人たちが地域に残ったら、消防団の活動とかそういうところにも率先して参加でき

るような意識づけっていうかを、その頃から考えていくのがまたいいのかなというような思

いで質問をするところでございますので、この辺についてのお考え・御意見がありましたら

お聞かせいただきたいというふうに思います。 

仮 議 長（加藤 泰久） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 議席番号２番、山﨑文直議員、消防団確保、その中で中学生か

らの取組についてお答えいたします。 

 私、次のような三つの観点を考えさせていただいていますが、１点目ですが、ボランティ

アという言葉を使いながらなんですが、地域で中学生のボランティア活動、その観点が１点

目でございます。 

 中学生の活躍は部活・勉強があるなどとして、地域の中でなかなか時間的にも動けないと

いう現状があると受け止めてはいるんですけれども、学校を軸として中学生の地域でのボラ

ンティア活動は、生徒会交流委員会が中心となって募金活動をしたり、あるいは老人福祉施

設等の訪問が行われてきています。現在、コロナ禍ということで難しい状況があるわけです

がということですが、また今年度先ほどもお話がありましたが、模擬議会を通しながらＳＤ

Ｇｓの学習をしっかりされているなとそんなことを思っています。ごみ拾い活動等々実際に

できることをやっていく、そんな姿が見られてきています。 

 地域環境の見直し、それから先ほど申し上げましたが、予想外にごみが多かったというそ

んなような結果等々から、子供たちが地域を知っていく、そこがうんと大事かな、その中で

自分たちが何ができるのか考えを深めている姿、大事な姿だと思っております。中学生の地

域におけるボランティア活動の充実、それが１点目でございます。 

 ２点目ですが、学校での学びと地域での学び、地域での活動の融合、そういう観点でどう

でしょうかということです。丸山議員御質問ありましたけれども、持続可能な開発のための

教育、ＥＳＤと重なってもきます。 

 例えば災害に関わってですが、天気とその変化、地震に備える等と関連する防災学習、中

学生ですので自分の命は自分で守ることを大事にしながら、学校で学んだことを、例えば避
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難所運営等で何ができるか、どうするかというような活動の展開、このことに関しましては、

昼間地域が子供さんとお年寄りの方になりがちな夏休みの期間に、公民館で子供を含めた防

災訓練を行って、中学生も自分の立ち位置で動く、そんな姿を展開している地区がございま

す。４年目を迎えているかなと思っていますが、村長も答弁いろんなところでおっしゃって

いますけども、自分たちの地域は自分たちで守るという、そういうことと重なりながらです

が、地域を守る、地域の一員としての学びがその融合であるかなというふうに考えます。こ

のような機会を大事にしていく。 

 ３点目でございますが、消防団の活動内容を丁寧に紹介していく、ＰＲという言葉がいい

か、いわゆる紹介、それを充実していくということであります。今までの成人式、今年は二

十歳のつどいですが、式典の合間に消防団のＰＲがございます。また、広報などで消防団を

募集している情報なども、先ほどお話がありましたが出されています。 

 模擬議会の中学生の感想で、村民なのに村のことをあまり知らないということが分かりま

した。今後村のパンフレットや雑誌を見かけたら、積極的に読むようにしたいという感想が

ありました。消防団の活動内容を丁寧に紹介していくことの充実、そして自主防の方からお

聞きした話も含めてなんですけれども、消防団の方々が子供たちと遊んだり触れ合ったりあ

るいは関わったりする機会を通して、顔なじみになっていくのはどうかなという、そういう

ことであります。このことは消防団活動の理解を深めるとともに、消防団に入るときのハー

ドルを下げていくことになるのではないかというふうに思います。 

 また、近隣の市あるいは村では、何とか村あるいは何とか市、少年少女消防クラブとして、

小学校１年生から６年生までが活動している状況もございます。そのような例から、参考に

する点も多いのかななんて思いつつであります。 

 以上三つの観点、将来を、村を担い活躍していく小中学生へのアプローチになるのではな

いかと考えます。 

 以上でございます。 

仮 議 長（加藤 泰久） 山﨑議員。 

２  番（山﨑 文直） ありがとうございました。何か答弁を聞いていて、本当に何か少

し未来が明るくなったような気がします。やろうと思えばいろんなことができるんだなとい

うことを改めて思いました。いろんな消防の関係のクラブとはほかの市町村にもございます。

ここにはないんですけれども、そういった取組だとか、二十歳のつどいのときの消防団の活

動の紹介っていうかそれも思いました。良いことだなというふうに思います。いろんなとこ

ろで知恵を出し合って、地域は自分たちで守るんだということを若いうちから、頭の柔らか

いうちから頭の中に入れていただいて、幅広い活動ができるようなことを願いながら、これ

からも地域の中でもいろいろ考えていきたいと思います。 

 村側のほうも、ぜひいろんなアイデアを出し合っていけばいいなというふうに期待をしま

して、私の今回の質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

仮 議 長（加藤 泰久） ２番、山﨑文直議員の質問は終わりました。 

 ここで議長を交代いたします。 

〔加藤泰久仮議長と山﨑文直議長 交代〕 

議  長（山﨑 文直） 議長を交代しました。 

 なお、３名の議員の質問が残っていますが、明日の８日の午前９時から一般質問を続ける
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といたしまして、本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕礼。〔一同礼〕 

 

   散会 午後３時５４分 
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議 事 日 程（第３号） 

令和４年１２月８日（木曜日） 午前９時００分 開議 

 

第１ 一般質問（質問順位第７番から） 

      ９番  三 澤 澄 子 

      ６番  都 志 今朝一 

      ３番  原   源 次 
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○出席議員（１０名） 

 １番 丸 山   豊   ６番 都 志 今朝一 

 ２番 山 﨑 文 直   ７番 加 藤 泰 久 

 ３番 原   源 次   ８番 唐 澤 由 江 

 ４番 登 内 瑞 貴   ９番 三 澤 澄 子 

 ５番 笹 沼 美 保    

 

 

○欠席議員 

   １０番 百 瀬 輝 和 

 

 

○説明のため出席した者 

村 長 藤 城 栄 文  健康福祉課長 伊 藤 千登世 

副 村 長 田 中 俊 彦  地域包括支援センター長 山 﨑   一 

教 育 長 清 水 閣 成  子育て支援課長 武 井 香 織 

総 務 課 長 伊 藤 弘 美  産 業 課 長 有 賀 仁 志 

地域づくり推進課長 高 橋 里 江  建設水道課長 武 井   厚 

特命担当室長 原   和 子  教 育 次 長 清 水 勝 宏 

会計管理者 城 取 晴 美  代表監査委員 原     浩 

財 務 課 長 藤 澤   隆  農業委員会長 高 木 繁 雄 

住民環境課長 清 水 恵 子    

 

 

○職務のため出席した者 

   議会事務局長   松 澤 さゆり 

   議会事務局次長   宮 澤 文 敏 
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会議のてんまつ 

令和４年１２月８日    午前９時００分 開議 

 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕おはようございます。 

〔一同「おはようございます」〕御着席ください。〔一同着席〕 

議  長（山﨑 文直） おはようございます。 

 会議に入る前に御報告いたします。10番、百瀬議員から欠席する旨の連絡がありました。 

 ただいまの出席議員数は９人です。定足数に達していますので、これから本日の会議を開

きます。 

 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 質問順に発言を許可します。それぞれ的確な質問、答弁をお願いします。 

 それでは、９番、三澤澄子議員。 

９  番（三澤 澄子） ９番、三澤澄子です。あらかじめ通告いたしました３項目につい

て質問をいたします。的確な答弁をよろしくお願いいたします。 

 １項目めとして、コロナ第８波の中で、今年度の課題と次年度に向けての対策・事業・イ

ベントの在り方について質問します。 

 すみません、ここでちょっとお断りをしておきますけど、質問の都合上、３と４の順序を

ちょっと入れ替えますので、答弁のほうをそのようによろしくお願いいたします。 

 それでは、通告時の県内感染者を通告時に示しておきましたけども、12月６日時点で感染

者累計、長野県ですけども32万4,013人、確保可能な531病床使用率は５日午後８時時点で

70.4％、３日連続で70％以上となっています。第８波は今までの感染割合をはるかに超えて、

最高数値を毎日更新する状況が続いています。 

 この表で見ますと、長野県の感染率は全国のレベルよりもはるかに高く、突出して今きて

いる状況が第８波の状況です。保育園・小中学校・医療機関・高齢者施設と集団感染が止ま

りません。死亡者も県内504人、全国では５万人を超えています。私の叔父も先月、施設の

院内感染で亡くなりました。友人のお姉さんも院内感染で亡くなったと聞いています。一体

いつまでこの状況が続くのでしょうか。 

 そこでお聞きします。 

 １として、医療の逼迫を防ぐためということで、感染者の市町村別数が示されなくなりま

した。保健所別数のみの発表になりました。その結果、感染者は急速に拡大し、県レベルは

４から５に上昇、医療非常事態宣言が発出されました。あくまでも５のレベルでの行動制限

は全くなく、経済活動をやめないために基本的な感染予防をしての行動を求めています。 

 医療非常事態宣言で、新たに感染を抑える具体的な指針は出ているのでしょうか。対策は

あるのでしょうか。また、村からのメッセージ、発信はどのように行っているかをお聞きし

ます。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号９番、三澤議員の質問にお答えをいたします。 

 医療非常事態宣言が発出された中、新たな感染を抑える対策は出ているのか、また村から

のメッセージは出しているのかという御質問であります。 
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 県は、感染の第８波を迎えたとの認識の下、11月14日に医療非常事態宣言を発出いたしま

した。その後も感染に歯止めがかからず、11月27日、12月４日には確保病床使用率が70.8％

と過去最高を記録しておりまして、また確保病床以外の入院者も300人を超えるなど、医療

提供体制の逼迫が顕著と現在もなっております。 

 こうした状況を踏まえまして、11月29日に長野県知事が医療関係者との共同会見を行い、

医療現場の厳しい状況をお伝えし、合わせて、県民が御自身の重症化リスクを確認した上で

適切な行動を取ることなど、県民の皆様に協力を求めたところであります。行動制限等は求

めておりませんので、そういった意味では新たな分かりやすい実行力のある対策というのは

取られずに、県民の皆様へのお願いというそういったところを強調されていると私は認識を

しております。 

 そういった中でありますが、本村の対策であります。広く行動制限を県は求めないという

ところで、村がそれを反して行動制限を求めるというのもなかなか理解が得られないという

ところでありますので、村としては村で管理運営している保育園や小中学校、こちらにつき

ましては、園児や児童それぞれ実施できる感染対策によって場合分けを行いまして、クラス

閉鎖や兄弟関係に登園等を控えるよう依頼をするなどをしております。 

 11月29日にそういった知事の発表があったわけですが、11月翌日30日に県の県民文化部こ

ども若者局のこども家庭課長から、保育所等における濃厚接触の考え方という文書がありま

して、実情として県のほうに、クラス閉鎖により度々仕事を休まざるを得ず、経済的困難等

厳しい状況に追い込まれている、濃厚接触者を広く捉え過ぎではないかという声が複数寄せ

られておりまして、言うなれば、陽性者が出てもクラス閉鎖をすることに対してもっと慎重

にするべきではないかという文書をいただいたところであります。 

 ただ、実際に保育園の現場を見ますと、陽性者となった子供と近距離で食事やおやつを食

べた、そういったところは濃厚接触に当たるというところでありますので、なかなか保育園

という現場で濃厚接触者を特定して、そうであればクラス閉鎖しないというのはなかなか難

しい判断でありまして、村といたしましては、今基本的には一人陽性者が出た段階でそのク

ラスを閉鎖するというところは徹底しているところであります。ただ、仕事を休むと経済的

困難になるのはよく分かりますので、どうしても休めない方につきましては、状況によって

保育園のほうで隔離をしてお預かりをしているという状況であります。 

 また、村からのメッセージでありますが、県の感染警戒レベルや医療アラートの変更が発

出される際には、村でもメールやＬＩＮＥ・ウェブサイトなどでメッセージを発信をして、

お知らせをしているところであります。 

 これは参考データになります。なぜ長野県が感染がこれだけ広がっているかというところ

でありますが、一つはやはり寒い地域でありますので、換気がおろそかになってしまうケー

スが多いというところ、あとはこれ本当に参考データなんですが、先日厚生労働省が日本赤

十字社による協力の下実施いたしました、献血時の検査用検体の残余血液を用いたコロナウ

イルスの抗体保有率、この調査結果が発表されておりまして、長野県についてはけた違いに

全国的に比べてこれが低くて、９％というところであります。沖縄なんかは40％を超えてい

る中で、県民の中の抗体を持っている方が非常に少ないというところが分かったところであ

ります。長野県民の真面目な、今まで本当に感染対策を守ってきた結果でもありますが、そ

れが抗体保有率の低下というところになりますので、なかなかそういうものなのかと思うと
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ころであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 全く今村長が言われたとおりでありまして、長野県は集団免疫が

ないという報道もありました。 

 うちの孫たちも、近くに２人おるわけですけれども、小学校２年の子は３回やりました。

学童が２回、クラスが１回ということで３回あって、そのつい最近には保育園の未満児です

けれども１回ありまして、親はそのたびに休まなければなりません。保育園はお兄ちゃんが

休むと一緒に休むという状況で、たまたまうちの子供の場合、休んでも休みにならないよう

な状況があって何とか対応をしているわけでありますけれども、先ほども本当に対策するた

めに、やはり保育園の場合は一人でも出たら閉鎖ということになると、本当に困る人がいる

と思います。そういう中で、隔離して預かるという状況もあるということで、本当に困った

人が出ないように、それぞれ本当に的確に対応していただいているということは分かりまし

た。 

 やっぱり県の、一律のこの言い方っていうのはおかしいかなというふうに思っております。

状況をしっかりと捉えて、対策する以外にやっぱりないというふうに思います。 

 ２にいきます。 

 ワクチン接種の現状であります。 

 先日、全員協議会で示されたところであります。３回目までは70％以上、４回目で42.5％、

これは全人口の接種率ということで、５回目オミクロンは9.49％と低い状況であります。ま

た、60歳以上は83.74％と、やっぱりリスクが高い私たちの世代はかなりしっかりとワクチ

ンを接種しているなということが分かります。また、５から11歳は１・２回が30％以上、３

回は15.5％で、なかなか厳しい状況にあるかな、その分やっぱり状況もありますけれども、

集団感染が繰り返されるという状況はあるのかなというふうに思います。 

 先日の誤接種の報告もあり、複雑になってくる接種の状況や５回目になっている接種に担

当職員の皆さんも御苦労されていると思います。本当に御苦労さまだと思います。また、こ

ういうことが続く中で、これからの状況もちょっとお聞きするわけでありますけれども、先

日飯島町の議会での集団感染についてお聞きしました。伊南４町村の議員研修の後で町内飲

食店で慰労会を行い、参加した副町長と議員全員が感染しました。発症は３日間になってい

ますが、最初に症状が出たのが数人で、その時点でＰＣＲ検査で確定はしました。残りの人

は症状が出ていないので、県の方針では症状が出なければ検査もしません。行動制限もあり

ません。そこで、次々と感染が確認されて３日間に及んだわけですけれども、その間に他の

人に感染を広げることに議会がなってしまったわけであります。 

 飲食店の状況やその後の対応など検証が必要だと言っておりましたが、私たちも教訓にし

なければならないと思います。ワクチン接種についてはまた今後有料になるという話もあり、

引き続き接種を続けるかも一人一人の判断が変わってくると思われます。また、オミクロン

ワクチンでの接種後、何人か副作用が強くなったという話を聞いています。 

 一人の方の例ですけど、接種後高熱が出ました。仕事は休んでいましたが、次の日下がっ

たのでそれでいいかなと思っていたらまたその翌日発熱し、そのときたまたま日曜だったの

で、また休んで翌日出勤すればいいかなと思っていたそうですけれども、たまたま以前県の
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無料配布した抗原キットがあることを思い出し、検査したら陽性が出ました。そのまま日曜

日だったので当番医に行ったところ、ＰＣＲ検査をすぐしていただいて感染が確認され、最

新の治療薬も処方され、この人は本当に事なきを得た状況です。無料の抗原キットが生きた

良い例かなと思いますけれども、またある人は、毎回接種後リンパが腫れる等ありましたが、

５回目のオミクロン接種ではリンパが腫れるだけでなく、コロナの症状、発熱・のどの痛み

がひどく、医療機関の発熱外来に行きましたが、長時間車で待たされ帰宅してしまいました。

その後、10日間ぐらい不調で市販薬で済ませてしまったと言われました。 

 今の国・県は、医療機関の逼迫を抑えるということで検査を積極的に行っていません。無

症状で感染を拡大している場合が相当数いると言われています。やはり感染拡大の基本は、

ＰＣＲ検査と適切な医療を含めた支援だというふうに思います。 

 飯島町の例でたまたま濃厚接触の疑いが出て、ＰＣＲ検査キットをまとめ買いした人から

一つ分けてもらって、キットで素早く検査し事なきを得たと聞きました。この村では、無料

で検査を受ける体制は今あるのかどうか。一定数のＰＣＲ検査のキット、先ほど飯島の例が

ありましたけれども、この方はまとめて10個自分で買っていたそうなんですよね、ＰＣＲ検

査のキットを。それで、その村での保有が可能かどうか、一定数そんなに高いものではない

ので、村で検査キットを用意することも大事かなと思います。 

 それと、あと無料の抗原キットも前、県で配布したことがありましたけれども、やっぱり

一定数村で持っていて、そういう心配な場合にはすぐに対応できるような体制が大事かなと

思いますけれども、検査についての対応・村の方針をお聞きしたいと思います。 

 ちなみにですけどもちょっと情報が入りまして、千葉県松戸市の例ですけれども、市民は

無料で月２回ＰＣＲ検査が受けられますという、インターネットで検索すると出てくるわけ

でありますけれども、それについての発信は医療機関・検査機関から、うちでできます、う

ちでできますっていうのがだだだっと出てくるわけですよね。そういうことですごく安心か

なという例があります。 

 その点についてお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 検査についてというところで御質問をいただいております。 

 現在流行しておりますオミクロン株ＢＡ５系統は、感染力が強いものの、重症化しにくい

特徴がより顕著となっております。発熱などの症状がある場合、65歳以上の方や基礎疾患の

ある方等はかかりつけ等の医療機関へ相談をしていただき、逆に重症化率が低く軽症の方は、

医療機関の混雑緩和のためにできるだけ検査キットによる自己検査を行っていただくことを

お願いをしております。 

 まず、基本的に検査キットは現在薬局等で購入できる状況であります。もし、自己検査で

陽性になった場合には、小学生から64歳の軽症の方は医療機関を受診せずに自宅療養してい

ただき、県の軽症者登録センターにオンライン登録していただきますと、県の健康観察セン

ターのほうで相談対応や物資の支援を受けることができております。なお、自宅療養してい

る方の体調に変化が生じた際は、受診を妨げるものではありませんので、そこの旨は申し加

えておきます。 

 無料の検査の部分でありますが、現在12月31日までの期限を切ってある状況でありますが、

感染拡大傾向時の一般検査事業といたしまして、薬局を中心に村でも無料検査を実施してい
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るところであります。今該当している薬局は、ほたる薬局さん、春日街道のほたる薬局さん

と、国道沿いの毛利薬局であります。対象となりますのは、感染リスクが高い環境にある等

の理由により、感染の不安を感じる住民のうち無症状の方になりますので、こちらも御利用

いただければと思います。 

 村で検査キットをという御要望ありました。現在のところは、この県の仕組みで12月31日

までは村の２か所で検査を受けられますので、その後についてどうするかについては、県の

動向も見ながら検討してまいりたいと思います。 

 また、最後にお願いがあります。これから年末年始を迎えるに当たって、発熱等の体調不

良等に備えまして、あらかじめ薬局や薬店で新型コロナウイルスの検査キットや解熱剤、こ

ういったものを購入していただいて、自己検査やセルフケアにも御協力いただきますようお

願いいたします。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 12月31日までは県の無料配布があるということで、来年度につい

ては検討をということであります。やはりどちらかというと、やっぱりＰＣＲ検査のほうが

一番確定して確実ということがあります。 

 今もいうように、県のほうでは濃厚接触者という規定がなくて、その間は何の対応もして

くれない中でありますので、やはり特に小中学校・保育園、それから高齢者施設、医療機関

についてはもちろん中で対応はしていると思いますけれども、やはりそこでの集団感染が多

いということの中で、ある程度のものはやはり村でしっかりと検査できる体制を取りつつ、

やはり本当に安全でこれ以上の感染が広がらないという確実な方法は今ないわけであります

けれども、どこで抑えるかというポイントになるところはしっかりとしていく必要があるの

かなというふうに思います。 

 それではすみません、先ほど言いましたように４のほうを先にやらせていただきます。 

 冬期間の感染防止対策についてです。換気が重要だと言われていますが、ちょっとこの点

について通告と少し変わるところがあるわけですけれども、一つとして公共施設にＣＯ２測

定器が置かれております。その役割は、どんなふうな役割を果たしているのかちょっとお聞

きしたいと思います。換気ができない場所での対策をどう考えているのかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 今二つ御質問をいただきまして、ちょっと２項目めが最後聞き取

れなかったので申し訳ありません、項目を答えた後にちょっともう一度お聞かせ願えればと

思います。 

 まずは、ＣＯ２測定器の役割であります。現在、庁内各職場や保育園・学校等に24台ほど

配置をしております。このＣＯ２測定機につきましては、ＣＯ２が高まると色が変わりまし

て、黄色・赤とかになってまいります。私も村長室の中でお客様の対応をしているときに、

一度その黄色になりまして、音でＣＯ２が高まったというお知らせをいただきました。すぐ

に換気をしてたんですけど、もうさらに換気をするように改めたところであります。以上が

ＣＯ２の測定器であります。 

 あとすみません、申し訳ありません、２項目め聞き取れなかったのでもう一度お願いいた

します。 



97 

９  番（三澤 澄子） 換気できない場所での対策をどう考えているかということですね。

村として。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 換気ができないところの対策であります。まずは、なるべく換気

を徹底するというところでありますが、できないところにおきましては議員の通告にもあり

ますが空気清浄機、こちらを置いて対応するというところになっております。村では、保育

園の各教室には既に換気が難しいというところで設置済みでありますし、小中学校におきま

しては保健室、保健室は具合の悪い人たちが休むので寒くなってはまずいというところで、

暑くなってもまずい、両方そうですね、こちらのほうには空気清浄機を置いて対応している

ところであります。 

 健康福祉課長、ほかに換気ができないところの対応で、空気清浄機以外で思い当たる節は

ありますか。 

 今のところ空気清浄機というところで対応させていただいているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 適切に空気清浄機を置いているというお話をいただきました。 

 先ほどの千葉県松戸市の例であります。千葉県松戸市では、役場の公共施設のエアコンに

空気清浄機機能のあるフィルターの設置をしたという情報がありました。また、コロナワク

チンは特にオミクロンは感染力が強いと言われています。コロナ分子はＣＯ２の100万倍の

重さがあり、下に滞留する性質があるということであります。なので、このＣＯ２の測定っ

ていうのも標準化したものが出るわけだそうでありますけれども、それでも測れないってい

うか、一応下に滞留するっていう換気の注意はできますけれども、それで可能かという話が

ありまして、窓を開けての換気っていうのをよくやるわけでありますけれども、それは空気

清浄効果が薄いというのが言われております。 

 空気清浄機は有効でありますけれども、なぜかというと横からの空気移動なので、一部屋

に何台も置かなければ効果がないということで、そういうことでいうと、上から空気を回す

風の流れで空気清浄ができるということで、エアコンへの設置で上から下へ回すというのが

最も有効ではないかというふうに言われております。 

 国でも給食の黙食緩和など、何の科学的根拠もない対策ではなくて、コロナワクチンの性

質を理解し科学的根拠をもった有効な対策を、ぜひいろんな情報があるわけでありますけれ

ども、検討したらどうかというのが私の提案です。空気清浄も置いて、置かないよりも置い

てもらったほうがいいと思いますし、本当に換気が大事だというふうに言われておりますけ

れども、実際にはどうやったら換気できるのかっていう科学的根拠はいろいろと今言われて

おりますので、ぜひその点も検討しながら、南箕輪村では繰り返しの集団感染が止まったと

言われるような対策ができればなというふうに思っております。 

 その点についてよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、３に移らさせていただきます。 

 ３年目となるコロナ禍の中で、様々な行事・イベントが再開されました。大芝高原まつり

は実行委員会で開催するかしないかの議論の後、それぞれの段階での可能な開催を決めて準

備を進めましたが、最終的には花火大会も中止となりました。日本全国では、何万人ものお
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祭りや花火大会が報道される中ではありましたが、レベル４での全面中止を決めており、行

動制限は出されていなかったが中止となったわけです。今後、再開するには相当なエネルギ

ーが必要となります。今から検討することが大事じゃないかというふうに思いますので、そ

の点よろしくお願いしたいと思います。 

 社協まつりです。社協まつりは、障がいのある皆さんの地域との交流、活動発表の大切な

場であります。対策を取っての講演会と、村の青年のダンス発表も感動する内容でありまし

た。作品の販売等はできず、他の方法で日常的に販売できる場所の確保等、課題かなという

ふうに思います。 

 文化祭についてであります。文化団体連絡協議会に加入している人のみの参加で、講演

会・ステージ発表・上映会・作品展示で３年ぶりに開催されたとなっています。昨年と一昨

年はホワイエで希望者の展示であったので、私の同好会もできる協力をしようということで

参加をしてきましたが、今年は開催ということで喜んでいたら最初から受け付けないという

ことで、村文化祭という名を名乗ったものでありますけれども、一体何なのかなというふう

に疑問に思いました。ちなみに、北殿公民館では北殿区の文化祭が立派にできたということ

を合わせて報告しておきます。 

 また、たまたま11月５日の日報でありますけれども、箕輪の文化祭も報道されていて、村

は４団体72点の展示、箕輪では50団体個人の1,200点、高校生の展示が目を引く、芸能の広

場、音楽の広場も観衆の前でパフォーマンスを披露という報道がありまして、違いが歴然か

なというふうに思っております。 

 昨日も文化団体連絡協議会の話が出ましたが、村民の文化活動をどう広げ支えるか、課題

だと思います。来年度に向けて様々なイベント事業に向けて、コロナ禍はまだ続くというふ

うに思います。どう取り組むかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 今後の来年度に向けての様々なイベントの在り方はという御質問

であります。 

 議員の御質問にありました大芝高原まつり、こちらは実行委員会の組織、社協まつりは社

会福祉協議会、文化祭につきましては教育委員会、それぞれの組織で対応を決定していると

ころであります。行動制限が行われていない中でのイベントの中止・内容の制限等は、賛成

の方もいれば反対の方もいる、先ほど箕輪の文化祭は非常に盛大に行われたという話もあり

ましたが、飯島町のようにそこでもし感染が広がった場合は批判が集まるというところで、

非常に難しい決定をそれぞれの団体・委員会で下しているというところであります。 

 村の事業、今後でありますが、恐らく新型コロナウイルスはこれから２類から５類に変更

というところが本格検討されております。そういったことも踏まえまして、県や国の対策の

状況にもよりますが、私といたしましては、この新型コロナウイルスが今だんだん弱毒化し

ている中で、急に強毒化をして死者が急激に増加して国が非常事態宣言、そういったことを

発出しない限り、適切な対策を講じながら実行委員会などと相談して、基本的には実施する

方向で進めていくべきであるというスタンスであります。 

 また、大芝高原まつりにつきましては、もう３年連続中止となっている中で、早い段階で

進めていかなくてはいけないというところ、議員から御提案がありました。私もそのとおり

だと思っております。来年度の大芝高原まつりはこれまでどおりの開催ができればと思いま
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すし、合わせていろいろな要望が大芝高原まつり寄せられておりますので、これからの大芝

高原まつりをどうしていくかという話し合いも二本立てで動かしていければ、そういったと

ころを考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 文化祭について、ちょっと教育長さんのほうにお聞きしているわ

けでありますけれども、その点お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 文化祭の関係でございます。今、議員お話しされたように、苦

慮した中での作品展示と非常に限った形、文化団体に登録されている団体のみということで、

これは文化団体とも相談をしてということであります。それから、ステージ発表もその場で

ということではなくて、いわゆる録画を配信というような形を、映像あるいはＹｏｕＴｕｂ

ｅ配信というそんな形を取らせていただきました。感染拡大についてどういうふうに対応し

ていくかっていうことで、さんざん悩んだ中での在り方でございますので、御理解をいただ

きたいと思います。 

 また、次年度につきましては、今打ち合わせをしながら今年の反省も含めてですが、どこ

までどうって現時点では言えないですが、しっかり対策をしながらで御理解をいただきなが

らやっていく方向をどう描くか、そこかなというふうに思っております。よろしくお願いし

ます。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） それでは、１については以上とさせていただきます。 

 それで２、学校給食についてお聞きします。 

 2020年12月議会で学校給食について質問しました。議会だより128号を見ていただければ

分かります。学校給食法は、食を通して生命・自然の尊重・環境等を学ぶ教育の一環として

学校給食を位置づけています。そのときに課題であった南部小学校は校内給食施設改修で児

童数増に対応、給食センターは先日起工式が行われ、来年８月末には新センターで給食開始

になります。 

 そこで、再度学校給食の充実について取り上げました。 

 １として、子供たちを取り巻く地球規模での自然環境変化により、アレルギー対応の給食

もまた多様になっています。アレルギー対応の児童生徒数の変化はありますか。お聞きしま

す。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 三澤議員、学校給食についてで、アレルギー対応の児童生徒数

についてということでお答えいたします。 

 令和４年11月末現在でございますけれども、南箕輪小学校が32名、南部小学校が17名、中

学校が21名です。除去及び代替食等の食品品目は多岐に及んで、一人のお子さんがいろいろ

なアレルギーをという場合もございますので、対応をしっかりしているところでございます。

対応の下に学校給食における食物アレルギー対応マニュアル、これを令和２年４月に策定し

まして、マニュアルに基づきながらということで対応をしているところでございます。 

 以上です。 
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議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） ありがとうございます。 

 そんなに多くは増えていないかなとは……。前回の質問で言えば、南部小学校で10名、南

箕輪小学校37名、南中10名でありますので、若干増加傾向にはあるかなというふうに思いま

す。的確な対応を新しい給食センターもできるわけで、しっかりとやっぱりやっていってい

ただきたいと思います。 

 ２として、食育推進計画での地産地消は。学校給食での位置づけは大きいと思います。

2020年の時点からどのように進んでいるか、また食材費に係る補助金はどのように増えてい

るかというか、実際増えているというふうに思いますけれども、その点についてお聞きしま

す。お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 時間の関係がございますので、少し端的に、端的は基本ですが、

ぎゅっとしたいと思います。お願いします。 

 食育推進計画についてですが、令和３年度学校給食における地産地消の利用率の関係をお

伝えします。南部小学校が村内産が3.75％、上伊那産が17.04％、県内産が39.17％、県外産

が60.83％です。給食センターですが、村内産が3.81％、上伊那産が28.76％、県内産が

37.81％、ほかが62.19％が県外産となっております。数字は村内産は上伊那産の内数、それ

から上伊那産は県内産の内数、そういうことになっております。 

 結論から言いますと、給食に関しての地産地消の導入というのはあまり進んでいない、そ

ういう状況でございます。村の第３次食育推進計画と比べても、大分まだまだというところ

かなというふうに思っています。地産地消を上げるための取組として、令和２年の11月から、

学校給食で使用するお米は風の村米だよりを提供しております。そのほか味工房のみそ、お

ばちゃんみそというみそでございますがの使用、野菜などは直売所や生産者の方との調整で、

村内生産品目が少しでも納品されるよう努力を重ねているところでございます。 

 補助については、教育次長のほうからお伝えします。お願いします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育次長。 

教育次長（清水 勝宏） それでは、学校給食の補助についてでございます。 

 学校給食食材の補助についてでございますが、現在風の村米だよりと味工房のおばちゃん

みそ、合わせて２品目の補助を行っております。令和３年度の実績についてでございますが、

風の村米だよりについては、県給食会で定めている単価、この差額分として77万5,251円、

それから味工房のおばちゃんみそにつきましては、36万6,894円村で補助してございます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 有機減農薬の風の村米だよりであります。これは、全量を給食に

しているという金芽米ですよね、昨日出ましたように。とても栄養価も高いという金芽米を

学校給食に使っているというところは、日本全国を見ても多分ないというふうに思いますの

で、これは優れた制度だというふうに思いますし、なかなか地産地消の現実的にはそろえて

使うということがなかなか難しい状況ではあるわけでありますけれども、こういうできるこ

とからしっかり取り組んでいくことは大事かなと思います。 

 年間で3,000円の補助とか、今回は食材の高騰分の補助とかって定期的にやっているもの、
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また臨時的にやっているものもあるわけでありますけれども、しっかりと食育・地産地消を

進めていただくということが大事かなというふうに思います。 

 すみません、ちょっと順序があれになっちゃったんですけど、次に３として、夏休み等長

期休業明けには体重が減っている子供が一定数いるという話を聞いています。また、コロナ

禍で全体として生活困窮が進んでいる現状がある中、給食費も含めた就学援助制度の活用で

支援が必要だというふうに思います。先ほど直接の援助もあるわけでありますけれども、そ

の点について、前回も困難家庭は就学援助に適切につなげていると答えていただいておりま

すが、その動向についてお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 質問のコロナ禍においてということで、就学援助をという状況

でございます。 

 就学援助費というのは、経済的に苦しい御家庭にということでしているわけですけれども、

コロナ禍の関係でいいますと、令和２年度に約８％増、件数的にいいますと10名の御家庭と

いうことで、前よりもその件数が増えたという、そのまま現時点では大体推移しているかな

というところでございます。 

 議員お話のように、給食費は全額就学援助費で支給ということでございますので、引き続

き御家庭の経済状況等を必要によって伝えていただきながら、対応をしっかりしてまいりた

いとそう思っています。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 就学援助の制度は入学時に一応全員に説明するということはお聞

きしておりますので、こういう今の状況の中でしっかりとまた周知しながら、適切に対応し

ていただければというふうに思います。 

 ４として、憲法26条では、教育を受ける権利・教育の義務・義務教育の無償を決めており

ます。全ての国民が法律の定めるところにより、その能力に応じて等しく教育を受ける権利

を有する、２、全て国民は法律の定めるところによりその保護する子女に普通教育を受けさ

せる義務を負う、義務教育はこれを無償とする。少子化が進む中で、子育て支援が様々議論

されています。参議院選挙・知事選挙では学校給食の無償化が大きな争点になりました。 

 現在、全国では小中学校とも無償256自治体、小学校のみ６自治体、中学校のみ11自治体

となっています。長野県でも完全無償化が今19自治体になりました。小海町・佐久穂町・川

上村・南牧村・南相木村・北相木村・軽井沢町・御代田町・長和町・青木村・上松町・王滝

村・大桑村・売木村・天龍村・大鹿村・生坂村・山形村・立科町です。来年から実施をする

市もあります。 

 全国では、20万・30万・40万というような大きな規模の市でもやっているところはありま

す。一部補助ではかなりの数になってきました。半額とか第三子は無料とか、いろんな方法

で取り組んでいるところも今出ております。全県としても、今県へ向けての無償化の署名も

私たち取っているところでありますけれども、本村では臨時交付金で１、２月分は無償とな

っています。箕輪町では、当初３か月を今年度分まで延長して無償になっております。子育

て支援施策として前回も聞きましたが、今回もお聞きします。 

 本村でも無償化を進める考えはあるかどうかをお聞きします。 
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議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。給食の無償化についてでございます。 

 憲法第26条ということが非常に関わると思うんですが、義務教育の無償という言葉が大事

な言葉で並んでいるんですけども、判決事例によりますと、授業料の無料を指す、議員よく

御存じだと思うんですけど授業料を徴収しない、これは教育基本法、それから学校教育法と

も重なるところでございます。それから、学校給食法では、給食費については保護者がそれ

を負担するとそういうふうに現時点ではなっておるところでございます。 

 その中で、今議員お話の各自治体等が給食費を補助といいましょうか、無償という言葉が

いいかどうか、そこのところを重ねているところでございますけれども、人口減少対策とし

ての側面も大きいかなという、そんなことも思っているところでございます。就学援助の関

係、それから先ほど毎年3,000円という一人に補助というお話もありましたけども、そこを

大事にしながらも、村の状況それから社会情勢を踏まえながら、今後検討してまいりたいな

とは思っております。 

 以上でございます。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 一番有効な支援帯だと思います。現在の社会情勢の中では。しっ

かり検討していただきたいと思います。 

 それでは、３について質問させていただきます。 

 村障がい者福祉計画に基づく施策推進についてであります。障害者自立支援法は障害者福

祉計画を策定し、必要な福祉サービスや相談支援を計画的に提供することが定められている

ところです。第６期計画の中で計画されている１として、就労支援についてお聞きします。 

 就労継続支援Ａ型について、庁内就労や一般企業での就労実情と支援はどうなっています

か。また、就労支援も支援Ｂ型の事業所数・利用人数はどうなっていますか。コロナ禍で仕

事の減少が続く中であります。減収に加え、電力・燃油の高騰が運営を圧迫しています。福

祉施設・障害者施設への引き続く支援継続は可能かどうか、お聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 就労支援について御質問いただいております。 

 村では就労支援について、障がい者総合支援センターきらりあやまいさぽ上伊那と連携し

ながら実施をしておるところであります。現在の実情・状況であります。就労継続支援Ａ型

の利用人数は３名、また村の障がい者雇用人数は庁内で３名、保育園関係で２名であります。 

 一般企業への就労支援については、就労に必要な知識や能力を向上させるための就労移行

支援サービスを利用しながら、就労へ向けて訓練をされておられます。実際に一般就労へつ

ながったケースもあり、個々の就労希望に応じて必要な福祉サービスの支給決定や関係機関

の御案内もしているところです。就職後も就業支援員が本人支援に加え企業への支援も行い

まして、就労をトータルでサポートしているような状況であります。 

 次に、就労継続支援Ｂ型の事業所の利用人数についてであります。Ｂ型の事業所は村内に

４事業所あります。また、村外への通所も含めますと、22事業所で利用人数は合計で123名

であります。 

 最後に福祉施設への支援継続であります。まず、県のほうでは10月１日を基準といたしま

して、社会福祉施設等価格高騰対策支援金を支給しております。１施設１事業所当たり場合
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分けされておりますが、施設区分に応じまして２万円から18万円が支給される仕組みであり

ます。受付は来年２月までとなっております。 

 電気代・燃油の高騰に加え、減収というところも御指摘のとおりであります。村からの支

援につきましては、今後県の支援金もありますので現在のところ具体的に動いておりません

が、状況を見て考えてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 状況を見てしっかりとまた取り組んでいただきたいと思います。 

 ２として共同生活援助事業、グループホームでありますについてお聞きします。計画では、

21人の利用というふうになっているわけでありますけれども、村内のグループホームの状況

と利用者数はどのようになっているかお聞きします。 

 また、村内の建設計画はあるかどうかをお聞きします。民間での設置・運営に村支援が可

能かどうかを合わせてお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） グループホームの状況は、村内建設計画は、民間での設置に村支

援はというところであります。 

 現在グループホームを利用されている方は、計画値どおりの21名となっております。現在、

村内にはグループホームが２か所あります。また、村外のグループホームも空きがあれば利

用できる状況です。状況といたしましては、上伊那管内のグループホーム、時々空きが出る

ことがあるんですが、利用希望の方の状態や施設の場所などマッチしないことも多く、トー

タルで見て十分に足りているかと言われますと、足りていない状況と捉えております。 

 そういった中、村では2018年に障がい者グループホーム等施設整備事業補助金交付要綱を

制定いたしました。施設整備に要する工事費、または工事請負費、工事事務費等を補助対象

経費としておりまして、村内でグループホームを新設していただいた場合には最大200万円、

増改築の場合は100万円を補助するというものであります。 

 また、村だけでなく県でも社会福祉施設等事業補助金がありまして、こちらは市町村や社

会福祉法人、ＮＰＯ法人等が施設する場合に、本体工事やスプリンクラー等の設備、そうい

った工事に対して補助を行っておりまして、こちらは補助率が４分の３と非常に使いやすい

制度となっております。そういったところを踏まえまして、村の村内の建設計画、村の状況

でありますが、2019年に、ある民間事業者から村内の物件を改修してグループホームを造り

たいという相談がありましたが、実際その物件と業者の要望が合わずに別の物件を探したい

というところで、それ以降進展はないというのが現状であります。 

 2020年度にグループホームを運営する法人にアンケート調査を行ったところ、グループホ

ームを申請する場合に重視する項目といたしまして、工事費や空所分のサービス報酬費、そ

ういったところが上がっております。このほか地域の理解を得ることや、入居者や世話人の

確保が難しいといった声もいただいております。これらを参考に、今後補助内容についてま

たどうしていくか、土地の確保等についても村で検討していく必要があるのかないかとか、

そういったところを進めてまいりたいと思います。 

 今後、次期障がい者福祉計画策定に向けたアンケートを実施しますので、対象者の方にグ

ループホーム利用の意向をお聞きしてデータとしても整えてまいりたいと思いますし、私も
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障がいのあるお子さんの保護者の多くの方からグループホームの設置について要望をいただ

いているところで、村としても非常に前向きなところであります。ですので、もしグループ

ホームの建設・運営等に関心のある事業者さんを御存じでありましたら、ぜひ村のほうにつ

ないでいただければ大変ありがたいと思っております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 三澤議員。 

９  番（三澤 澄子） 私もちょっと法人に関わっておりまして、本当に高い要望であり

ます。今しっかりと取り組むというお話をいただきましたので、早速報告しながらしっかり

と応えていければなというふうに思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

議  長（山﨑 文直） これで、９番、三澤澄子議員の質問を終わります。 

 ただいまから、10時10分まで休憩といたします。 

   休憩 午前  ９時５２分 

   再開 午前 １０時１０分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 ６番、都志今朝一議員。 

６  番（都志今朝一） 議席番号６番、都志今朝一です。私は、先に通告いたしました５

項目について、村長・教育長並びに農業委員会委員長にお伺いいたします。的確なる答弁を

お願いいたします。 

 新型コロナ感染症が県内で感染第７波のピークだった８月19日の3,649人を３か月ぶりに

最新し、過去最大の4,328人に上った。感染者の増加で医療への負担が増しているとし、医

療非常事態宣言が出されたばかり。第８波に入った感染再拡大に歯止めがかかっていない。

１日も早く収束することを願うところであります。 

 それでは、質問に入ります。また、質問の一部は信濃毎日より引用しております。 

 質問の１項目めの令和５年度予算編成についての１件目、令和５年度の予算規模について

をお伺いいたします。 

 令和５年度に向けての予算編成の時期となりました。内閣府が11月15日に発表した2022年

７月から９月期国内総生産ＧＤＰ季節調整値速報値は、物価変動を除く実質で前期比0.3％

減、このペースが１年続くと仮定した年率換算は1.2％減であった。事前の市場予測に反し、

2021年７月より９月期以来、四半期１年ぶりのマイナス成長となった。物価高の影響などで

個人消費が停滞したほか、輸入の伸びが輸出の伸びを大きく上回り、ＧＤＰ全体を押し下げ

た。資源高に伴う海外への所得流出は、年換算で約19兆7,000億円と過去最大に膨らんだ。 

 新型コロナ感染再拡大や世界的なインフレやそれに伴う海外経済の落ち込みが今後の懸念

材料で、厳しい経済情勢が続く見通しである。一時、１ドル150円台まで進んだ歴史的な円

安が輸入に頼る食品やエネルギー関連の物価高に拍車をかけ、家計に重しとなっている。今

年の夏は新型コロナウイルスの行動制限がなかったにもかかわらず、個人消費が前期比

0.3％と伸び悩んでいる。 

 11月に入って円安進行は一旦落ち着きつつあるが、新型コロナの流行第８波が今後の個人

消費の下押し要因となるおそれがある。政府の物価高対策や全国旅行支援が呼び水となり、

個人消費が賃上げを伴って力強く動き出すかどうかが景気の行方を左右しそうである。村の
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大型事業で、今年着工した学校給食センター建設、学童・生徒の通学などの安全対策と村民

が安全・安心に暮らせる村づくりに向けて、公約の激動する社会の中で、誰もがいつまでも

幸せに暮らせる村にを目指す予算編成になると思うところであります。 

 藤城村政２回目の予算編成であります。令和４年度当初予算66億に比べ、どのようである

かをお伺いし、１件目の予算規模の質問といたします。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号６番、都志議員の質問にお答えをいたします。 

 令和５年度予算編成についての大項目の中で、まずは令和５年度の予算規模はという御質

問であります。 

 過日、令和５年度の予算編成方針につきまして説明会を開催し、現在各課で予算の見積り

を行っていただいているところであります。予算査定は実際年明け１月からとなりますので、

現段階での数字というところで御理解いただければと思っております。 

 初めに歳入からであります。一般財源ベースにおける令和４年度の決算見込みにつきまし

ては、村税が22億6,000万円程度と2021年度決算よりも増えております。また、普通交付税

は19億円程度と、こちらについては令和３年度決算と比較して微減しておりますことから、

令和５年度の予算規模は、令和３年度と同程度の歳入であります60億円程度と見込んでおる

ところであります。 

 これら決算の見通しから、令和５年度当初予算の歳入は、一般財源ベースにおいては令和

４年度と同程度と見込んでいます。少しちょっとややこしいです。失礼しました。 

 また特定財源については、国・県補助金の動向によるところでありますが、学校給食セン

ターの建設工事について学校施設整備基金を充てる予定であります。また、村３か年事業に

計画している普通建設事業などの財源といたしまして、令和２年度以降に積み上げました財

政調整基金、こちらを充てる予定でありまして、仮に国県補助金等が同程度であるとすれば、

基金の繰入れ分が令和４年度当初予算より増額となる見込みであります。 

 一方、歳出については原油価格・物価高騰の影響を受けた電気代をはじめとした物件費、

給与改定による人件費、また新型コロナウイルス感染症により伸びが抑えられていた扶助費

など、経常経費を中心に大幅な増となる見込みでありまして、今後の令和５年度の予算編成

の中で縮減を図っていくことになりますが、当初予算の歳出予算規模につきましては、令和

４年度の当初予算の66億円を超えるものになると見込んでおります。 

 こうした歳入歳出の状況を総合的に勘案いたしますと、令和５年度の予算規模につきまし

ては歳入のほうで大幅な伸びが見込めないことから、歳出での縮減を図りながら総額で66億

円から70億円、その範囲内の予算規模で編成をしたいと現在のところ考えているところであ

ります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 村の人口が増加が続いています。地区計画などの要望箇所も多く

あり、まだ多額の予算を必要とする事業も多くあると思います。村民の皆さんの生活に対し

てぬくもりが感じられ、優しい予算編成となることをお願いし、２件目の予算編成に対して

の重点項目についてを質問といたします。 

 村では、現在南箕輪村第５次総合計画後期基本計画、令和３年度から令和７年度までの後
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期基本計画を推進中であります。後期基本計画には７項目の基本目標が掲げられており、基

本目標１では健やかに生きいき暮らせる村、２では次代の担い手を育み、一人ひとりが輝く

村、３には安全・安心に暮らせる村、４番目には産業と観光の振興で活気を生む村、５には

住みやすい環境づくりを進める村、６番目の目標は自然と共生する魅力あふれる村、７番目

の基本目標は、協働と満足度の高い行政運営を進める村が掲げられております。 

 村民の皆さんが安全安心に生活するには、どの項目も大切な目標です。平成28年に安全・

安心を健やかに、手と手を取り合いきよらかな自然環境のむらづくり、すてきなむらづくり

を基本理念と定め、いつまでもあふれる緑、笑い声を目指し、村民と行政が共に目指す将来

像とした。第５次総合計画の後期基本計画の進行中であります。 

 令和５年度の予算編成に当たり、重点項目は何であるかをお伺いし、２件目の質問といた

します。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 予算編成の重点項目は何かという御質問であります。 

 重点項目でありますが、まずは令和４年度の継続費で進める学校給食センターの整備、そ

して令和４年度から３か年の計画で行われております公共施設のＬＥＤ化の工事、また公共

施設等総合管理計画に沿いまして、学校等をはじめといたしました公共施設の長寿命化、計

画更新に向けた改修事業、喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策や原油価格・物

価高騰対策、コロナ禍からの地域経済の回復などに引き続き優先的に取り組む予定でありま

す。 

 また、働き方改革や子育て・教育における人への投資、ゼロカーボン、自治体ＤＸ・ＳＤ

Ｇｓなど、地方公共団体においても積極的な取組が求められている分野、こうした取組のほ

か、これまで南箕輪村としては大変力を入れてきた子育て支援、これは継続いたしますが、

子育ての次は教育であると考えておりますので、教育の分野にこれからはさらに力を入れて

まいりたいと思います。 

 また、人口という意味では生産年齢人口、これを今後も維持していくということを念頭に

置いた施策に取り組んでまいりたいと思います。 

 また、地元にお金が回る例えば地区計画事業、今いろいろな物が高騰化しておりまして、

こちらの部分も予算をしっかりと引き上げて、これまでのいただいた要望を、しっかりとこ

れまでのペースで対応していけるように取り組んでまいりたいというところであります。 

 また、村３か年実施計画の基礎となる財政フレームにおきましては、近い将来投資的な経

費が確保できなくなることが懸念をされているような状況であります。そういったことから、

令和５年度から歳入歳出両面からの見直しも行いまして、財政基盤の強化、これも合わせて

必要であると考えております。 

 また、先日令和５年度の予算編成方針、説明会の場で私が申し上げましたのは、非常に行

政がやる仕事が年々年々増えていっていると。増えてはいってはいるが、なかなか減ってい

く、削減することは進んでおりません。そういったところが削減をしていかないと新たな事

業も生まれてまいりませんので、私のほうからお願いといたしまして、各係で来年の事業計

画をしっかりと立てていただいた上で予算をつけて、その中で過去を振り返ってこういった

事業はもういらないよねとか、縮小したほうがいいよねとか、そういったことをしっかり係

の中で話し合っていただいて、それを具体にして課長に提言してほしいと、そういったとこ
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ろをお願いしたところであります。課長の皆様には、部下の提言をしっかり聞くようにお願

いするとともに、リーダーシップの発揮を求めたところであります。 

 また、議会や監査委員からの御指摘事項、行政評価、そういったものを踏まえまして、必

要性・有効性・公平性を十分に精査いたしまして、村民に対して確かな説明ができるものを

計上するよう指示したところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 第５次総合計画後期基本計画実現に向けての予算編成をお願いし、

これからも続くと思われるハード・ソフト事業をより一層経費節減に努力し、今後も健全財

政の維持を期待し、３件目の村税の税収見込みについてをお伺いいたします。 

 総務省が11月18日に発表した10月の全国消費者物価指数は、前年同月比3.6％上昇の103.4

であった。昭和57年２月以来、40年８か月ぶりの伸び率となった。ロシアのウクライナ侵攻

を背景にした物資高に加え、円安進行が輸入物価の上昇に拍車をかけ、食料品や電気代、ガ

ス代を中心とした値上げの秋の影響が直撃した。物価変動を反映した実質賃金は、前年同月

と比べて６か月連続でマイナスに沈んでいる。物価上昇に賃金が対応できておらず、家計防

衛の意識が高まれば腰折れにつながる。 

 このように消費落ち込みに加え、コロナ感染症の第８波の影響、欧米利上げなどによる景

気先行き警戒感が強い。このような状況下の中、令和５年度の村税の税収見込みはどのぐら

いを見込むかをお聞きし、質問といたします。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 令和５年度の村税の見込みはどのぐらいかという御質問でありま

す。 

 現在の社会情勢を鑑みますと、今後の村税収入は、横ばいもしくは減少もあり得ると見込

んでいるところであります。見込予測の数字でありますが、令和５年度の村民税につきまし

ては、令和４年度決算見込額９億8,000万円、こちらから１％増の９億9,000万円、固定資産

税については令和４年度決算見込額10億6,000万円から0.5％増の10億7,000万円、その他諸

税も合わせまして、現時点での令和５年度の全体の村税見込額につきましては、令和４年度

決算見込額22億7,000万円から0.6％増の22億8,000万円を令和５年度の村税収入として見込

んでいるところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） これからも厳しい財政状況が続くものと思われます。限られた財

源での予算編成であり、国・県の補助金、交付税措置のある地方債などの活用を期待し、費

用対効果の出る村民のための予算編成をお願いし、２項目めの農業支援、高騰する化学肥料

などに対して個人農家への援助についての考えをお伺いいたします。 

 今定例会の陳情15号の肥料高騰対策実施に関する陳情も提出されているとおりに、ロシア

のウクライナ侵攻により肥料の原材料の流通が困難になり、化学肥料の高騰化が進んでいま

す。上伊那農協の令和５年春肥料予約注文書の金額を昨年の品物と対比すると、多くの肥料

が値上がりしており、概算予約価格でも20キロ当たりの金額比較で単肥、水稲・その他穀類

肥料32種類中値下がりが１点、あとは大豆一発肥料の値上がりが最も大きく20キロ当たり
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2,000円の値上げで、水稲で一般に使用する上伊那米オンリーワンＳⅰについては20キロ当

たり1,595円の値上がりをしていて、陳情書にもあるように、このままでは離農農家も多く

なる可能性もあり、水田休耕農地が多くなることも考えられます。 

 また、ロシアとウクライナとの紛争も収束しそうにありません。肥料価格が下がる兆しが

なく、個人農家の経営を圧迫しています。高騰する肥料に対しての村で何らかの援助の考え

があるかをお伺いいたします。 

 上伊那農業組合も値上がり資材・肥料・飼料などへの支援があるようです。答弁をお願い

いたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 農業支援という中で、高騰する肥料などに対する個人農家への援

助の考えはという御質問であります。 

 現在、議員御説明のとおり、世界的な穀物需要の増加やエネルギー価格の上昇、ロシアに

よるウクライナ侵攻、そういった影響によりまして化学肥料原料の国際的価格が大幅に上昇

しておりまして、肥料価格が急騰しているような状況であります。これは、国・日本国全体

の問題であるというところであります。そういったところでありまして、国・県ではこのよ

うな状況を踏まえまして、肥料価格高騰対策事業を実施しております。 

 事業の具体的な内容でありますが、肥料価格の高騰による農業経営への影響緩和のため、

化学肥料の低減に向けて取り組む農業者の皆様の肥料に掛かるお金を支援することとしてお

りまして、支援の対象となるのは、令和４年６月から令和５年の５月までに購入した肥料と

なっております。 

 具体的な支援の内容でありますが、化学肥料の低減の取り組みこういったことが前提とな

りますが、前年度から増加した分の肥料費についてその７割を国が支援しまして、残りの１

から３割を県がさらに支援するという内容となっております。 

 また、それとは別にＪＡ上伊那のほうにおきましては、こちら組合員を対象に肥料・飼料

等の対象商品購入金額に対し、５％の支援を実施するとお聞きをしておるところであります。

まずはこれらの事業について利用をしない方が出ないよう、村としても積極的な広報をして

まいりたいと考えております。 

 また、村独自の支援といたしまして、現在村が推進している風の村米だよりの生産の推進、

これを行うことが今回の支援要件であります化学肥料の削減に直結しますので、こちらの部

分も合わせて取り組みたいと考えておりますし、この風の村米だよりで使用している昨日も

お答えいたしましたが鶏ふん、こちらのほうが値上がりするようであれば、そちらの部分は

村のほうで積極的に支援してまいらねばならないと思っているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 水稲農家は米価が低迷しており、耕作意欲が湧いてこないのが現

状です。耕作意欲の湧く村の施策をお願いして、３項目めのコミュニティ対策の新規移住者

の区・組への加入への対策はどうであるかをお伺いいたします。 

 今年は議会で各区に出かけて、村民の皆さんから多くの声を聞く会を行っています。私も、

この質問書作成時時点で２区に参加しました。区・組の新加入には、区役員が大変苦労をし

て加入に当たっているとのお話でした。村では南箕輪村のコミュニティ・区のパンフレット
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を作成し、移住者に窓口での配付を行っているようです。南箕輪村第５次総合計画後期基本

計画計画中に、施策７の２地域コミュニティ、現状と課題の中には現在の状況が捉えられ、

生活様式の変化により組織に未加入世帯が増え、ごみ問題など地域環境への取組やコミュニ

ティ活動にも不公平感が出ている。地域コミュニティの育成には三項目が掲げられ、１には

協働による村づくり、２には地域の活性化支援、３には地域間交流の推進がうたわれていま

す。内容のどれを見ても必要不可欠の事柄であり、基本目標７、協働と満足度の高い行政運

営を進める村の方向性も出されております。 

 村として、新規移住者への区・組への加入に対しての対策はどのようであるかをお聞きし、

質問といたします。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） コミュニティ対策という中で、新規移住者の区・組への加入の対

策はというところであります。 

 短期的な部分と中長期的な部分を分けてお答えをいたします。 

 まず、短期的な部分であります。現在村が取組を進めております区への加入促進対策とい

たしまして、職員による地区相談員のほか区・組への加入を促進し、自治機能の向上・住民

自治の地域づくりを推進するため、今年度から総務課に新たに１名の集落支援員を配置をい

たしました。支援員の業務の内容といたしましては、区・組への加入促進のための調査、専

用パンフレット等の作成、地区公民館へ出向いてのおでかけ村長室の開催、役場窓口での

区・組への加入促進、区長会との連携、区の業務支援などを行っていただいております。 

 現在、この集落支援員が新たに転入された方などの住民異動の手続の際に、昨年度作成し

ましたパンフレットを使用しながら説明をしておるところであります。さらに、現在このパ

ンフレットに加えまして、各区ごとの特徴を紹介する地区紹介のパンフレットを、各区の役

員と相談しながら作成を進めております。今年度は塩ノ井・南原・大泉、この３地区で作成

が完了する見込みでありまして、残りの９地区につきましては、来年度中に完成目標を設定

して取り組んでいるところであります。 

 内容につきましては、区の地図のほか夏祭りやスポーツ大会などの行事関係、区の情報と

して区費の使い方や区内の名所、区に住んでいる方々の生の声も掲載していただきたいと考

えておりますし、区の公民館、やはり都会から移住してくると公民館というのは公の施設と

いう認識がありますが、こちらは各区の持ち物として運用されています。そういったところ

の公民館の在り方等も説明する必要があるのではないかと思っております。また、説明に当

たりましては文字だけの堅苦しいものでなく、写真やイラストなどを使って読み物として興

味が持てる内容にしておるところであります。 

 昨年度の総務省統計の住民基本台帳人口移動報告によりますと、村に転入した方は全体で

747人でありました。これ年代別に見ますと、20歳代の方が一番多くて289人、38.7％です。

続いて多いのが30歳代、142人19％、その次が10歳未満、61人となっておりまして、これら

20代・30代、そして10歳未満の世代を合計いたしますと492人となりまして、全体の65.8％

を占めておるような状況であります。そういったところ、新規移住者へというところの議員

の御提案でありますので、こういった子育て世代の方が見やすいパンフレット、そういった

ところをターゲットにして作成を進めているところであります。 

 また、中長期的な取組といたしましては、昨日山﨑議員への質問にもお答えをいたしまし
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たが、やはり現在若い世代では共働きや就業時間の多様化、役が回ってきても務められない、

そういった現状があります。過去３世代同居、そういった少し世帯の中にゆとりがある方が

いらっしゃったそういった仕組みのまま、現在の区・組の仕組み、行政との関わりは何も変

わらず続いてきてしまっておりますので、そういったところを、現在の核家族化の進行と高

齢者のみの世帯が増えた現代の時代に合った区・組・行政との関わり、そういったところを

検討する検討会を来年度立ち上げまして、約２年間ほどの時間を使って抜本的な自治組織の

改編なども取り組んでいくことで、それが新規移住者の区・組への加入にも中長期的にはつ

ながっていくと考えておるところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 若者の移住者が多く核家族化も進み、昔ながらの近所付き合いに

変化が出てきているものと思われます。一世帯でも多くの世帯が地域コミュニティに参加す

る対策をお願いし、４項目めの営農太陽光発電施設の検証で、大芝営農型太陽光発電施設の

下で栽培している農産物の検証はどうであるかをお伺いいたします。 

 太陽光発電を農業生産と発電にシェアするソーラーシェアリングは、環境にも作物にも優

しい再生可能エネルギーの増加を抑制させ、地球温暖化の一端を担っています。大芝の太陽

光発電施設は農業振興地域の中にあり、当時の農業委員会では、申請を受けてからも時間を

かけての回答だったと思います。また、議会でも委員会で先進地などに視察などにも行った。

農林水産省の営農型太陽光発電システムには、パネル下で栽培している作物の状況を３年に

一度農業委員会が確認することが義務づけられていると思います。 

 大芝の太陽光発電施設は、2016年より発電が始まっていると思います。当時にパネル下に

定着した農作物も６年をたっていると思います。６年たった作物の状況はどのような状況で

あるかをお伺いし、質問といたします。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 高木農業委員会長。 

農業委員会長（高木 繁雄） 議席番号６番、都志議員の質問にお答えをいたします。 

 大芝の営農型太陽光発電、現状はどうなのかという質問かと思います。今、都志議員のほ

うで経過等一通り御説明をいただきましたので、私のほうからはそれは省かせていただきま

す。 

 この大芝の営農型太陽光発電施設でございますが、３年間の一時転用期間と、一時転用と

なっていますので、３年ごとに許可・申請が必要で、それが今まで３回の許可を得て更新さ

れ、今日に至っているところでございます。当初より薬用ニンジンが栽培されておりまして、

これは毎年農産物の状況を報告することとなっています。ですから、毎年これをしなきゃな

らないということでございます。したがって、農業委員会では農業者に作業日誌それから会

計簿、それから知見を有する者の所見ということを提出いただいて、それらを基に現地捜査

や評価を行っております。 

 栽培されている作物の状況はということでございますけれども、薬用ニンジンは栽培量が

非常に少ないということから、知見を有する者ということで、大芝の皆さんは岡谷にありま

す農業生産法人株式会社光変換光合成促進農法という会社、これはインターネットでひけば

出てきますが、そこの指導によりまして試行錯誤されながら懸命に取り組んでいるという状

況であります。 
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 私どもも、特にどこかの圃場、違う生産者の圃場と比較したということではございません

が、大芝の朝鮮ニンジン、年々本当非常によくなってきていると感じております。そんな中

で、このニンジンに含まれる薬用成分、ちょっと難しい名前であれなんですが、これは根よ

りも茎・葉っぱ、それから種のほうが非常に多くて、薬用成分。で、根は残して茎や葉や実

を収穫することで、要はアスパラガスのような感じですね、これで毎年収穫が可能になると

いうことで、一度朝鮮ニンジンは一応６年とか７年が一作ということになっていますけども、

そこで掘っちゃうんじゃなくて、毎年毎年上へ出てくるやつを収穫してそれを出荷するとい

うことで、これ６年目になります昨年から、この方法で７月から10月頃にかけて収穫・出荷

がされております。 

 今年は令和４年度、昨年に増してたくさんの収穫があったという報告を受けております。

そういうわけで、農業委員会では引き続き支援をしていく所存であります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 私ちょっと勘違いをしていて、毎年検査を行っているそうですの

で、またよろしくお願いします。 

 以前、委員会で大芝の太陽光施設を視察した折、パネル下で作られている作物が順調に育

って、南箕輪の特産物になるとよいというような話をしたことを思い出します。成長すれば

高価なものです。より一層の栽培をお願いし、５項目めの学校教育についての１件目、村３

校の不登校の様子はどうであるかをお伺いいたします。 

 報道によると、小中の不登校大幅増、新型コロナ禍、生活変化の影響か、県教育委員会は

11月27日2021年度中に30日以上欠席した不登校の児童生徒について、小学校が20年度比

16.9％増の1,596人、中学生が同27.7％の3,111人で、それぞれ過去最多を最新した。いじめ

の認知度件数や暴力行為の件数も前年度から大幅に増えた。新型コロナウイルス感染症拡大

に伴う学級閉鎖などで、生活リズムが乱れたことも影響したと県教育委員会は見ている。学

校行事の縮小や給食時の黙食があり、交友関係を築くことが難しく登校する意欲が湧きにく

い状況が生まれたという。 

 不登校の理由としては、本人の無気力、不安や家庭環境、学校での人間関係や教職員との

関係をめぐる問題などが挙げられている。不登校支援に取り組む関係者からは、子供一人一

人に向き合うことや多様な学び場を設けることを求める声が上がっている。以上のことから、

南箕輪の３校の様子はどのようであるかをお伺いし、質問といたします。答弁をお願いいた

します。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） ６番、都志議員、学校教育の中で村の３校の不登校の子供たち

の様子でございます。 

 心身の不調等により、年間の欠席日数が議員お話の30日以上の児童生徒が不登校の対象と

なってきます。本村の過去２年間の状況をお伝えします。まず令和２年度ですが、南箕輪小

学校は全校825名に対して４名、それから南部小学校は全校247名に対して２名、中学校です

が530名に対して34名、中学校は学年約10名前後ぐらいということで、30を超えています。 

 次に令和３年度ですが、南箕輪小学校が全校812名に対して９名、南部小学校が266名に対

して４名、中学校が533名に対して36名というふうになっております。パーセントで表して
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県とあるいは国と比べたりということもできますが、今は人数だけをお伝えさせていただき

ました。 

 本村の特徴としてなんですけども、小学校の状況ですと人数的には少ないですが、中学校

に行くと先ほど申し上げた10人前後ぐらいとなっていく、そんなことが見られます。要因と

してという、この要因をどう見るかというのは非常に難しさがあるんですが、私コロナ禍だ

からうんと人数が増えた、そういう見解はもっていないところであります。思春期というこ

とで中学校の場合ですと自分に自信が持てなかったり、あるいは周囲との周りとの関係性の

中で距離感を感じて悩んだりとか、それによって不登校傾向になる生徒が出てきている状況

があるかなというふうに思っています。 

 それと、支援の在り方について少しお時間をいただいてもいいですか。 

 オンライン授業あるいは中間教室の利用等々、でき得る施策は全部という言い方がいいか、

できるだけしっかりやってきているつもりなんですけれども、村中間の場合には、昨年度４

人の生徒さん、子供たちが活用、今年は３人です。主に中学生が村中間、こども館の中にあ

りますが活用しています。 

 中学校においてなんですが、今年から不適応という言葉を子供たちに使っていいかどうか

非常に悩ましいところなんですけれど、不適応ではなくて、なかなか自分らしさを発揮でき

ない状況があるお子さんということで、学校の中だけでは完結ではないと思っているので、

学校から一歩外に出ようよということで、例えば社会福祉協議会でフードバンクの箱詰めの

お手伝いをいただいたりとか、図書館で本の整理あるいはシール張り等々のような作業に参

加していること、そういうことで動いてきています。 

 子供たちは自分の行動に少しずつ自信を持つというような感想もあったりということで、

なかなか自分というものをどう見ていくかというところでの育ちをどうサポートできるかっ

ていうことが大事かなと思っております。子供たち、学びの場を広げていく、それから学び

をつなぐ方向っていうのを大事にしていきたいなと思っていますので、はい。 

 それから小中の接続の関係も丁寧な接続を描いていきたいなと、これを今まで取り組んで

はいるんですが、もっともっと具体的にっていう、そんなことを描いているところでござい

ます。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 毎朝、児童生徒の様子を見ながらボランティア活動の交通指導を

行っています。以前は不登校であった生徒児童が、お母さんの送る車で通学していきます。

お母さんの様子にも変化が出てきています。不登校の児童生徒が一人でも少なくなる対策を

お願いし、２件目のタブレット端末の活用頻度はどのようであるかをお伺いいたします。 

 文部科学省が４月に実施し７月に発表した2022年度全国学力学習調査学力テストの結果か

ら、長野県内の小学校では、授業でのタブレット端末利活用が全国に比べて進んでいないこ

とが分かった。県教育委員会によると、活用に必要な通信環境が整っていないなどの理由が

考えられる。端末は勉強の役に立つと思うとする児童は９割を超えており、有効活用が課題

になりそう。 

 小学校での活用状況が全国平均と比べて進んでいないのは何が原因なのか、県教委学びの

改革支援課は、周囲の自然環境などを生かした学習が充実していることが背景にあるとした。
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学校の周囲に素材があり、リアルな体験ができる。こうした学習環境が逆に端末活用につな

がらない要因にもなっている。 

 南箕輪村は自然環境に恵まれており、屋外での学習も体験できると思います。通信環境も

整っている村のタブレット端末の活用頻度はどのようであるかをお伺いし、質問といたしま

す。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。タブレット端末の活用頻度についてでございま

す。 

 御存じのように、ＧＩＧＡスクール構想によって、令和３年３月に児童一人一人の端末と

いうことで動いてきております。端末の活用は２年目なんですが、デジタル教科書の導入そ

れからドリル教材アプリ、教育クラウドの利用、電子黒板等を利用して授業中の活用、平日

や長期休業・臨時休業、家に持ち帰っての活用がなされてきております。 

 学級においては、クラウドを使った仲間とともに共同編集、それから情報共有、調べ学習、

学習のまとめ、発表での使用、あるいはドリル学習等で活用しておるんですけども、議員お

話のもう少しっていうそういうところでございますが、県の考察と重なるんですけれども、

環境は整っていると思っていますが、授業の中で先生方、先生方云々ってここで申していい

かどうか、もっと活用してほしい、今までの授業実践の経験値のところにＩＣＴをどう重ね

るか、そこのところがひとつ課題かなというふうに思っております。 

 言い換えれば、既存の知識と新しい知識の融合、ここを大事にしていきたい。先生方もう

んと摸索中であると思います。また、ＩＣＴ支援員さんのお力をいただきながら授業づくり

もということで、ハード面だけではなくてソフト面の相談もしながらということで、今後職

員研修のほうをしっかりやっていく、そんなことを思っています。 

 ただ、大事なのはタブレットを使えばいいとか、ＩＣＴを使えばいいじゃなくて、やはり

ツールですのでそれを使いながら授業をどういうふうに、子供にしっかり生きる力をつける

か、そこが勝負といいますか、大事なところというふうに肝に銘じながら学校と一緒に歩み

たいと思っております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 時間がないんで、タブレット端末の活用がよりよい学習教材にな

ることをお願いし、最後の質問に入ります。 

 全国学力テスト、村での事前対策はどのようであったかをお伺いいたします。 

 県教育教職員組合の調査で明らかになっております。南箕輪の様子はどのようであったか

をお伺いし、質問といたします。答弁をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。全国学力状況調査、学調と言いますけれども、

報道等にもあったわけですけれども、一部の小中学校で事前対策ということが新聞には記載

されていました。村内の小中学校３校に確認あるいは問い合わせをしましたが、特に事前に

焦点化や事前対策を特別に行ったということはありませんでした。県教委のほうでは、学調

の問題というのはふだんあまり解いたことのない形式の問題が出されているということで、

問題を解くのに戸惑う生徒もいるというような見解を示していて、学調を受ける留意点、活
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用する留意点として４つの点が示されています。 

 一つは、結果を授業改善、個別指導に生かすということ。当然のことでございます。 

 それから２番目として、調査の正答率を実力以上に、子供たちが持っている力以上に高く

することを目的に調査直前の授業時間に過去問をやったりとか、そういうことを行うという

ことは必要ない、なじまないというふうに思っております。 

 それから３番目として、子供たちが戸惑うことなく今の実力を発揮できるように、なかな

か問題に慣れていないというそんな状況もあるということの中で、時間いっぱいしっかり取

り組む、それから授業、今までの授業の流れの中で過去の問題等を提示したり、あるいはド

リル的にやったりという、そういうようなことも大事ではないかということ。 

 それから調査は全国の同学年の子供たちが受けるので、そういった意味で自分をしっかり

見返していくことにもなると、そういう意義を説明することをしております。村としても、

今までそういうことを大事にしてきていますけども、この趣旨を大事に受け止めて、しっか

りと子供たちの力を伸ばしていく、なので学調先にありきではなくて、どう結果を生かしな

がらという、そこを大事にしたいと思っております。よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 都志議員。 

６  番（都志今朝一） 時間が過ぎましたんで、将来南箕輪より、よりよい人材が多く育

つ教育をお願いいたします。 

 藤城村長におかれましては、南箕輪村の大きな大地に６つの公約の種をまきました。まい

た種から芽が出始めています。芽が出て花が咲き、大地に根を張り幹を広げ葉が生い茂り大

木となる村政運営をお願いし、今定例会の私の質問を終わります。 

議  長（山﨑 文直） ６番、都志今朝一議員の質問を終わります。 

 ただいまから、11時10分まで休憩といたします。 

   休憩 午前 １１時０１分 

   再開 午前 １１時０９分 

議  長（山﨑 文直） 休憩前に引き続き会議を開きます。高木農業委員会長は退席をし

ておられます。 

 一般質問を続けます。 

 ３番、原源次議員。 

３  番（原  源次） ３番、原源次です。通告に基づいて、３項目について質問いたし

ます。的確な御答弁をお願いします。また、一等最後の質問で、同僚議員と重複するところ

が多々あるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 まず、発達障がいの状況について質問します。 

 新聞によると、県内の公立小中学校で本年度発達障がいと判断された児童生徒は9,786人

で、最多を更新したことが、17日県教育委員会の調査で分かったとありました。県教委は発

達障がいへの社会的な認知が広まっていることが背景にあるとして、調査を始めた2007年度

以降増え続けているとしています。 

 調査は公立小中学校の全児童15万1,372人を対象に実施、８月末現在で医師の診断や児童

相談所などの判定を受けた児童生徒数の数をまとめたものです。前年度より354人増え、全

体に占める割合は6.46％で、前年度を0.34ポイント上回ったとあります。症状別では、対人

関係やコミュニケーションがうまくいかない、興味や活動が偏るといった自閉症スペクトラ
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ム障害、ＡＳＤが4,765人と多数を占めました。このほか、集中力が続かないなどの注意欠

陥多動性障害ＡＤＨＤは1,508人、学習障害ＬＤが359人とあります。 

 そこで、村内の小中学校及び園児の発達障がいの判定状況と現状についてはどうかお聞き

します。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） 議席番号３番、原源次議員、発達障がいの状況について、その

中で小中学生それから園児の発達障がいの判定と現状についてということでお答えいたしま

す。 

 保育園の状況についてお伝えしていきたいと思うんですが、議員お話のように、新聞のほ

うでは判断という言葉があったりしましたけれども、議員のお話を確認しますが、発達障が

いの診断というのは医療でなされるということ、それから判定という言葉がありますが、こ

れは臨床心理士あるいは児童相談所等の専門機関でなされているというふうに認識しており

ます。 

 子供の育ちに応じながら健診、１歳６か月健診あるいは３歳児健診が行われ、発達の状態

等が気になる子供さんに、お医者さんそれから保健師から保護者に子育てのアドバイスがな

されてきております。子供さんのニーズに応じながら、ステップ教室への参加が促されてき

ております。また、今年度より遊びの会という事業をたけのこ園で立ち上げ、ステップ教室

に通うまでの月齢のお子さんの相談にも応じてきています。その後保育園、たけのこ園での

保育・療育が営まれております。 

 保育園では、保育を進めていく上で困り感を持つ子供さんについて、保護者の了解の下、

あるいは保護者からの御希望で臨床心理士、それから作業療法士、言語聴覚士、教育相談員

による巡回相談が行われ、支援・配慮の在り方を保護者、そして保育士と共有しています。

巡回相談で先ほどのスタッフによる判定がなされるということは、非常に少ないというふう

に聞いています。また、通院を通して、医療より医療サイドで発達障がいの診断を受ける園

児というのは若干名いるかなという、巡回相談から医療につながったり、そこで医療サイド

からそういう診断がなされるという現状でございます。 

 小中学生についてなんですが、学習障害ＬＤ、それから注意欠陥多動性障害ＡＤＨＤ、自

閉症スペクトラム障害ＡＳＤ、その他反抗挑戦性障害ＯＤＤと言いますが、それら単一の場

合もありますし、あるいはそれらが複数重なっている場合の診断・判定が出ている児童生徒

の状況についてお伝えいたします。 

 本年度診断・判定を受けている児童生徒数ですが、通常学級に在籍している児童生徒数は

小学校が20名、中学校が９名でございます。特別支援学級に在籍している児童生徒では、小

学校26名、中学校が18名です。また、通常学級に在籍している児童生徒のうち、発達障がい

の診断・判定は出てないんですけれども、特別な支援・配慮が必要と思われる児童生徒は、

小学校が72名、中学校が58名となっております。 

 このように、特別な支援・配慮が必要と思われる児童生徒が一定数在籍しています。自分

の認識では10年前ぐらいに6.3％というような数字があったりして、そのときにはまだそこ

まで当然いかなかったんですけど、だんだんと先ほど報道にもあったように、6.46％という

ことで割合的には、人数的には増えてきているかなというふうに思っています。 

 新聞では社会的な認知が広まっているという言葉があったんですが、子供さんの状況を見
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ていて認知だけではないところもあるのかなというのは、うんと個人的な感想ですけども思

うことと、それからエコチル調査を大分前からやってきています。その結果がまだ出されて

いないので、そこをまた結果が出れば参考にしながらというふうに思っているところでござ

います。 

 通常級それから特別支援学級、ＬＤ等通級指導教室において、子供たちはそれぞれの教育

的ニーズに応じた指導・支援が行われています。 

 以上でございます。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 今、数字をお聞きしました。やっぱり県内と同様に増えているよ

うな状況だと感じました。 

 次に、対象者の把握と指導について、どこでどのようにしているのか質問いたします。 

 生活環境などによっても症状が違い、発達障がいは多様であると思われます。早期発見・

早期治療とも言われ、早めに医師の診断を受けて対処すると予後が良いと言われています。

ＡＤＨＤは、服薬などで症状が治まるとも言われています。中には小学校高学年くらいで障

害が分かり、もう少し早く気づいてあげればよかったというケースなども見られるようです。 

 対象者の把握と指導について、どこでどのようにしているのかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。対象者の把握と指導についてということでお答

えいたします。 

 保育園についてでございますが、先ほど申し上げましたが、困り感を持つ園児への支援・

指導が保育園、たけのこ園で行われ、必要により支援保育士が支援を丁寧に行っております。

保育園から小学校への就学・小学校から中学校への進学に当たって、適切な学びの場を検討

する教育支援委員会、教育委員会の諮問機関でございますが、教育委員会を年に専門委員会

が４回、全体会が４回ということで実施してきております。 

 その会では、特別支援学校や特別支援学級、それから言語通級指導教室ですがことばの教

室、それからＬＤ等通級指導教室、まなびの教室という呼称ですが、それから通常級のどこ

で学ぶのか、学ぶのがそのお子さんにとって一番適切な学びの場になるか、それを検討して

おります。 

 発達障がいの診断・判定がある児童生徒は、特別支援学級に即入級ということではないと

いうことは言うまでもないことです。それから、各校では都度都度といいましょうか、学

年・年度の中でそのお子さんにとって学びの場がどうだろうと、その見返しをしっかり行っ

て、また教育支援委員会等に伝えていただくとか、そういう営みをしっかりやってきており

ます。 

 年１回なんですが、県教委の発達障がいの児童生徒調査で３校の状況が見られます。教育

委員会を通しながら県に上げていくので自分たちも把握しているんですが、先ほどの人数は

その調査による人数となっております。 

 対象者への支援についてですが、一人一人の状況に応じて、例えば集団の中にいることで、

ストレスを多く感じたり自分らしさを全く発揮できなかったりする場合は、自閉症・情緒障

害特別支援学級で学ぶことで、お子さんのよさあるいは可能性が発揮できる、そういう支援

を重ねていく、また支援級入級の場合には原学級、何年何組というクラスを原学級と言いま
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すが、そことの関係、交流及び共同学習という言い方をしますけれども、そこを大事にして

いくという、お子さんによってそこをどういうふうに描くか、教科等々も含めてということ

で動いてきています。 

 また、集団の中で過ごすことで仲間意識、同調性という言葉もありますけれども、仲間意

識が高まったり、仲間とのコミュニケーションが深まったりすることが可能な場合には、通

常学級での学びを大事に考えて支援しています。 

 一方通常級、通常学級の中に特別な配慮・支援が必要な児童生徒が、先ほど申し上げたよ

うにいます。本村では、令和３年度より南箕輪小学校に先ほども申し上げてきておりますが、

ＬＤ等通級指導教室まなびの教室が開設され、通常学級に在籍している児童の中で学習障が

い、読み書き等々、それから注意欠陥多動性障害等のある児童を対象に、自立活動という療

育を軸にして一人一人に合わせた指導を行い、自尊感情それから自己肯定感を育むことを大

事にしています。 

 自立活動、例えばコミュニケーション力とか、あるいは自分がどういう行動をとったらい

いかとか、ＳＳＴソーシャルスキルトレーニングを行ったりとか、そういうことを軸にしな

がら子供たちを支援していく療育でございますけれども、子供たちは週に１回程度通級し、

担当の先生から読む・書く・聞く・話す能力を高める指導、読み書き等々について自分がう

んと思っているのは、子供たちが自分のことを知って、こうやればできるんだ、読めるんだ、

例えば定規を当ててとか線を入れて、あるいは逐次読みみたいにこうやっていくのを、自分

はこういうふうにやれば読めるなとか、タブレットを使えば読めるとかそういうような力を

子供たちがつける、そういう基にしながら学習能力を高めていくそういう指導、それからコ

ミュニケーション能力、先ほど申し上げたＳＳＴ等々、子供たちの教育的ニーズに応じた指

導を受けています。 

 本年度は十数名の児童がまなびの教室に通っています。通常級では、学級の一人一人の児

童生徒の違いを互いが認め合い、その違いを包み込むということをうんと大事に温かい学級

づくりを目指し、本年度かなり具体的に動いてきております。職員研修も行ったりとか、子

供さんの姿を出しながらということで動いてきています。９年間の中でそこのところをしっ

かりということで、学校は動いてきています。よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） やはり、個人個人違うと思います。学びの提供をできるように、

支援をよろしくお願いいたします。 

 ３番目、親・学校・園での理解度と対応についてを質問いたします。 

 発達障がいに対する社会的な認知が広がって、今言われるように大分人数が増えているよ

うですが、特別支援教育に期待が高まっているように思われますが、親や学校、また保育園

での理解度と対応についてをお聞きいたします。 

議  長（山﨑 文直） 清水教育長。 

教 育 長（清水 閣成） お願いします。親や学校・保育園での理解度と対応についてと

いうことでお答えします。 

 保育園・学校でですが、自分たちは子供に学ぶというのを基本にしながら、支援・指導を

しています。発達障がいについては研修等によって理解を深めている、そういう状況がござ

います。 
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 保護者理解についてなんですが、診断というのは障がいがという言葉が当然重なってくる、

発達障がいという。その障がいという言葉が先歩きしてしまう場合が正直言ってある。レッ

テルとかいう言葉もよくあったりしますけども、自分たちの考えとして診断が持つ意味合い

というのがあると。お医者さんの立場でいうと、診断というのを持っていても御家庭の状況

によっては伝えない場合もあるというふうに認識しています。なので、医療サイドにかかれ

ば診断が全てのお子さんにつくかどうか、保護者にどう伝えるかっていうこと、そこがお医

者さんのうんと大きな役割かなというふうに思っているところですけど、ですので診断の持

つ意味合い、そこを丁寧に見ていく必要があるかなと思っております。ですので、診断・判

定ということは先ほど申し上げましたが、発達障がいという言葉が先にありきではなくて、

子供理解を深める医療サイドの一つのアプローチ、切り口かなというふうに思っています。 

 先ほど投薬、薬の話もありましたけれども、薬についてもいろいろ、これはお医者さんが

考えることで私どもがいろいろ言うことではないんですけど、いろんなお考えがあるかなと

いうふうに思っています。 

 保護者とは子供の行為あるいは行動をしっかり受け止める、その中に思いも入っているん

ですけど、それで子供たちが困っているそれを根底に置きながら、そういう認識の中で支

援・配慮の在り方を共有することを大事にしております。先ほど申し上げました教育支援委

員会で、例えばＡさんは特別支援学級で、席を置いて学んでいくことが自分を発揮できるよ

なってそういう方向性が出されたときに、親御さんと合意形成ということで就学について学

びの場をどうしたらいいか、そういう相談をさせて合意をさせていただいています。 

 親御さんの中では、いや、うちの子はこうだからという親御さんもいますが、多くのお子

さんは、みんなでお子さんの困り感を共有しながら学びの場を方向性の中でっていう、そん

なことできています。親御さんが例えばうちの子はって言った場合にうんと思うのは、親御

さんもしっかりお子さんを見ている、それで関係の職員も当然見ている、その中でその重ね

合わせをどうしていくか、その場でなくてもそこを丁寧に見ていく、そういう必要性がある

かなというふうに思っております。本当、親御さんと家庭と支援の在り方をしっかり共有し

ていく、それが一番大事かなと思っております。 

 子供たちに適切な支援・配慮により、その子のよさが発揮できている事実、これをしっか

り先ほど申し上げましたが、親御さんと共有していくことが大事かなと思っております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 状況によっていろいろ違うかと思いますが、ぜひ生徒個々が自立

できますよう、御支援のほうをよろしくお願いしたいとそう思います。 

 それでは、次の質問に移ります。マイナンバーカードの普及について質問します。 

 総務省は11月27日現在、マイナンバーカードの申請件数が7,568万件となり、人口に対す

る割合が60.1％になったと発表されました。政府は、来年３月までにほぼ全国民にカードを

行き渡らせることを目指しており、さらに申請をお願いしたい考えのようです。 

 2016年から交付が始まったマイナンバーカードは、６割普及するのにおよそ６年の歳月が

かかった形です。先にも述べましたが、今年度中にほぼ全ての国民にカードを普及させたい

考えで、カードの取得などで最大２万円分のポイントを還元されるマイナポイント第２弾を

実施しています。 
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 また、現在の紙などの健康保険証を2024年秋にも原則廃止し、マイナンバーカードとの一

体化を発表するなど、普及を急いでいます。また、マイナンバーカード普及のために、政府

は来年度新たに設けるデジタル田園都市国家構想交付金の配分に、自治体ごとのカードの普

及状況を反映させる方針を固めたようです。また、来年度の地方交付税の算定にもカードの

交付率を反映させる方針で、普及に取り組む自治体を後押ししたい考えのようです。自治体

からは、カードの普及と交付金を結びつけるのは乱暴だなどという声も上がっていて、今後

反発が予想されるとあります。 

 当村では、昨日の同僚議員の答弁で、ここ８か月で2,000名増えたとありました。 

 そこでお聞きします。本村のマイナンバーカードの交付件数はどうか、質問いたします。

よろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議席番号３番、原議員の質問にお答えをいたします。 

 マイナンバーカードの普及についてという中で、まずは村のマイナンバーカードの交付件

数はという御質問であります。 

 昨日加藤議員には、村の加入状況といたしまして7,305件、45.6％と回答いたしましたが、

今回交付枚数を質問いただいておりまして、この交付となりますと純粋に村で交付した件数

となりますので、交付後に例えばお亡くなりになった方、転出した方、そういった方も含ま

れますので、昨日の加藤議員の答弁とは数値が異なりますこと、あらかじめ御認識願えれば

と思います。 

 村のマイナンバーカードの交付件数でありますが、11月30日現在7,442件で、交付率は

47％となっております。交付率の算定に当たっては、令和４年１月１日の人口１万5,833人

を基準として算出したものであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 今お聞きした数字、昨日の数字もそうですが、全国平均を下回っ

ているということが分かりました。 

 次に、マイナンバーカードの必要性を十分に住民に周知されているかと、周知方法を御質

問します。 

 メリットとしてよく聞かれるのが身分証明書になるから、マイナポイントがもらえるから

などの理由からです。デメリットは、デジタル庁の資料によれば、カードの未取得者の理由

で多いのは情報の流出が35％、申請方法が面倒だからが31％、メリットを感じないが同じく

31％などの理由からです。ただ、政府が言うには、実際にマイナンバーカードの所有による

個人情報の直接的な流出はつながらないとあります。実際には分かりませんが、そうデジタ

ル庁の報告であります。 

 そのことが皆に伝わっていないことが、普及の障壁となっていると思われています。今村

では、土日職員の皆さんが休日返上で各地区公民館に出向いてカードの申請を受け付けてい

ます。大変御苦労さまです。 

 そこで、マイナンバーカードの必要性を十分に住民に周知されているか、また周知方法を

お聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 
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村  長（藤城 栄文） マイナンバーカードの必要性を住民に周知されているか、また周

知方法はという御質問です。 

 現状におきますマイナンバーカードの必要性また利便性については、制度が始まった当初

から村の広報誌やウェブサイト、伊那ケーブルテレビの広報番組でも広報をしていただいて

おるところであります。また、今年の村報８月号・９月号にも記事を掲載いたしまして、カ

ードの取得を促したところです。また、国の事業であります。国が行う新聞一面広告やテレ

ビＣＭ等もよく見かけるところであります。 

 マイナンバーカードは顔写真つきの本人確認書類、コンビニでの住民票などの各種証明書

の取得、スマートフォンでのワクチン接種証明書の取得、オンラインでの確定申告、健康保

険証としての使用、民間におけるオンラインサービスなど、これから利用の幅が広がってま

いりますが、どうしても現状でありますと使う機会というのがかなり限られておりまして、

ポイント目当てという人も少なくありません。私もマイナンバーカード取得をしております

が、まだ一度も使う機会がないというのが現状であります。 

 また、今議員からもありました、今土日に各地区公民館を巡回をして、カードの交付申請

を職員の皆様に御苦労いただいて受け付けているところでありますし、役場におきましても

月曜日の夜や休日にも今申請できる日を設けて、マイナンバーカードの取得について促して

いるところであります。 

 やはり、土日というのは役場が閉まっていますので、土日に住民票が必要になったときに

コンビニ等で取得できるっていうところ、今のところそれが一番私の中では利便性としては

あるのかなと、ただなかなか必要になるっていうのが限られておりますので、そういった機

会がもう少し増えると、住民の皆様もこのマイナンバーカードの必要性というのも高まって

くるのかなと思います。 

 また、今後様々なデジタルのサービスがこのマイナンバーカードを用いて利用できるよう

になりますので、そうなって初めて特に若い世代を中心に、この必要性・利便性というのが

周知が広がっていくのかなと感じているところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 私もまだなんですが、あまりやっぱり必要性を感じないから、作

ろうとするちょっと意欲がありません。ただ、これが交付金に響いてはいけませんので、早

速12月いっぱいのうちに申請しようかなと私は思っております。 

 次に提案です。 

 頑張って交付率を上げようと取り組んでいると思います。先日、担当者にお聞きしました

ら、ここに来て駆け込みで申請している人が多いとお聞きしました。私も今やると言ってい

ましたのでその一人になるかと思いますが、既に47％の方が交付を受けている中ですが、不

公平感はありますが、交付率を上げるために申請者に国のポイントのほかに、村内で利用で

きる商品券などの発行は考えられないかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 交付件数を促すために、商品券等の発行を新規でできないかとい

う御提案であります。 

 現在、マイナンバーカード交付事務費補助金、こういったものを財源に自治体独自のポイ
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ント付与や商品券の配付を行っている自治体は確かにございます。まず一つ問題となるのは、

既に先に申請した方がこの商品券をもらえず、後から申請した人が利益を得ることになりま

すので、そこの部分の平等といいますか、そこのところがなかなか理解を得ることが難しい

のではないかと私は思っております。 

 また、既に１万5,000ポイント、チャージをすれば２万ポイント、２万円ですねもらえる

環境にありますので、さらに商品券で1,000円、2,000円程度上乗せしても、お金目当てとい

うところではなかなか効果は限定的になってしまうのではないかというところは危惧される

ところであります。また、国のポイント付与されるための仕組みもかなり複雑でして、結構

村役場職員でもどうやったらこのチャージしたときのポイントがもらえるかだとか、その辺

の説明は大変苦労しているところであります。 

 そういった中、このお金、どちらにしても財源は税金であります。今回商品券を配るとい

うところは、現状では私の中では適正な利用方法とは考えておりませんので、発行はしてい

かないというところであります。 

 国のマイナポイント付与、２万ポイントでありますが、これは12月中に申請することが必

須となっておりますので、この機会に合わせて申請のお願いをしてまいりたいというところ

であります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 先ほども言いましたが、私まだなんですが、先日やっぱり２回目

の申請書類が届きました。１回目をしなきゃいけないかなと思って取っておいたんですが、

２回目も来たということは、国も村も頑張っているかなと思っていますので、よろしくお願

いします。 

 それから２万ポイントが、いきなり２万円ていうのはなかなか理解ができないかなと。２

万円いただけりゃすぐにでもやりたいなと思っていますが、そういうことをまた簡単にポイ

ント付与もできますようにお考えをお願いしたいと思います。 

 それでは次、最後の問題いきます。 

 次に、村の財政について質問をいたします。 

 新型コロナウイルス感染症は緩和されつつありますが、2021年度に始まったウッドショッ

クに続き、2022年にはウクライナ情勢も加わったこと、また円安などの影響で原油や原材料

などの価格は変動を伴い、高い水準で推移しています。建築資材やエネルギーの高騰など、

土木工事における物価高は収まる状況にありません。 

 今後大きな給食センター工事などもあります。建築・土木資材の高騰、また村としても各

種備品・自動車燃料等ですが、などの購入等、影響は多大と思われます。当然、財政的にも

負担が多くなってくる状況から、現状の物価高に対して今後も物価高は続くかと思いますが、

村財政に及ぼす影響はどの程度になるかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 村の財政の中で、現状の物価高に対して村に及ぼす影響はどの程

度になるかという御質問であります。 

 内閣府の10月の月例経済報告におきましては、経済の基調判断について景気は緩やかに持

ち直しているとし、先行きについてはウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、
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景気が持ち直していくことが期待されるとしております。 

 しかしながら、世界的な金融引き締めが続く中、海外の景気の下振れによるリスクもあり

まして、物価上昇・供給面での制約・金融資本市場の変動などの影響に、今後も十分に注意

をする必要があると感じておるところであります。 

 このような背景を踏まえまして、当面は現状の物価高が続きまして、景気動向によっては

さらに物価高が進むと考えられます。この物価高がまた下がるということは恐らく想定せず

に、この価格でこれからどこかで上げとどまって、そこで推移していくと私は考えておりま

すが、そうなりますと具体的な影響といたしましては、今回の議会でお認めいただいた補正

予算にもありますが、電気料金をはじめとしたエネルギー価格の上昇などの物件費、また新

型コロナによりまして出控えがありました。それによって扶助費が抑えられておりましたが

それが戻ってきておりますので、扶助費の部分も大幅増が見込まれるところであります。 

 また、普通建設事業費につきましても、資材・労務費等が大幅に上がっておりまして、こ

ちらも既に補正予算でお認めをいただいておりますが、工事費等も上がってまいります。建

築資材は今後も高値で推移するとみられまして、今後発注予定の工事費、それらは必ず上が

ってくるのかなというところであります。 

 令和４年度の決算の見通しは、当初予算にも増となっております。令和５年度当初予算の

編成におきましても、これら影響を反映させると先ほども申しましたが、令和４年度当初予

算に比べて増額となることが見込まれるところであります。具体的な数字までちょっと算出

することは難しいですが、相当な影響があるというところは御理解いただければと思います。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 大変難しいことだと思いますが、よろしくかじ取りをお願いいた

します。 

 次にいきます。 

 私たちが健康で豊かな生活送るために、様々な公共サービスを提供していただいています。

コロナ禍において生産・消費・雇用が大幅に減少し、私たちの暮らしにも大きな影響を及ぼ

しています。先行き不透明感が増すばかりです。現状における法人税の増加見込みや個人所

得税の推移をはかってみると、決して安全な状況とは言えませんが、国の施策における補助

や交付金に頼っているのが実態で、不安全なようにも思えます。 

 そこで、コロナ感染症・不景気などにおける税収等を見込んでの新年度の予算規模はどの

ぐらいになるのかお聞きいたします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 新年度の予算規模に対する御質問であります。 

 一つ前の都志議員にこの部分はお答えをいたしましたので、簡略化してお答えをいたしま

すと、令和５年度の税収見込みにつきましては、令和４年度当初予算の66億から70億円の範

囲内で編成をしてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） ありがとうございます。 

 次にほいじゃあいきます。 
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 本村の財政は、現時点では良好な数値を維持していますが、３年前からコロナ感染症や円

安などによる不景気が続き、また高齢化などの社会保障関連経費や公共施設のＬＥＤ化など、

安全・安心な暮らしの実現に向けた事業に係る歳出の増加も想定されます。前項目でも質問

しておりますが、行政の基本は財政の確立だと思います。 

 これから新年度の予算編成が行われますが、予算の基本的な考え方と新年度において健全

財政は維持できるかお聞きします。 

議  長（山﨑 文直） 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 健全財政を今後も維持できるのか、新年度はどうなのかという御

質問であります。 

 歳入の伸びがなかなか見込めない状況であります。こうした傾向が今後も続くことで、令

和５年度以降、一般財源ベースにおける歳入歳出の収支の差が縮まってまいりまして、そう

なりますと投資的経費、こういったものが捻出できなくなることが大変懸念しているところ

であります。 

 令和５年度につきましては、村３か年実施計画に基づいた事業計画の財源といたしまして、

令和２年度以降に積み増しをした財政調整基金、また学校施設整備基金を活用して、計画し

ている事業につきましては必要な歳入は確保できる見込みであります。令和６年度、７年度

もそれなりの見通しがついているところでありますが、それ以降になりますと今かなり不透

明な状況となっております。 

 今後は、新規の建設事業を抑制したとしても、公共施設の長寿命化計画更新に充てるこち

らの投資的経費は必ず必要になってまいりますので、あらかじめ歳入歳出両面からの見直し

を今から行いまして、一定程度の投資的経費を５、６、７、８、９、そのぐらいを見越して

確保できるように、財政基盤を築いていく必要があると感じております。 

 公共施設の長寿命化計画更新といった従来の課題、新型コロナウイルス感染対策や原油価

格・物価高騰対策、コロナ禍からの地域経済の回復など、優先的な課題に取り組む必要もあ

りますが、同時に将来に向けた投資的経費、これは必ず必要になってまいりますので、この

確保も見据えて、持続可能な健全財政の構築にも合わせて取り組んでいかねばならないとい

うところであります。 

 かなり支出が増えていきます。それに比べて入ってくるお金は増えていきませんので、そ

この部分はこれまでの村政運営と比較しますと、かなり厳しくなっていくというところは覚

悟して取り組んでまいりたいとそういうところであります。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） 原議員。 

３  番（原  源次） 今申されたように、やっぱり健全財政を維持していくのは難しい

かなと思っています。今後、公共施設等、修理等かさむかと思いますが、ぜひ健全財政で推

移できますようにお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

議  長（山﨑 文直） これで、３番原源次議員の質問は終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 ９日の会議は、議事の都合により特に午後３時に繰り下げて開くことにします。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
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 本日はこれで散会します。 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕礼。〔一同礼〕 

議  長（山﨑 文直） お疲れさまでした。 

 

   散会 午前１１時５１分 
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議 事 日 程（第４号） 

令和４年１２月９日（金曜日） 午後３時００分 開議 

 

第１ 議案第11号～第14号                        提案～審議 

 

第２ 請願・陳情の採決（審査結果の委員長報告）             質疑～採決 

 

第３ 発議第１号～第２号                        提案～採決 

 

第４ 議案第１号～第４号、第６号～第９号、第11号～第14号        討論～採決 

 

第５ 継続審査事項 

 

第６ 継続調査事項 

 

第７ 議員派遣 
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○出席議員（９名） 

 １番 丸 山   豊   ６番 都 志 今朝一 
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○欠席議員 
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○説明のため出席した者 
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○職務のため出席した者 

   議会事務局長   松 澤 さゆり 

   議会事務局次長   宮 澤 文 敏 
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会議のてんまつ 

令和４年１２月９日    午後３時００分 開議 

 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕こんにちは。 

〔一同「こんにちは」〕御着席ください。〔一同着席〕 

議  長（山﨑 文直） お疲れさまです。 

 会議に入る前に御報告いたします。 

 10番、百瀬輝和議員から欠席する旨の連絡がありました。 

 ただいまの出席議員数は９人です。定足数に達していますので、これから本日の会議を開

きます。 

 本日、追加議案が提出されました。それに伴い議会運営委員会が開催されていますので、

議会運営委員長の報告を求めます。 

 笹沼議会運営委員長。 

議会運営委員長（笹沼 美保） 皆さんこんにちは。議会運営委員長報告をいたします。 

 本日、追加議案等が提出されたことに伴い、先ほど議会運営委員会を開催し次のとおり決

定したので報告します。 

 村側から追加議案４件、議員から意見書案２件が提出されていますので、本日の会議日程

とします。 

 以上で、議会運営委員長報告を終わります。 

議  長（山﨑 文直） ただいまの議会運営委員長の報告のとおり、議案４件、意見書案

２件を本日の会議日程とします。 

 日程第１、議案の上程を行います。 

 議案第11号「南箕輪村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」を議題

とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 松澤事務局長。 

事務局長（松澤 さゆり）  朗読 

議  長（山﨑 文直） 本件について提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第11号「南箕輪村一般職の職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、国家公務員に対する人事院勧告を踏まえ、所要の改正を行うため提案するもので

あります。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 細部説明を求めます。 

 伊藤総務課長。 

総務課長（伊藤 弘美） それでは、議案第11号の細部説明を申し上げます。 

 本案は、国家公務員に対して行われました人事院勧告を踏まえ、職員給与の引上げを行う
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ための条例の改正をお願いするものでございます。 

 本村の職員給与に関しましては、これまでも国の人事院勧告を参考に給与改定を行ってま

いりました。本年も８月に勧告が行われ、11月末に国の給与法の改正が成立いたしましたの

で、これを受けまして村の一般職の職員、議会議員並びに特別職の職員で常勤の者の給与に

関する条例の一部を改正するものでございます。 

 内容といたしましては、初任給を大卒で3,000円程度、高卒で4,000円程度引き上げるとと

もに、若年層の月例給を平均で0.3％引き上げます。期末勤勉手当につきましては、一般職

で年間0.1か月分、再任用職員と議員、理事者等特別職につきましては、0.05か月分の引上

げを行います。 

 また、人事院勧告とは別になりますが、職員の通勤手当につきまして通勤距離が長距離で

ある職員がおりますので、距離区分を追加する改正を合わせて行います。なお、条例の改正

につきましては、関係する３条例を本年度分と来年度分の２回に分けて改正いたしますので、

第１条から第６条まで別条例の改正とさせていただきます。 

 それでは、各条項につきまして新旧対照表により説明をさせていただきますので、議案の

９ページを御覧ください。 

 初めに第１条関係、南箕輪村一般職の職員の給与に関する条例の一部改正でございます。

第18条は通勤手当の規定でございます。現在、最長通勤距離を15キロ以上としておりますが、

通勤距離が20キロを超える職員が実際におりますので、距離区分を追加する改正を行うもの

でございます。金額につきましては、国の基準に倣っております。 

 第30条は勤勉手当の額を規定しておりますが、10ページを御覧いただきまして、第１項は

12月に支給する手当の支給率を0.1か月引上げ、100分の105とするものです。特定幹部職員

も同様に0.1か月引き上げます。 

 第２項は、再任用職員に対する支給率を0.05か月引上げ100分の50に、特定幹部職員につ

きましても同様に引き上げるものでございます。 

 別表第１、行政職給料表につきましては、月例給の改正を行うものでございます。 

 15ページを御覧ください。 

 同じ条例名の第２条関係でございます。こちらは令和５年度の支給率の規定となります。

第１条関係は勤勉手当の引上げに関しまして、本年度分を12月の支給分で調整いたしますが、

来年度以降は６月と12月の２回の支給に分けて調整するため、それぞれの支給率を100分の

100とするものです。特定幹部職員と16ページになりますが、第２項の再任用職員につきま

しても、同様の改正を行うものでございます。 

 続きまして第３条関係、南箕輪村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

改正でございます。 

 第５条第２項におきまして、議員に支給する本年度12月分の期末手当の支給率を0.05か月

分引き上げ、100分の167.5とするものでございます。 

 続きまして、同じ条例名の第４条関係でございます。 

 同様に第５条第２項におきまして、議員の期末手当の改正を行うものです。一般職と同様

に、来年度以降は６月と12月の２回の支給に分けて調整するため、それぞれの支給率を100

分の165とするものでございます。 

 続いて17ページを御覧ください。 
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 第５条関係、南箕輪村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部改正でございま

す。第２条第２項におきまして、特別職に支給する本年度12月分の期末手当の支給率を0.05

か月分引き上げ、100分の167.5とするものでございます。 

 続きまして、同じ条例名の第６条関係でございます。第５条第２項におきまして、来年度

以降の期末手当の支給率を６月と12月それぞれ100分の165とするものでございます。 

 ７ページにお戻りいただきまして、下段の附則でございます。 

 第１項といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。ただし、一

般職の給与条例における職員の通勤手当並びに来年度分の手当の支給に関するものは、令和

５年４月１日とするものでございます。 

 附則第２項は、一般職員の給料表につきまして、令和４年４月１日から適用するというも

のでございます。 

 ８ページを御覧いただきまして、附則第３項は本年度分の一般職の勤勉手当並びに議員及

び特別職の期末手当について、令和４年12月１日から適用するというものでございます。 

 附則第４項は一般職の給与について、第５項は議員並びに特別職の期末手当につきまして、

遡及適用における内払の規定でございます。 

 附則第６条は、規則への委任事項でございます。 

 以上で、細部説明とさせていただきます。 

議  長（山﨑 文直） 議案第11号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 議案第12号「令和４年度南箕輪村一般会計補正予算（第９号）」を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 松澤事務局長。 

事務局長（松澤 さゆり）  朗読 

議  長（山﨑 文直） 本件について提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第12号「令和４年度南箕輪村一般会計補正予算（第９号）」

について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、本年の人事院勧告による給料表等の改訂に伴う職員等の給料、職員手当等の補正、

また緊急を要するフォレスト大芝の衛生設備改修工事費の追加などが主なものであります。 

 なお、予備費による調整のため、既定の歳入歳出予算の総額に変更はありません。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 細部説明を求めます。 

 藤澤財務課長。 

財務課長（藤澤  隆） それでは、議案第12号の細部説明を申し上げます。 

 初めに17ページをお開きいただきまして、給与費明細書を御覧ください。 

 １、特別職は御覧いただき、次の18ページの２、一般職につきましてはおめくりいただき

まして19ページ、増減額の明細がございます。明細のとおり、それぞれ給料・職員手当につ
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きましては、ただいま申し上げました人事院勧告に伴う増額が主な内容でございますので、

こちらにつきましてはお目通しをいただきまして、これから説明いたします、歳出のうちの

各事業の２節給料から４節共済費までの説明は省略させていただきますので、御理解をお願

いいたします。 

 それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出から説明いたしますので、議案書６ペー

ジにお戻りください。 

 ２款総務費、１項５目0221財産管理事務35万円につきましては、10節需用費、公用車修繕

料でございますが、原材料価格高騰の中で修繕も多くなってきておりまして、今後不足が見

込まれます費用をお願いするものでございます。 

 ２枚おめくりいただきまして、９ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、２項２目0340保育園運営事業413万円でございます。主に人件費でございま

すが、17節備品購入費の36万3,000円につきましては、過日南部保育園の冷蔵庫が故障して

しまいまして、急遽業務用冷蔵庫１台の購入費用をお願いするものでございます。 

 さらに２枚おめくりいただきまして、14ページをお願いいたします。 

 ８款土木費でございます。４項２目0850大芝公園管理総務事務650万円でございます。提

案理由で申し上げましたが、14節工事請負費590万円につきましては、フォレスト大芝衛生

設備改修工事でございますが、これはボイラー及び給水設備の改修工事となります。 

 現在フォレスト大芝の給水につきましては大芝荘の水道メーターを経由しておりまして、

フォレスト大芝設置のボイラーにつきましては、味工房への給湯設備としても使用しており

ます。以前から修理をしながら使用をしてまいりましたが、ボイラー本体からも漏水をして

おりまして、古いものですから修理部品もない状態であります。いつ故障してもおかしくな

い状態でございますので、今回凍結時期を迎え、急遽ボイラーの取替工事とともに大芝荘の

メーター経由の水道管から切り離しまして、直接フォレスト大芝の給水施設とするための工

事を合わせて行うものでございます。 

 18節負担金につきましては、水道加入金水道口径40ミリでございますが、60万円をお願い

するものでございます。 

 おめくりいただきまして16ページでございます。 

 14款予備費で1,839万3,000円減額しまして、歳入歳出額を調整するものでございます。 

 以上、議案第12号の細部説明とさせていただきます。 

議  長（山﨑 文直） 議案第12号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 議案第13号「令和４年度南箕輪村水道事業会計補正予算（第４号）」を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 松澤事務局長。 

事務局長（松澤 さゆり）  朗読 

議  長（山﨑 文直） 本件について提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第13号「令和４年度南箕輪村水道事業会計補正予算（第４
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号）」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、収益的収入及び支出の予定額につきまして、支出の水道事業費用を31万1,000円

増額し、支出総額を２億7,253万円とするものです。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします 

議  長（山﨑 文直） 細部説明を求めます。 

 武井建設水道課長。 

建設水道課長（武井  厚） 議案第13号の細部説明を申し上げます。 

 補正予算実施計画明細書により説明いたしますので、議案書４ページを御覧ください。 

 収益的支出を説明いたします。 

 １款１項５目、総係費の１節給料から30節負担金につきましては、職員給料等人事院勧告

に伴いまして、31万1,000円を増額補正するものでございます。５ページから７ページにつ

きましては給与費明細書を記載しておりますのでお目通しいただきまして、ここでの説明は

省略をさせていただきます。 

 ２ページにお戻りいただきまして、第３条の議会の議決を経なければ流用することができ

ない経費として、職員給与費の補正予定額を26万8,000円増額して、2,881万7,000円とする

ものでございます。 

 以上、議案第13号の細部説明とさせていただきます。 

議  長（山﨑 文直） 議案第13号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 議案第14号「令和４年度南箕輪村下水道事業会計補正予算（第５号）」を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 松澤事務局長。 

事務局長（松澤 さゆり）  朗読 

議  長（山﨑 文直） 本件について提案理由の説明を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 議案第14号「令和４年度南箕輪村下水道事業会計補正予算（第５

号）」について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、収益的収入及び支出の予定額につきまして、支出の下水道事業費用を17万円増額

し、支出総額を５億9,341万4,000円とするものです。 

 細部につきましては、担当課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議をいただき、

決定をお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） 細部説明を求めます。 

 武井建設水道課長。 

建設水道課長（武井  厚） 議案第14号の細部説明を申し上げます。 

 補正予算実施計画明細書により説明いたしますので、議案書４ページを御覧ください。 

 収益的支出を説明いたします。１款１項５目、総係費の１節給料から30節負担金につきま

しては、職員給料等人事院勧告に伴い17万円増額補正するものでございます。５ページから
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７ページは給与費明細書を記載しておりますのでお目通しいただきまして、ここでの説明は

省略をさせていただきます。 

 ２ページにお戻りいただきまして、第３条の議会の議決を経なければ流用することができ

ない経費として、職員給与費の補正予定額を15万1,000円増額して、1,883万8,000円とする

ものでございます。 

 以上、議案第14号の細部説明とさせていただきます。 

議  長（山﨑 文直） 議案第14号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 日程第２、請願・陳情を採決いたします。 

 総務経済常任委員会付託の請願・陳情の審査に関し、常任委員長の報告を求めます。 

 唐澤総務経済常任委員長。 

総務経済常任委員長（唐澤 由江） 総務経済常任委員会に付託されました陳情について、

村議会会議規則第91条第１項に基づき、委員長報告をいたします。 

 陳情第11号、選択的夫婦別姓制度の導入について、国会審議の推進を求める意見書を国に

提出することを要望する陳情。 

 11月30日午後１時半から第１委員会室で審議しました。提出者の金田恭子さん、平澤さん

から説明を受けました。夫婦同姓を強制する国は世界で日本だけ。選択的夫婦別姓未導入の

日本は、ジェンダーギャップ指数世界116位と取り残されております。ＳＤＧｓ５、ジェン

ダー平等を実現があります。ジェンダーの平等を達成し、全ての女性と女児のエンパワーメ

ントを図る。選択的夫婦別姓とは従来の夫婦同姓に加え、夫婦別姓も選べる制度。働く未婚

女性75.1％が選択制賛成、65％が旧姓で働きたい。未婚男女の３割が夫婦別姓で働きたいと

いう。 

 各委員の意見。法制審議会でも検討しているがなかなか進まない、このことは男女共同参

画の面でも必要だが進まない、多様性が必要、この意見前々から賛成、話は分かるが迷って

いる、日本古来から続いている、世論の声が上がりつつある、選択で選べるから特に不都合

はない、賛成。 

 採択の結果、賛成２、反対２。委員長判断で採択といたします。 

 陳情第13号、安倍元首相の国葬の中止を求める意見書・否決議希望陳情書。 

 委員の意見。言っている意味が分からない、趣旨が分からない、一旦村議会が反対意見を

挙げているので尊重したい。 

 審査の結果、賛成１、不採択３で不採択です。 

 陳情第14号、村名変更に関する陳情書。 

 漢字表記の南箕輪を南みのわ村に変更する。 

 出された意見。３年前もあった、変えるとなると慎重にしたい、いきなりオーケーは無理、

漢字好きで今までどおりがいい、転入者が多い、人口増、親しみやすさはよいが漢字は奥深

さもある、変えるにはかなりのお金がかかる。 

 ４対ゼロで不採択すべきものと決しました。 

 陳情15号、肥料高騰対策実施に関する陳情。 
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 上伊那農民組合竹上様からお話を伺いました。政府の肥料高騰対策に上乗せ補助を村が創

設することというもの。 

 農業は守るべき、水田は守りたい、しかし小さな農家は苦しい、全くこのとおり、小規模

農家を守りたい、継続でよい、農業者といっても畜産・米、またＪＡも５％の支援、箕輪町

は3,000円などプラス春肥に向けて継続。 

 継続審査の意見があったため、採決すると賛成２対継続２の同数だったため、委員長判断

で継続審査に決しました。 

 これで委員長報告を終わります。 

議  長（山﨑 文直） 委員長報告に対する陳情第11号「選択的夫婦別姓制度の導入につ

いて、国会審議の推進を求める意見書を国に提出することを要望する陳情」の質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 陳情第11号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 陳情第11号を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。この陳情を採択することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 起立多数です。 

 したがって、陳情第11号は採択することに決定しました。 

 委員長報告に対する陳情第13号「安倍元首相の国葬の中止を求める意見書・否決議希望陳

情書」の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 陳情第13号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 １番、丸山豊議員。 

１  番（丸山  豊） １番、丸山です。陳情13号について、反対の立場で討論をいたし

ます。 

 私は、前回のときの安倍前首相の国葬が実施されたことについては、賛成という立場で自

分の意思表明をしましたですが、今回前回の国葬反対を否決してほしいというこの陳情は、

そういう意味では理解できる部分もあります。しかし、自分の考えを再度説明したいという

ことで、反対の討論をさせていただきます。 

 内容が法的根拠の問題と国論を二分しているということについてこの陳情者は出しており

まして、この件について私は意見を異にしているところでございます。法的根拠につきまし
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ては前回も申し上げましたが、法律学者の中で議論が分かれておりまして、陳情者の意見は

陳情書のとおりであります。党本部というか、私も自民党の党本部のほうからこの件に関す

る内閣設置法、これの逐条解説までいただきまして、陳情者の説明にもちょっと書いてある

んですけども、詳しくは書いてないために、多分言いたいことは多分そういうことだなとい

うことでありますけれども、それに対しまして、東京弁護士会の会長さんの声明が一番的を

射ているかなということでこの説明をしたいと思うんですけれども、政府は内閣府設置法第

４条３項33号で、内閣府の所掌事務とされている国の儀式として閣議決定すれば実施可能と

の見解を示しているということで、これは陳情者も同じことを言ってるんだろうと思います。 

 しかし、そもそも内閣府設置法は内閣府の行う所掌事務を定めたものにすぎず、その国の

儀式国葬が含まれるという法的根拠もないとしており、こういうわけで法律学者の中でも意

見が分かれているというふうに私は解釈いたしまして、こちらのほうを重きを置いてそうい

うような立場で話をさせていただいております。 

 このことはいろんな政治家もそうなんですけども、閣議決定で国の儀式と位置づける際の

基準と手続の定めがないというところにやはり曖昧なところが残っているというのが、学者

とかいろんな人の意見になっております。法的根拠についてはないということが私の見解で

ございます。 

 国論を二分しているということについて、陳情者は世論の見解というかそういうところを

指摘しておりましたけれども、私も実は新聞報道なんかを整理いたしますと、国葬の反対は

朝日・毎日・東京新聞などが社説なんかにはそのように書かれておりました。賛成は読売・

産経・日経新聞でありまして、これはそれぞれ社説を見れば、おのずとこういうふうに二分

しているかなっていうのは考えられますし、新聞によってはそれぞれの新聞を検証している

というそういう記事もあるものですから、二分はされているんだなというふうな解釈を私は

いたしました。 

 以上のことからこの陳情には反対ではありますが、私は安倍前首相の国葬は、功績だとか

弔問外交の必要性などから賛成であったということを前回は示したわけでございます。 

 申し添えますが、この陳情書に違和感を覚えた方は私のほかにも結構いたのではないかと

いうふうには思っております。個人名の入ったものであり、不穏当な表現のある陳情書であ

り、手続の上でも陳情取扱基準に則って、私たち議会の10人の中で議論して、するなりもう

少し慎重に扱わなければいけなかったのではと私は感じております。 

 以上です。 

議  長（山﨑 文直） ほかに討論ございますか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） これで討論を終わります。 

 陳情第13号を採決します。 

 この陳情を採択することに賛成の方は起立お願いします。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 起立なし。 

 したがって、陳情第13号は不採択とすることに決定しました。 

 委員長報告に対する陳情第14号「村名変更に関する陳情書」の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 陳情第14号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 陳情第14号を採決します。 

 この陳情を採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 起立なし。 

 したがって、陳情第14号は不採択とすることに決定しました。 

 次に、福祉教育常任委員会付託の請願・陳情の審査に関し、常任委員長の報告を求めます。 

 三澤福祉教育常任委員長。 

福祉教育常任委員長（三澤 澄子） 福祉教育常任委員会に付託された陳情２件について、

会議規則第77条の規定により報告します。 

 継続となっていた陳情第10号「不登校児童生徒に対して、多様な学習機会の確保のための

経済的支援制度の確立を求める意見書」の提出を求める陳情について。 

 11月11日午前９時から第１委員会室にて審査しました。 

 不登校児童生徒の増加を受けて、子供の成長を助ける様々な居場所づくりが進んでいます。

陳情10号は、民間のフリースクールに国の支援を求めるものです。委員からは、この間の各

議会での受け止めや県の不登校児のサポート体制、民間のフリースクールの定義など、資料

を基に審査しました。 

 諮ったところ、採択４で意見書を提出することに決しました。 

 なお、実施での問題点としてフリースクールの定義は様々であることから、支援に当たっ

ての整備の課題や現在の大教室や中間教室で行っている学びにも支援強化をする必要もある

ということで、３項を追加し、より充実した意見書とすることにしました。後ほど提出いた

しますので御賛同をお願いいたします。 

 次に、委員会付託された陳情第12号について、11月28日午後１時半より第１委員会室にて

審査しました。 

 委員５人と説明者に長野県医療労働組合連合会の伊壷氏が同席し、審査をいたしました。

伊壷さんより医労連で出されたアンケートや現場の声が紹介され、長時間労働の実態や配置

基準の見直しなど説明を受けました。長引くコロナ禍の中での医療崩壊・介護崩壊も、現実

のものとして人手不足に追い打ちをかけていることから、公立・公的病院の充実や保健所な

ど公衆衛生の体制強化も求められました。 

 委員からは、看護・介護の充実の具体的数値基準があるか、財源はどうか等質問がありま

した。 

 諮ったところ、大筋で賛同できるということで趣旨採択が３、一部採択が１で趣旨採択と

決しました。 

 以上、委員長報告とします。 

議  長（山﨑 文直） 委員長報告に対する陳情第10号、「不登校児童生徒に対して多様
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な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書の提出を求める陳情書」の

質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 陳情第10号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 陳情第10号を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情を採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、陳情第10号は採択することに決定しました。 

 委員長報告に対する陳情第12号「安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と処遇改善

を求める陳情書」の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 陳情第12号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 陳情第12号を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は趣旨採択です。 

 この陳情を趣旨採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、陳情第12号は趣旨採択することに決定しました。 

 日程第３、意見書案が提出されております。 

 発議第１号「選択的夫婦別姓制度の導入について国会審議の推進を求める意見書」を議題

とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 松澤事務局長。 

事務局長（松澤 さゆり）  朗読 

議  長（山﨑 文直） 本案について趣旨説明を求めます。 

 ４番、登内瑞貴議員。 

４  番（登内 瑞貴） 発議第１号「選択的夫婦別姓制度の導入について国会審議の推進

を求める意見書」の趣旨説明をいたします。 
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 最高裁判所は、2015年及び2021年、夫婦同姓規定自体は合憲と判断しましたが、同時に選

択的夫婦別姓制度について合理性がないと断ずるものではないと言及し、制度の在り方につ

いて国会で論じられ、判断されるべきと国会に委ねました。 

 選択的夫婦別姓制度は、男女が改姓による不利益を案ずることなく結婚・出産し、老後も

法的な家族として支え合える社会につながり少子化対策の一助となること、また法的根拠の

ない旧姓併記がこれ以上広がることによる社会の混乱、事実婚増加による婚姻制度の形骸化、

また戸籍制度の形骸化を防ぐことができる、さらに法的根拠のある生まれ持った氏名でキャ

リア継続できることから、女性活躍の推進にも寄与する、よって政府及び国会に対し男女が

共に活躍できる社会の実現のため、選択的夫婦別姓制度の導入について国会審議の推進を求

めます。 

 以上、趣旨説明といたします。御賛同よろしくお願いいたします。 

議  長（山﨑 文直） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 発議第１号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 発議第１号を採決します。 

 発議第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 起立多数です。 

 したがって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

 発議第２号「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確

立を求める意見書」を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

 松澤事務局長。 

事務局長（松澤 さゆり）  朗読 

議  長（山﨑 文直） 本案について趣旨説明を求めます。 

 ５番、笹沼美保議員。 

５  番（笹沼 美保） 発議第２号「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のた

めの経済的支援制度の確立を求める意見書」の趣旨説明をいたします。 

 近年、不登校の児童生徒数は増加傾向にあり、多様な学習機会の確保は必要不可欠であり、

喫緊の課題です。不登校は問題行動ではないという認識の下に、全ての子供たちが自分らし

く学び、自分らしく生きることができるよう支援していかなければなりません。そのために、

いわゆるフリースクール等の民間施設を利用する児童生徒の経済的負担を軽減するための支

援と、フリースクール等の設立・運営に対する補助金等の支援を求めるものです。 

 しかし、フリースクール等は自由な学びの場を提供することが主な目的であり、フリース

クール等の定義を国が定めて支援の対象とすることには難しさがあることもまた事実です。

そのため、フリースクール等民間施設に関する支援のみではなく、利用料などの経済的負担
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のない中間教室、長野県では中間教室といいますが、一般的には教育支援センターまたは適

応指導教室といいます。中間教室の充実を図ることも必要であり、また国からの経済的支援

制度確立までには時間がかかる懸念もあることから、記書きの３として中間教室の充実及び

フリースクール等設立・運営や、そこに通う児童生徒に対する補助を各市町村の教育委員会

が自主的に行えるよう、速やかに必要な施策を講じることを求めるものです。 

 以上、趣旨説明といたします。御賛同をよろしくお願いします。 

議  長（山﨑 文直） これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

議  長（山﨑 文直） 質疑なしと認めます。 

 発議第２号の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 発議第２号を採決します。 

 発議第２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

 日程第４、議案に対する討論・採決を行います。 

 議案第１号「南箕輪村防災会議条例の一部を改正する条例」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 ９番、三澤澄子議員。 

９  番（三澤 澄子） ９番、三澤です。 

 議案提案のときに、この防災会議に自衛隊を加えることについて質問させていただきまし

た。私は、今の時期にこの自衛隊を防災会議に入れる必要があるのかどうかという点で、今

必要ではないんじゃないかということで、反対の討論をさせていただきます。 

 このところ、地球規模の大規模な自然災害が毎年続いております。その都度、自衛隊の皆

さんの災害救助の活動には敬意を表します。本当に感謝しているものであります。しかしな

がら、今この防災会議においては自衛隊の参加が今必要かどうかということで、私は疑問に

思っております。 

 先日ですけども、政府与党が自衛目的で他国領域のミサイル基地などを破壊する反撃能

力・敵基地攻撃能力を保有すると合意しました。保有を明記した国家安全保障戦略など、安

保関連３文書を今月中旬に閣議決定で決めると言っております。保有決定は、戦後の安保政

策の根本的転換となります。反撃能力保有により自衛隊は守りに徹し、米軍に打撃力を依存

するとした日米の役割分担は変化することになります。集団的自衛権行使容認に続き、憲法

９条の精神に基づき堅持してきた専守防衛の変質が進むほどの指摘がされているとあります。 

 併せて軍事を５年間で総額43兆円、米国・中国に次いで世界３位だそうでありますけども、

とする財源確保の増税などが報道されております。戦前軍事偏重し侵略戦争によって多くの

犠牲を強いた経験を持つ日本がなぜまた軍事大国に進むのか、まともな議論もされないまま
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進んでいます。私はおじ２人を戦争で失っている世代でありますが、今また自衛隊の皆さん

を戦死させることは絶対に許されません。 

 国の在り方が問われている中で、自衛隊を身近なものにして利用してはいけないという思

いがあります。本質の議論をさせないことは、とても許せるものではありません。そういう

意味では、自衛隊を本当に専守防衛としてきちんと守るという意味でも、私はこの防災会議

の中に日常的なものとして入れていくことには反対をいたします。 

議  長（山﨑 文直） 反対の方いらっしゃいますか。 

 ほかに討論はございませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第１号を採決します。 

 議案第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 起立多数です。 

 したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 議案第２号「南箕輪村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例」の討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第２号を採決します。 

 議案第２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 議案第３号「地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第３号を採決します。 

 議案第３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 議案第４号「南箕輪村議会議員及び南箕輪村長の選挙における選挙運動の公営に関する条

例の一部を改正する条例」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 
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 議案第４号を採決します。 

 議案第４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 議案第６号「令和４年度南箕輪村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」の討論

を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第６号を採決します。 

 議案第６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 議案第７号「令和４年度南箕輪村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」の討論を

行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第７号を採決します。 

 議案第７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 議案第８号「令和４年度南箕輪村水道事業会計補正予算（第３号）」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第８号を採決します。 

 議案第８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

 議案第９号「令和４年度南箕輪村下水道事業会計補正予算（第４号）」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第９号を採決します。 

 議案第９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

 議案第11号「南箕輪村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」の討論

を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第11号を採決します。 

 議案第11号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

 議案第12号「令和４年度南箕輪村一般会計補正予算（第９号）」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 議案第12号を採決します。 

 議案第12号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

 議案第13号「令和４年度南箕輪村水道事業会計補正予算（第４号）」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 第13号を採決します。 

 議案第13号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

 議案第14号「令和４年度南箕輪村下水道事業会計補正予算（第５号）」の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

議  長（山﨑 文直） 討論なしと認めます。 

 第14号を採決します。 

 議案第14号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議  長（山﨑 文直） 全員起立です。 

 したがって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 
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 日程第５、委員会の閉会中の継続審査の件を議題とします。 

 総務経済常任委員長から、委員会において審査中の事件について、会議規則第72条の規定

により、お手元の配付のとおり、閉会中の継続審査の申出がありました。 

 お諮りします。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（山﨑 文直） 異議なしと認めます。 

 したがって、総務経済常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定

しました。 

 日程第６、委員会の閉会中の所管事務の調査の件を議題とします。 

 総務経済常任委員長、福祉教育常任委員長及び議会運営委員長から、所管事務のうち会議

規則第72条の規定により、お手元に配付のとおり所管事務の調査事項について、閉会中の継

続調査の申出がありました。 

 お諮りします。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（山﨑 文直） 異議なしと認めます。 

 したがって、総務経済常任委員長、福祉教育常任委員長及び議会運営委員長から申出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 日程第７、議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件について、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議はありませんか。 

〔議場「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議  長（山﨑 文直） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

議  長（山﨑 文直） ここで、来る１月31日をもちまして、任期満了により御勇退なさ

れる原 浩代表監査委員から御挨拶をいただきたいと思います。 

 原代表監査委員におかれましては、平成27年２月１日に監査委員へ就任以来、８年間村の

財政に関し厳正な監査を実施いただくとともに、村政運営に関して適切な御意見をいただい

てまいりました。深く感謝申し上げます。 

 それでは、原代表監査委員。壇上で御挨拶をお願いいたします。 

代表監査委員（原   浩） 一言お礼の言葉を述べさせていただきます。 

 平成27年２月に、何も分からぬままお引き受けいたしました。皆様のお力添えで２期８年

間務めさせていただきました。本当にありがとうございました。 

 県それから上伊那広域連合ともう少し任期がありますので、引き続きお世話になります。

皆様方の御健勝・御多幸、村議会の村議会、それから村のますますの御発展をお祈りしまし

て挨拶といたします。本当にありがとうございました。 
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議  長（山﨑 文直） ありがとうございました。これからも村政に対して変わらぬ御支

援をいただけますようお願いいたします。大変お疲れさまでした。 

 ここで、村長の挨拶を求めます。 

 藤城村長。 

村  長（藤城 栄文） 閉会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

 12月定例会、大変お疲れさまでありました。また、全議案可決決定をいただきましてあり

がとうございます。議案審議や一般質問でいただきました様々な意見・御提言は、今後の行

政執行や村づくり・地域づくりにしっかりと生かしてまいります。 

 御挨拶をいただきました原代表監査委員におかれましては、２期８年にわたり村政をしっ

かりとチェックをしていただき、村の発展に多大な貢献をいただきました。今後も地域の担

い手として、時には厳しい目線で村へ御助言いただきますようお願い申し上げます。２期８

年、大変お疲れさまでした。 

 さて、令和４年も残すところわずかとなりました。年が明けますと、令和４年度も残り３

か月となります。計画いたしました事務事業につきましては順調ではありますが、様々な物

が値上がりをしている中進めているというのが現状であります。 

 そのような中、新年度の予算編成の作業を行っております。新年度は学校給食センターの

建設費が引き続き最も高額な事業であります。また、南箕輪小学校の大規模改修を北校舎・

南校舎、そして中校舎と令和６年度から複数年かけて予定をしておるところでありますので、

来年度はその設計などの対応が始まってまいります。 

 環境関連では、公共施設のＬＥＤ化に加え、大芝高原のアカマツの主伐につきましても大

きくかじを切ってまいります。厳しい数字の中で予算編成を進めていく必要があります。村

の150周年記念も、令和７年２月といよいよ間近に迫ってまいります。 

 これから本格的な冬となってまいります。豪雪にならないことを願いながら、事業者やま

っくん除雪隊の皆様から御協力をいただき、雪対策には万全を尽くしてまいりたいと思いま

す。 

 2023年が村にとりまして、また村民の皆様方にとりまして希望が持てるような年に、そし

て多くの皆様が村づくりに参加する契機となる年になることを願い、また村政発展のために

議員各位のより一層の御協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

議  長（山﨑 文直） これをもちまして、令和４年第４回南箕輪村議会定例会を閉会し

ます。 

 お疲れさまでした。 

事務局長（松澤 さゆり） 御起立願います。〔一同起立〕礼。〔一同礼〕 

 

   閉会 午後４時０９分 
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